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　ラキア王国、という国がある。

　大陸西部に位置する君主制国家にして、軍事国家。その実態は国家系の【ファミリア】であり、主神であるアレスが眷族けんぞく達たちとともに築き上げてきた【アレス・ファミリア】だ。兵士、軍人は全て『恩恵』を授さずかった戦闘員であり、軍神アレスの神意しんいによって遥はるか昔日から戦争に明け暮れていた。多くの他国・他都市に攻め入っては侵略して勢力を拡大してきた歴史がある。

　そんな王国ラキアが新たな軍事行動を開始した。

　──ラキア王国軍、オラリオに出兵す。

　彼かの軍事国家の矛先が『世界の中心』と名高いオラリオに向いたのだ。紅くれないの軍旗をはためかせ、数多あまたの軍靴の音が巨大市壁に守られる都市へと迫った。

　都市管理機関ギルドは強制任務ミッションを発令、都市に所属する複数の派閥にこれを迎撃するよう出陣させた。その中には都市最大派閥ロキ・ファミリアの名もあった。

　侵略者と冒険者達との戦争が、幕を切って落とされたのだ。




『ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　が。

「団長ー、予定通りガレスさんが一人で騎兵隊を吹っ飛ばしてるっすー」

「そのまま迎撃するよう伝えてくれ。ガレスには悪いけど、まだまだおかわりが来る」

「団長ー！　指示通り後退していた部隊三つくらい壊滅させてきましたー！」

「ご苦労ティオネ。けど僕の指示は伝令であって君が出張ることじゃなかった筈はずだ」

　オラリオ側による一方的な攻勢が繰り広げられていた。

　都市から遠く離れた真東の広野ひろの、絶叫が絶えず木霊こだまする戦場。戦域を一望できる地点に陣を構える【ロキ・ファミリア】は、ラキア軍が千々ちぢに潰走かいそうしていく光景を目まの当あたりにしていた。

　オラリオはダンジョンという恩恵によって世界最強の冒険者が集う。『量より質』と呼ばれるこの神時代しんじだいにおいて、能力ステイタスの上限が精々Ｌｖ．３の王国ラキアに後れを取る筈もなく。悲愴ひそうな面持ちの敵軍と異なりオラリオの冒険者達は緊張の欠片かけらもなく、気だるげですらあった。

「闇派閥イヴィルスとのごたごたがあるのに、どうして王国ラキア攻めてくるかなー」

「あっちからすれば私達の都合なんて関係ないでしょう」

「神様がよく言う、時機タイミングが悪い、ってやつですね……」

　敵国が攻めてきたとなればそれは一応、有事だ。都市最大派閥の役割として【ロキ・ファミリア】には強制参加が義務付けられている。軍旗として機能する道化師トリックスターのエンブレムは敵軍の士気をはっきりと低下させていた。

　伝令役に駆り出されているティオナと猫人キャットピープルのアナキティ、ヒューマンのナルヴィが溜息ためいきや苦笑を交わしながら各派閥の間を小まめに移動した。

「──【ヒュゼレイド・ファラーリカ】！」

　主戦場では、数えきれないほどの火矢が弧を描いて炸裂さくれつするところだった。

　杖つえを両手に持って構えるレフィーヤである。総指揮官のフィンの策略によりまんまと前進を仕掛けてきた敵の大部隊に、広域砲撃魔法をお見舞いする。

　轟音ごうおんを奏でて地を抉えぐり、兵士を飛ばし、馬を吹き飛ばす。たった一発の『魔法』で敵軍のほとんどが壊滅の憂き目に遭った。複数の【ファミリア】からなるオラリオ仮連合を含め、敵味方の戦慄せんりつした眼差まなざしが丘の上に立つエルフの少女に向けられる。

「レフィーヤ、やり過ぎです。撤退させるのが目的なのに、これでは完全に殲滅せんめつしてしまいます」

「ご、ごめんなさい、アリシアさん……いつもダンジョンのモンスターを相手取っているせいか、加減が難しくて……」

「仕方ありません……団長の指示通り、次に行きます」

　真横で完璧かんぺきな発射の時機タイミングを伝えていたエルフの先達、Ｌｖ．４のアリシアに困った顔をされ、レフィーヤは杖を持ったまま項垂うなだれる。あまりにも強力過ぎるため都市最強魔導士リヴェリアが裏方に回っている中、彼女の砲撃が今や戦場でいくつもの砲撃の華を咲かせていた。

『量より質』の具体例が、これだ。

　たった一人の優秀な魔導士が──一発の『魔法』が百の部隊を壊滅させる。

　その光景は王国ラキア軍からすれば悪夢そのものであった。


「ひぃいっ、隊長ぉぉぉ、またオラリオのピンク色の妖精やつがこっちに向かってきます……！　あっ……『並行詠唱』してるぅぅぅぅぅぅぅ……!!」



「撤退っ、撤退ー!?　ここはもうダメだー！」

　Ｌｖ．３の脚を持つ高速移動砲台。戦場を縦横無尽に動き回り、膨大な『魔力』を駆使して砲撃をどこにでも落とす『ピンク色のエルフ』はこの日、【アレス・ファミリア】の兵士達にとって恐怖の代名詞となるのだった。


「おのれぇぇぇぇっ、オラリオぉ──!!　合戦に応じず『魔法』をバカバカ撃ちおってっ、奴等やつらには戦場の美学というものがないのかぁ──!?」



「アレス様……不意打ち騙だまし討ち何でもござれの冒険者に美学なんてあるわけないでしょう。しかもうちだってしっかり砲撃部隊用意して、罠わなに嵌はめる気満々だったじゃないですか」

「な、なんだその口の利きき方はァ、マリウス!?　打ち首にするぞ！」

「──報告しますっ！　【ロキ・ファミリア】の馬鹿ばか魔力っ、じゃなかったっ、【千の妖精サウザンド・エルフ】によって前線が瓦解!!　というか全滅間近ですぅ!?」

「げえっ!?　マ、マリウス、何とかしろー!!」

「はいはい、全軍後退させますよ。この拠点も移動します」

　魔力弾のお花畑は王国ラキア軍の本営をも震撼しんかんさせていた。豪奢ごうしゃな幕舎で軍神アレスが叫び散らし、副官である第一王子が慣れ切ったように、あるいは疲れ切ったように指示を飛ばす。

　都市最強魔導士リヴェリアの後釜をこれでもかと見せつけるフィンの采配によって、【千の妖精サウザンド・エルフ】の存在と名声はあらためて轟とどろくこととなった。それは味方オラリオの【ファミリア】にまで波及する。

　なお、『魔力アビリティ』の成長を促す目論見もくろみはもとより、どんな些事さじでも利用して【ロキ・ファミリア】の地位を盤石にせんとする首領の思惑によって、エルフの少女がとある『魔導大国』に再び目を付けられてしまうのは別の話である。

「レフィーヤ派手にやっとるなー」

　戦場からずっと離れた小高い丘の上、招集された【ファミリア】の主神が集まっている空間からも、敵軍を無慈悲に蹂躙じゅうりんするレフィーヤの『魔法』の光は観測できた。涙と鼻水にまみれた敵軍の絶叫も遠くから木霊してくる。

　用意された椅子いすの上で、ぼけー、とロキはやる気なくだれていた。

「退屈ね……」

「うち、やることあるんやけどなぁー」

　人造迷宮クノッソスの『鍵かぎ』探しを放り出してまで招集されているロキからすれば、今の状況は時間の無駄以外の何ものでもない。すぐ隣、連れてきた眷族の従者を侍はべらせる銀髪の美神フレイヤも時間を持てあましていた。

　迷宮都市の双頭と比喩される最大派閥の責務。戦場に出てこなければ出てこないで王国軍を調子づかせてしまうので、矢面に立つしかない。ロキは何度目とも知れない溜息をついた。

　もとを辿たどれば、王国ラキアは以前よりオラリオに戦争を吹っかけており、連戦連敗を喫してきた。今回の侵攻も大方軍神アレスが懲りずに積年の恨みを晴らそうと、オラリオ侵攻を始めたのだろう。ちなみに都合六回目である。以前、神会デナトゥスでも議題に挙げられていた通りだ。

「アレスのアホも、力の差がわかっとるんやから攻めてくるなっちゅーに」

　ほんま茶番や、と口にしながら、ロキは欠伸あくびを嚙かみ殺した。




「あの女も、随分と使えるようになったな……」

「珍しいな、ベート。お前の口から弱者を認める発言が出てくるとは」

　うるせぇ、という狼人ウェアウルフの文句に小さな笑みを落としながら、リヴェリアはいくつもの魔法弾が弧を描く大平原を眺めた。

　主戦場から離れた森林付近。アイズやベートなど少人数の団員を預かるリヴェリアは迎撃隊として、ひそんでいた敵軍の別動隊を壊滅させていた。敵兵は例外なく意識を刈り取られ、今は他団員の手で縛り上げられている最中だ。

　ベートとともにレフィーヤの活躍を傍観するリヴェリアは、そこで口を開く。

「だが、まだまだだ……技術的なことはもとより、今のレフィーヤは心を乱している」

「……あァ？」

「逸はやっている、ということだ」

　ベートが見抜けなかったレフィーヤの失点を、同じ魔導士であるが故に指摘する。

　遥か視界の奥で何度も詠唱を口ずさみ、汗を流すエルフの少女に、何かを重ねるように瞳ひとみを細めた。

「焦あせれば焦るほど自分を追い込む。そして自分を傷付ける。……あの娘こもそうだった」

　ぽつり、とリヴェリアは呟つぶやいた。

「あの娘こ？　アイズのことか？」

　その小さな呟きを獣人の耳は聞き逃さなかった。ベートは離れた位置で見張りをしている金髪金眼の少女を一瞥いちべつし、言及する。

　それに対しリヴェリアは、あからさまに話題を変えた。

「それよりも、ベート。あの後、レナ・タリーとはどうなった？　随分懐なつかれたようだが──」

「──聞くなっ、聞くんじゃねぇババァ!!」

　その効果は覿面てきめんで、ベートはリヴェリアの言葉を遮さえぎるほど怒鳴り返した。一気にげんなりした狼人ウェアウルフの青年は逃げるようにその場を離れていく。

「……」

　戦場のどよめきが波のように響いてくる中、一人になったリヴェリアはアイズの方を見た。

　少女は仕事をこなしつつ、周囲の景色をもの珍しそうに眺めていた。囀さえずりを奏でながら降りてくる小鳥が警戒を全く払わず、小首を傾かしげる彼女の指に止まる。まるで『風』に寄り添うように、『精霊』と戯れるように。

　オラリオにない自然、ない風景、ない香り。それらは少女にとって新鮮なものだ。港街メレンの時も含めてその実、迷宮都市を出たことがごく僅わずかしかない──あの土地を離れていた記憶がない──アイズには、こんな外界の光景も『未知』の出来事だろう。

「まだ、教えていないことが沢山あるな……」

　──アイズ・ヴァレンシュタインの全ては迷宮都市あそこに在る。

　リヴェリアは呟いて、少女の横顔を眺めた。

　心の奥にある追憶の扉をそっと押しながら。




　そう。

　今でも覚えている。

　少女が『剣』を執った、あの時のことを。
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　少女は泣いていた。

　声を上げて、喉のどを嗄からし、滂沱ぼうだの涙を流しながら。

　最初は灰色の空を仰いで。

　次は連れ戻された部屋の中で蹲うずくまりながら。

　ずっとその小さな胸を震わせ続けた。

　氾濫する感情は混線し、もう何が悲しいのかもわからない。頻しきりに呼びかけてくれる人達の声も聞こえない。意味をなさない嗚咽おえつの破片が床に落ちては転がり、いくつもの染しみを作る。心にぽっかりと開いた喪失感は少女を闇やみの中に引きずり込み、それが堪たまらなく体を寒くさせるのだ。

　朝が始まり、夜が訪れる。

　何度も何度も、少女を置いて回り続ける。

　いくら少女が泣き続けても、世界は何も変わらなかった。

　愛する人々は彼女を抱き締めてくれなかった。

　かけがえのない幸せは戻ってきてくれなかった。

　その哀哭あいこくは届かなかった。

　彼女の『英雄』は、現れてくれなかった。

『貴方あなたも素敵な相手に出会えるといいね』

　母親の言葉は夢想に過ぎなかった。

『いつか、お前だけの英雄にめぐり逢あえるといいな』

　父親の言葉はお伽噺とぎばなしだった。

　少女を助けてくれる『英雄』など、最初からいなかったのである。

　それを頭の片隅で理解した瞬間、少女は自分の心が凍いてついたことがわかった。

　溶けない永遠の氷壁で覆われたことが。




　そして。

　声を上げて、喉を嗄らし、涙も枯れ果てた頃ころ。

　もう、少女は少女でなくなっていた。

　表情はなくなり、人形のような顔立ちで、その瞳だけを剣のような鋭い光で固めながら、彼女は願った。

「私は、力が欲しい」

　朱色の髪の女神、小人族パルゥムの勇者、ドワーフの大戦士、そしてハイエルフの魔導士。

　自分を悲しそうに見つめる彼等に、そう頼み込んでいた。

　少女の小さな手は、心の丘に突き立つ、一振りの剣を抜いたのだ。




　それが、【剣姫】の生まれた瞬間。


















「ふぁああ……」

　レフィーヤはぐったりとしていた。

『魔法』の乱発によるものだ。精神力マインドはまだあまっているものの、心身の疲労は確かに蓄積されていた。

「お疲れ～、レフィーヤ」

「今日は大活躍だったわね。はい、ご飯」

「ああ、ありがとうございます……」

　そんな彼女に、ティオナとティオネが労いたわりの言葉をかけた。

　月の出た夜。大平野の一角に【ロキ・ファミリア】は野営地を築いていた。攻め寄せた王国ラキア軍に睨にらみを利きかせる布陣である。遥はるか視界の奥では【アレス・ファミリア】のもの、周囲にはオラリオ側の【ファミリア】の陣地が、篝火かがりびや魔石灯の明かりを放っている。

　レフィーヤは開戦を皮切りに戦場を移動しては砲撃を見舞っていた。全てフィンの指示である。完璧かんぺきな『並行詠唱』を身に付けつつある彼女は遺憾なく移動砲台としての役割を発揮し、戦略兵器のごとく敵軍の戦術を文字通り吹き飛ばしていたのだ。

「でも本当に、今日のレフィーヤの活躍すごかったですよね！　同室者ルームメイトの私としても鼻が高い！」

「何で貴方エルフィの鼻が高くなるのよ……ただでは転ばない、じゃないけど、団長は多分この戦争を利用して、レフィーヤの存在をオラリオ内外に喧伝けんでんしようとしているんだと思うわ」

「都市最強魔導士リヴェリア様の後釜、としてですね」

「おお、なるほど。【ロキ・ファミリア】地盤は依然盤石っ、将来の第一級冒険者ここに在り！　ってことですね」

　派閥の女性陣が固まっている輪の中で、同室者ルームメイトで同じ魔導士のエルフィ、猫人キャットピープルのアナキティ、エルフのアリシア、少女エルフィと同じヒューマンのナルヴィが順々に声を交わす。

　とろとろに煮込んだシチューを音を立てずに啜すするレフィーヤは、軽く目を伏せた。

「将来の第一級冒険者だなんて……まだまだです。今日だって団長の指示を完璧にこなせませんでしたし……」

「いいえ、十分な戦果でしたよ、レフィーヤ。貴方あなたは役割を果たしていました」

「でも、『魔力』の制御が乱れて砲撃の規模が大きくなったことが何回かありましたし……微妙に他ほかの味方ファミリアを巻き込んでしまったような……」

　砲台の目として二人一組コンビを組んで同行していたアリシアが微笑ほほえみかける。

　何やらオラリオの商人や商業系【ファミリア】から『敵軍に死者を出すな』という謎なぞの要望があったらしく──人を殺あやめたことなどないレフィーヤからすればむしろ安堵あんどするものだったが──砲撃の繊細せんさいな制御コントロールが要求されていた。フィンの指示も撃退と敵の撤退を促す旨むねであった。

【ファミリア】の中でも年長者のエルフが優し気な声音でやんわりと否定してくれるものの、レフィーヤの自己採点は厳しい。『都市最強魔導士リヴェリアの後釜』を名乗るならば、今日の一戦は課題ばかりだと。

　それは自虐ではなく、向上心だった。

「細かいことはわかんないけどさぁ、あたしもレフィーヤすごかったと思うよ！　リヴェリアみたいにばんばん『並行詠唱』しちゃって、敵軍あいての方から何度も悲鳴が上がってたもん！」

「そうよ、あんなに派手に敵を吹き飛ばしちゃって。前衛職わたしたちじゃあ一発でああはいかないもの」

「えっと、ガレスさんも、騎兵隊を相手に似たようなことをやっていたような……」

「ガレスは別よっ。あ～ぁ、団長に頼られて羨うらやましいわぁ～」

　シチューの他に干し肉や採ってきた果物をばくばくと食べていたティオナが顔を上げ破顔し、ティオネはどこか拗すねたような素振りでレフィーヤの活躍を肯定してくる。

　正面のド派手な砲撃戦を担当していたレフィーヤを他所よそに、ティオネ達たち第一級冒険者は陽動や搦からめ手といった、ある意味敵てきの本命の作戦を潰つぶしにかかっていた。間違っても王国ラキアを増長させないためフィンがこちらの対策に重きを置いたのは明らかであるが、愛する者の力になりたいと燃えるアマゾネスには関係がないようだ。

　レフィーヤがつい「あはは……」と苦笑していると、ティオネはフィンに重宝されたもう一人の人物──だと彼女は思っている──がいる男性陣の方向へ視線を飛ばした。

「ベートさん、一緒に飯めし食べましょうよ！」

「一献いっこんどうですか！」

「うるせぇ、散れ！　群がってくるんじゃねぇ雑魚野郎ども！　さっきから何なんだ一体！」

「もう観念しろ、ベート。ロキに嵌はめられた時点で詰んどる。ほれ、下の者と付き合えんというなら、儂わしの皿におかわりでもよそれ」

「調子乗ってんじゃねぇジジィ!!」

　レフィーヤ達と反対側、男性陣が固まる場所ではベートを中心に盛り上がりを見せていた。悪乗りするガレスに狼人ウェアウルフの怒鳴り声が上がっている。

「……ほんと、賑にぎわってるわね」

「ベートさんが人気者になる日が来ようとは……」

　アナキティが呆あきれ交じりに、そしてナルヴィが戦々恐々とした声音を落とす。

　先日の一件からベートはすっかり他団員に慕われるようになっていた。男女関係なくだ。当の本人はぶれずにつっけんどんな態度で突き放してはいるのだが、今の状況では逆効果だった。

　レフィーヤも空笑いをしていると──ひょこ、ととある少女が現れ、てけてけとベートの背後に近付く。

「ほっ、レナちゃん参上！　やっほー、ベート・ローガ！」

「はぁ!?　何でテメェがここにいやがるんだッ!!」

「戦争の行軍には娼婦がつきもの！　で、男漁あさりしようとするアイシャ達と一緒に付いてきたの。ここには【ハイ・ノービス】に頼んだら入れてくれたよー」

「ラウルゥ!?　馬鹿ばか野郎っ、コイツを陣地に入れるんじゃねぇ!!」

「すいません、『鍵かぎ』の件もあるから無下にできなくて……」

「アイシャ達は王国ラキアの騎士達をつまんでるけど、安心してっ、私はベート・ローガ一筋だから！　戦場で体が昂たかぶってるならぜひレナちゃんが夜のお世話を……！」

「失うせやがれぇ!!」

「ふぐぇ!?」という少女レナのどこか嬉うれしそうな悲鳴に、レフィーヤの空笑いも売り切れだった。

　乱闘騒ぎとなる男性陣側の光景にティオネ達はそれまでの話題を忘れてしまい、肩を竦すくめ合った後、一人、また一人と夕餉ゆうげを終えていった。食事の容器を片付けようと立ち上がっていく。最後に食べ終えたレフィーヤもその後に続く。

（……でも、私にもっと力があったら……）

　談笑するティオナ達の後ろを歩きながら、レフィーヤは先程の話の続きを思う。

（救えた命があったかもしれない……リーネ達も、ここにいてくれたかもしれない）

　それは詮せんのない思考で、烏滸おこがましい仮定であることは理解している。

　だがレフィーヤは思わずにはいられない。いや他の団員達もきっとそう思っている筈はずだ。『弱者』を許さないとある狼人ウェアウルフの本心にも触れて、一層感じているに違いない。優秀な彼等らは王国ラキアの侵攻に合わせ上手うまく意識を切り替えているだけだろうが。

　今も向上心を手放せないレフィーヤは、気付いていなかった。

　以前まで『都市最強魔導士リヴェリアの後釜』という語に過敏に反応し、萎縮して、気おくれしていた自分がもういないことを。その紺碧こんぺき色の瞳ひとみが今はただ高みを見据えていることを。

　夜が更けていく中、空を仰ぐ。

　満天の星が広がっている。美しくも遠い遥かな天上の輝きが。

「……強く、なりたいな」

　小さく、そう呟つぶやいた。




　見張りの者を残し、野営地が寝静まる。

　オラリオにはない草原の香りと冷たい風が漂い、蒼然そうぜんとした闇やみが満ちていた。

　そんな中、いくつも設置されたテントの一つから、魔石灯の光が漏もれている。

「レフィーヤ……まだ寝ないの？」

　衣擦きぬずれの音を立てながら、同室者ルームメイトのエルフィがこちらに顔を向けてくる。

　側そばに置いた魔石灯のもと、うつ伏せの体勢で本を開いていたレフィーヤは慌あわててしまった。

「ご、ごめんなさいエルフィ、みんなっ。寝られませんか？」

「いや、私は常夜灯ひかりがあっても全然寝られる質たちだから、問題ないんだけど……」

　開かれているのは『魔法』に関する知識書だった。装置をいじり小さかった灯あかりを更に絞るレフィーヤに、エルフィを始め兎人ヒュームバニーのラクタなど雑魚寝をしている少女達は口を変な角度に曲げる。

　何もこんなところで技能向上スキルアップに努めなくても。

　エルフィ達の思っていることが手に取るようにわかった。

　彼女達の言い分は正しい。こんなところで知識を叩たたき込んでも身に付くものなどたかが知れている。それより明日のためにも早く就寝して体力を回復させるべきだ。

　しかし、レフィーヤは何もせず時間を浪費することが歯痒はがゆくてしょうがなかった。

　本来なら、このように都市外に出張って他国と戦争している暇は【ロキ・ファミリア】にはない。迷宮都市を滅ぼさんとしている勢力に対抗するための手立てを講じ、あるいはそれこそ身の研鑽けんさんに励まなくては。強迫観念に近い感情が今のレフィーヤにはあった。

　やはりエルフィ達に迷惑がかかる。そう思ったレフィーヤは「ちょっと寝られないので夜風に当たってきますね」なんて噓うそにもなっていない噓をつき、無理矢理笑ってテントを出た。その分厚い本を手にして。

　すれ違う見張りの団員にお疲れ様ですと声をかけながら、野営地の端、座るにはちょうどいい切り株に腰を下ろす。最も近い哨戒しょうかいの団員もここからは離れているので、すぐに見咎とがめられることもなさそうだった。

　来る途中、拝借した携行用の魔石灯を灯ともし、再び本の記述に意識を向ける。

「あ……アイズさん」

　しばらく経たった後、風が吹いた時だった。

　長い髪を押さえるレフィーヤが風の方角をふと見やると、視界の奥には金髪金眼の少女がたたずんでいた。

　今日はほとんど仕事をしていないから、そう言って自ら見張りの任についているアイズだ。派閥幹部にそんなことをさせるなんて、とＬｖ．１やＬｖ．２の団員達は慌てていたが、第一級冒険者の懇願によって折れている。普段の迷宮探索と比べ、下級団員達が無意識のうちに緊張していることを彼女は見抜いているのだろう。フィンもそれを許可している。

「……」

　アイズは開けている大平野の奥、王国ラキア軍の陣の方角を眺めていた。

　だが彼女の見ているものが目先の敵ではないことが、レフィーヤにはわかった。いやずっと前から、アイズは遠い場所を見つめている。

　今のレフィーヤは共感をもってそれを理解することができた。

　普段ならば声の一つでもかけにいくところだが、レフィーヤは目を伏せて、再び知識の吸収に没頭しようとする。

「何をしている、レフィーヤ」

「ひゃあ!?」

　が、後ろからかけられた声に肩を跳ねさせた。

　接近に気付かず慌てて振り向くと、そこにいたのは翡翠ひすいの長髪を闇に輝かせるリヴェリアだった。

「リ、リヴェリア様!?　どうしてここに……」

「つい先程、エルフィが私のもとを訪ねてきた。お前が勉強の虫になっていると」

「あぅ……」

　片目を瞑つむって咎めてくるリヴェリアに、レフィーヤは悪さが見つかった子供のように身を縮める。同時に、エルフィ達に要らない心配をかけてしまったことを申し訳なく思った。

「体を休めろ。今日はお前が誰だれよりも働いた。明日精神力マインドが十分に回復しなかった、では話にならないぞ」

「も、申し訳ありません……でも」

「なんだ？」

「このままじゃ、いけないって……もっと魔導士として力をつけないと、また何かを失ってしまうって、そう思って……」

「……」

「居ても立っても、いられないんです」

　レフィーヤは素直に胸中を吐露した。

　その様子にリヴェリアが口を閉ざしていると、

「──レフィーヤは真面目まじめやなぁ～。おっぱいはこんなけしからんのにぃ～」

「ひっっ!?」

　背後からいきなり、レフィーヤの胸が鷲摑わしづかみにされた。

　ロキである。グヘヘと鼻息荒くしながら乳房をもみしだく。久しぶりのセクハラに不意を討たれたレフィーヤは、容赦ようしゃなく迎撃をした。──背負い投げだ。

「げごぉ!?」と潰れた蛙かえるのような叫びが散る。アイズを含め反応しかけた見張りの者達だったが、声がロキのものだとわかると何事もなかったように哨戒を継続した。

「ふ、ふふふふ……レフィーヤ、ほんま成長したなぁ。うちのおっぱい拘束バインドから一秒で脱出するとは……」

「いきなり何するんですかぁ！」

「ロキ、いきなり割り込んで変な真似まねをするな。見苦しくてかなわん」

「だって暇なんやもーん。レフィーヤ達のおっぱいでも揉もまんとやってられへんわー」

　地面に叩きつけられた格好のロキは、レフィーヤとリヴェリアに睨まれるも反省の色も見せず、虫のようにわしゃわしゃと手足を動かす。

　レフィーヤが胸を押さえながら真まっ赤かになる中、「よっ」と言って立ち上がった女神は投げた拍子に転がった書物を拾い上げた。

「こんなとこまで来て、勉強なぁ……ははっ、なんか昔のアイズたん思い出すわ」


「えっ……？」



「今までのレフィーヤも頑張ってきたって知っとるけど、自分のこういう『頑かたくなさ』は初めて見たわ。そんで、それが前のアイズに似とる。なぁ、リヴェリア？」

「……ああ。確かにそうかもしれん」

　意外な言葉を告げられレフィーヤは固まってしまった。

　憧憬の存在に似ている、というまさかの指摘に心臓を跳ねさせてしまう。

「傍はたから見てもわからないだろうが……アイズはあれでも相当矯正した。昔は本当に利かん坊だったからな。私達の言うことには耳を貸さず、無茶ばかり繰り返して……」

　レフィーヤは耳を疑う思いだった。確かにアイズは時折頑固な一面を見せはするし、独断で動くこともあるが、基本リヴェリアやロキ達の指示には大人しく従う。命令無視を繰り返すアイズ、なんてものは想像がつかなかった。

　凛りんとしたたたずまいで視界の奥にいる金髪金眼の女剣士を、つい一瞥いちべつしてしまう。

「手を散々焼かされたもんな～、リヴェリアママ？」

「止やめろロキ、からかうな。……とにかく、あの娘こも今のお前のように、ことを急いで目も当てられない失敗をしてきた。だから逸はやるな、レフィーヤ。励むことはいい、だが決してそれを履き違えるな」

　顔を下から覗のぞき込んでくるロキの笑みに眉まゆをひそめながら、リヴェリアはそう告げた。

　しばらくうろたえていたレフィーヤだが、意を決して身を乗り出す。

「あ、あの、それじゃあ……昔のアイズさんの話、聞かせて頂けないでしょうか？」

「？」

「そのっ、アイズさんの昔の話を聞けば、私の教訓にもなるかなってっ。けっ、決して興味本位ではなくっ、いえ好奇心も含まれてはいるんですけど、その……！」

　しどろもどろになりながら言葉を紡つむぐ。

　レフィーヤは自分達が知る今のアイズと、自分達が知らない昔のアイズを結びつけたくなった。それは憧憬のことを知りたい、という願望が多分に含まれているのは否定できないが、【剣姫】の始まりを知れば何か返ってくるものがあるのではと思ってのことでもある。

　そんな訴えに、非常に難しい顔をしていたリヴェリアだったが、

「話したらええやん、子守唄代わりや。これ聞いたら寝れるもんなぁ、レフィーヤ？」

「は、はいっ！」

　ロキが助け舟を出してくれた。

　例の切り株に腰かけながら笑いかけてくる主神に、ハイエルフの副団長は嘆息した。

「触りだけだ。アイズ本人も赤裸々な昔話など知ってほしくないだろうからな。同時に語れないこともある。それでもいいなら、話そう」

「お、お願いします！」

　ひょんなことから転がり込んだ憧憬のことを知る機会に、レフィーヤは飛び付いた。

　見張り役として立っているアイズを見やったリヴェリアは「場所を変えるぞ。あの娘こに気付かれたら斬りかかられる」と本当なのか冗談なのかわからないことを言って移動を始めた。ロキと並んで、彼女の後に付いていく。

　招かれるのは副団長専用の天幕。

　早速くつろぎだすロキを横目に、魔石灯の光に照らされながら、リヴェリアは語り出す。

　レフィーヤは緊張の面差しで、耳を傾けた。

「私達が出会ったのは、九年前……。色々あって、アイズを保護するようになった冬の日のことだ」


















「本当にいいんか？」

　女神は問うた。

　その小さな背中に向けて。

　肌は驚くほどきめ細かく、白い。

　荒事などとは無縁であり、ともすれば争い事とは対極の位置にいる。

「これを刻んだら、もう後戻りできへんで？」

　衣服を脱いで背中を晒さらしている少女に、もう一度問う。

　朱の髪を揺らし、切った指から血を滲にじませながら、最後の通告を行うように。

「神の眷族けんぞくになるっちゅうのは、そういうことや」

　少女の返答は、一つだった。

「早くやって」

　小揺るぎもしない声音には剣つるぎのような意志があった。

　それは覚悟とも呼ぶ。正面を見据える金の双眸そうぼうも同様に、抜き身の刃のように冷たい光を秘めていた。十にも満たない少女が負うにはあまりにも鋭く、女神の瞳ひとみには危うさ以外の何も映らない。

　女神は一度瞑目めいもくし、そっと指を背中に添えた。

　ゆっくりと走る血の軌跡が神の文字を描く。

　碑文のごとき文字列、黄昏たそがれを彷彿ほうふつさせる朱色の【神聖文字ヒエログリフ】。

　神と少女の真名を刻んで完成した『恩恵』は、また新たに神の眷族が生まれたことを、世界に告げた。

「ようこそ、【ロキ・ファミリア】へ。これで自分もうちの眷族や」
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「ローズ」

　気怠けだるそうに窓口で待機していた狼人ウェアウルフの受付嬢は、呼ばれた己おのれの名に顔を上げた。

　視線の先に立つのは、絶世の美貌を持つハイエルフだった。

　管理機関ギルドの窓口を受け持つだけあって受付嬢自身も選えりすぐられた端整な顔立ちをしているが、彼女には敵かなわない。女神に嫉ねたまれて事件に巻き込まれた仙姿玉質せんしぎょくしつのハイエルフ、というのはこの迷宮都市ではちょっとした有名な話だ。肩口に切り揃そろえられた髪も宝石のように美しい翡翠ひすいの色で、高位の魔導士の衣装も相まって神聖な雰囲気すら醸し出している。

　それほどの容姿を前に、見惚みほれることもなければ嫉妬もしない妙齢の受付嬢は、ダルそうなたたずまいを直すことなく──いやより面倒臭そうにしながら──口を開いた。

「ようこそおいでくださいました、【ロキ・ファミリア】副団長リヴェリア・リヨス・アールヴ様。本日はどのようなご用件で？」

「堅苦しい挨拶あいさつはよせ、ローズ。それに言動が一致してないぞ」

「大手の派閥にはそうしろって手引書マニュアルが言ってるんだから、仕方ないでしょう？　やることやっておかないと私達たちは減俸げんぽうなのよ、げんぽー」

　品よく眉まゆをひそめるリヴェリアに、狼人ウェアウルフのローズは赤い長髪を片手でいじりながら投げやりに答えた。

　都市北西に位置する『ギルド本部』。王や領主がいないオラリオを事実上管理する中枢機関。今も昔も、そして未来も変わらない迷宮都市の中枢だ。

「五年前、初めてこの窓口で会った時はあれほど初々しかったというのに、変わったな。確かあの時は十四だったか？　その勝気な性格は変わらないが」

「就職直後のことなんて、そんな大昔のこと持ち出さないでくれる？」

「長寿種族エルフの私からすれば、精々一ヵ月前の出来事と大差ない」

　日が差し込むロビー内を行き交う冒険者と職員の喧騒けんそうに囲まれながら、支給された黒の制服を着こなすローズは不機嫌そうに腕を組む。

　リヴェリアに唯一勝っている双丘を持ち上げながら、勝手知ったる口振りで尋ねた。

「それで？　無駄話をしに来たわけじゃないんでしょう？　面倒事なら早く済ませてちょうだい。あんた達や【フレイヤ・ファミリア】への対応って、一々いちいち気をつかうんだから」

　あたかもその言を肯定するように、ギルド職員等らが窓口の奥からこちらを窺うかがっている。

　一瞬押し黙ったリヴェリアは、頷うなずきながら返答した。

「ああ……冒険者登録だ。手続きをしてもらいたい」

　彼女のその言葉に、ローズは怪訝けげんな表情を作る。

「冒険者登録って……肝心の当人はどこにいるのよ？　言っとくけど本人じゃなきゃ登録は認められないわよ」

「ここにいる」

「は？」

「新しい冒険者は、ここにいる」

　下げられるリヴェリアの視線を追い、ローズは窓口から身を乗り出す。

　言葉通り、そこには確かに人が立っていた。

　長台カウンターにも届かない身の丈の、まだ小さく、幼いヒューマン。

　質素な服に身を包んだ、金髪金眼の少女だった。

　ローズは目を見開いた。幼いながらもリヴェリアと並んで見劣りしない容貌もさることながら、何より目を引いたのはその金の瞳だ。

　およそその外見に似つかわしからぬ、意志の光。子供がしていいものではない、決然とした眼差まなざしだ。

「この娘この冒険者登録を済ませたい」

「……はいはい、承りました」

　ローズはぞんざいに了承した。

　彼女はまるで、言いたげな言葉を呑のみ込み、非難がましい視線を抑えるかのように澄まし顔を浮かべた後、事務的な態度で手続きの準備を済ませる。

「文字はかけるか？」

「……」

　リヴェリアに尋ねられると、こくり、と少女は頷いた。

　小人族パルゥムの冒険者用の台の上に立って、渡された羽根ペンを小さな手で握り、用意された羊皮紙に字を連ねていく。

「……待てっ、それは【神聖文字ヒエログリフ】だっ。共通語コイネーにしろっ」

「!?」

　記入を見守るローズをぎょっとさせる一面がありつつも、リヴェリアの手を借りて、少女は登録紙に必要事項を書き終えた。

（名前は……アイズ・ヴァレンシュタイン。年齢は、七歳、ねぇ。その他の情報は一切いっさいなし、と）

　出身地は空欄、身元も空欄、それ以外もまた空欄、空欄、空欄……何も語られない空白だらけだ。年齢以外碌ろくな情報が記載されていない。

　ローズは顔をしかめたが、文句は言わなかった。

　ここは迷宮都市オラリオ。ダンジョンに一攫千金いっかくせんきんを求める無法者や脛すねに傷持つ者が来ることなどしょっちゅうだ。そして『ギルド』も迷宮を攻略しうる彼等を歓迎する。己の過去や経歴を明かさない者を詰問しては切りがない。

　他国・他都市の密偵や諜者ちょうじゃなど特別の場合ケースを除けば、誰だれでも冒険者になれる。それが迷宮都市の規則ルール。ローズは慣れた手つきで受理の印章を羊皮紙に施した。

「アドバイザーは……どうせ要らないわね。あんた達みたいな大派閥からすれば私達のサポートなんて」

「ああ。教育は我々の方でやる」

　主に発足直後の【ファミリア】や駆け出しの冒険者を対象に、専任のアドバイザーをつける制度をギルドは提供しているが、オラリオの最大派閥と名高い【ロキ・ファミリア】には無用の長物だ。

　ローズの確認にリヴェリアが答えていると、金髪金眼の少女、アイズ・ヴァレンシュタインはハイエルフの相貌を見上げた。

「これで、終わり？」

「……ああ。手続きは済ませた」

「なら、行く」

　端的なその言葉の行き先がダンジョンであると、少女と出会ったばかりのローズでもわかった。

　鋭く瞳を細めた少女は台から飛び降り、駆け出そうとする。

　だがそれよりも早く、リヴェリアの手が彼女の襟えり首を摑つかんだ。

「待て、馬鹿ばか者。その格好でダンジョンへ行くつもりか」

　ぐぎゅ、と可愛かわいらしい声を発した少女はけほけほと咳せき込んだ後、親の仇かたきのように睨にらんできたが、第一級冒険者がそんなものに臆するわけもなく、

「準備もせず迷宮ダンジョンへ行くなど自殺行為だ。そもそも、武器も持たずにどうする気だ」

「っ……」

「まずは装備だ。お前の武器と防具を揃える」

　正論であっさりと論破する。

　頰ほおを恥で染めながらリヴェリアを睨んでいたアイズは、渋々と従った。

「……ギルドの支給品、使う？」

「ああ、頼む。駆け出しの世間知らずにはちょうどいい」

「冒険者入門の武器を【ロキ・ファミリア】に提供する日が来るなんて、思ってもみなかったわ。ねぇ貴方あなた、採寸するから係の人間に付いていきなさい」

　傍はたから見守っていたローズは口を挟み、窓口の奥から呼んだ女性職員にアイズを連れていかせた。ヒューマンの職員に手を差し出されても、少女は手を取らず、人形のように黙って背に付いていくだけだった。

「【神聖文字ヒエログリフ】を書けるなんて、なに、どっかの王国からでも攫さらってきたの？　それとも『学区』の類たぐいの教育機関？」

「詮索せんさくするな。それだけしか言えん」

「ふぅん……まぁ、別にいいけど。私達としては新人の冒険者云々うんぬんより、闇派閥イヴィルスの連中をどうにかしてほしいんだけどね」

「耳が痛いな」

　互いの目も見ずに言葉を交わす。彼女達の視線は欠片かけらも笑わない少女のみに向けられていた。遠ざかっていく背中をリヴェリアと一緒に眺めていたローズは、そこで声音を変える。

「で？　都市最大派閥様ロキ・ファミリアはあんな子供にも剣を持たせて、迷宮ダンジョンで死なせようっていうの？」

「……」

「そうまでして派閥の勢力を拡大させたいわけ？　だとしたら、本気で見損なうんだけど」

「……」

「たとえ本人が望んでいたとしても、止めるのが大人なんじゃないの？」

「……」

　二人になった途端、ローズは隠していた文句を全て投げつけた。それは多くの冒険者の死に触れてきたギルド職員がする非難であり、本心だった。

　リヴェリアは何も答えない。感情を出すまいとしているその横顔を一瞥いちべつした後、ローズはひとまず糾弾の矛を収める。

　彼女もあの少女と出会ったばかり。

　ローズの目には、リヴェリアも少女との距離を測りかねている、そのように映った。

「あれ、早死にするわよ」

　最後に、ローズはギルド職員としての直感を伝えた。

「生き急いでいるって言葉じゃ足りない。色んな冒険者に会ってきたけど、あんな瞳、初めて見た。絶対に、目を離した隙すきに死ぬわ」

　そのローズの言葉に対し、リヴェリアははっきりと答えた。

「そんなことは、させん」

　そう断言した。

「そのために、我々がいる」
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　この空気は知っている。

　もっと幼い頃ころ、迷い込んだことがある。

　アイズはその領域に足を踏み入れた途端、その感覚を思い出した。

　どこか冷えた空気を感じながら、目の動きだけで視線を周囲に配る。

　地下にもかかわらず辺りを照らす燐光りんこう。薄青色の壁面や天井てんじょうは、ここが地下迷宮の初層であることを示している。

　ダンジョン『上層』、１階層。

　摩天楼施設バベル地下の『大穴』と螺旋らせん階段、そして『始まりの道』と呼ばれる幅広の大通路を経て、アイズとリヴェリアは迷宮内の一角にいた。何の変哲もない通路の一つである。

　しかし、先頭を行くアイズの顔はこれ以上なく張り詰めていた。過度に緊張していると言っていい。鋭くなった双眸が怪物の影を頻しきりに探している。

「肩から力を抜け。呼吸が浅いぞ。今から張り詰めてどうする」

　数歩後ろから見守っているリヴェリアの言葉も今のアイズには届いていなかった。両手に持つ剣の柄つかをぎゅうと強く握り締める。

　その小さな手が装備しているのは『ギルド』の支給品である直剣《リトル・ブレード》。本来小人族パルゥム用の武器だが、身長一二〇Ｃセルチにも満たないアイズにはぴったりだった。防具には同じく支給品である《リトル・レザー》。こちらも小人族パルゥム用の革鎧よろいだ。

　革のブーツを鳴らし、アイズは一歩一歩ダンジョンを進んでいく。

　視界が狭くなっているのを知覚する。息苦しくなってようやく呼吸をまともにしていないことに気が付いた。全身に力が入り過ぎているせいかやけに動きにくい。

（強くなる）

　これが緊張なのか高揚なのか、あるいはもっと別の情動なのかアイズにはわからない。

（強くならなきゃ、いけない）

　だが自分が今、『始まり』に立っていることは理解していた。

（悲願ねがいのためにも）

　何も知らない少女でいられる時間は終わりを告げた。

　もうアイズを守ってくれる者は誰もいない。少なくともアイズはそう信じ込んでいる。

　あれほど怖かった武器を手に取り、ずしりとかかる重みを受け止めながら、この刃を振るわなければならない。

（だから私は──モンスターを倒す）

　力が欲しいとアイズは願った。

　強くならなければならないとアイズは訴えた。

　それに対し彼等は、【ロキ・ファミリア】は応こたえた。

　ダンジョンに行けばいいと。

『恩恵』を身に宿し、迷宮を探索し、そしてモンスターを倒せば、アイズが求める力は手に入る。そう告げたのだ。

　押し黙るリヴェリアが険しい視線を向けていることに気付かないまま、『始まり』の境界線上を進んでいく。

　そして。

　アイズの待ちわびていたその時は、やって来た。


『グゥゥ……』



「！」

　短い手足に小太りした体軀たいく。その体皮の色は緑色。

　ダンジョンの初層に出現する『ゴブリン』。犬頭人体の『コボルト』と並んで冒険者が最初に相手取る低級のモンスターだ。

　直線の通路の先、『ゴブリン』は短い牙きばを剝むき出しにして、唸うなり声を上げている。

　アイズの胸の中で、心臓が一際ひときわ強く打ち震えた。

『恩恵』を刻まれた背中が黒い炎を宿すかのように、熱を発する。

「迂闊うかつに飛び込むな。一撃で仕留めようとはせず、まず──」

　戦い方を教授しようとするリヴェリアの言葉は、途中で遮さえぎられることになった。

　言いつけも聞かず、アイズがその場から飛び出したのだ。

「っ！　馬鹿者！」

　エルフの叱責に背中を叩たたかれながら、少女の影が剣つるぎを振り被かぶって突進する。

　叫びつつもリヴェリアはアイズを助けようとはしなかった。『ゴブリン』相手ではどんな反撃を被っても致命傷には至らないと結論したからだ。痛い目に遭い、反省と教訓を得るべきだ。そう考えたのである。

　だが、彼女の予想は裏切られることとなった。

　迷宮になびく金色の髪が。

　小さな体いっぱいを使って繰り出された渾身こんしんの斬撃が。

　モンスターを、爆砕したのだ。

「────」

『ギィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?』

　飛び散る肉片、舞う血飛沫ちしぶき、打ち上がる断末魔の叫び。

　手足が千々ちぢに吹き飛び、醜い怪物が更に醜悪な爆はぜた肉塊と化す。

《リトル・ブレード》が生んだ軌跡をモンスターが食らった、僅わずか一瞬の出来事であった。

　斬撃では考えられない、それこそ破砕鎚づちを見舞ったかのような光景に、リヴェリアは言葉を失う。

　一撃。

　それだけで『ゴブリン』が葬られた。

【ステイタス】を授さずかったばかり、Ｌｖ．１の冒険者の最初の一撃ファーストアタックには相応ふさわしからぬ威力。

　ありえない結果──過剰殺戮オーバーキルである。

　それが『冒険者アイズ・ヴァレンシュタイン』のデビュー戦であり、初勝利であった。

「……これで」

　剣技とも言えない不格好な斬撃を放ったアイズは、返り血をもろに浴びた上体をゆっくりと起こす。

　少女の小振りな唇は、意識を離れてその言葉を呟つぶやいていた。

「これで、まず一匹……」

　記念すべき一匹目。

　少女が踏み出した『始まり』の一歩。

　だが、アイズの心には何の感慨もわかなかった。

　達成感はもとより、興奮も何もなく、血にまみれた顔でただ淡々と戦果を受け入れた。

　これは通過点に過ぎない。

　強さを求める少女の旅路の終点はあまりにも遠く、こんな些細ささいな一歩あってないようなものだ。

　だから、アイズは駆け出した。

　更なる戦意を呼び込むため、胸を震わせ、声を上げながら。

　少女の叫びと同族の血の臭いに引かれ、モンスターの群れが迷路の先々から集まってくる。

　我に返ったリヴェリアの制止を振り切り、アイズは迷宮の奥、汚い咆哮ほうこうを上げる怪物どもに向かって斬りかかった。




　剣が鈍い音を奏で、いくつも軌跡を刻む。

　怪物達の叫喚を伴って。

「馬鹿な……信じられん」

　視界に広がる光景に、リヴェリアはかろうじてそう呟くのが精一杯だった。

『ゴガアァ!?』

『────────アァ!?』

　少女が力任せの一撃を放つ度に、モンスターが爆ぜていく。

　最初の『ゴブリン』と同じように、複数の肉片となって吹き飛んでいくのだ。


「うぁぁぁぁぁぁぁ!!」



　リヴェリアから見ればそれは稚拙な一撃に違いなかった。小柄な小人族パルゥムの剣に全ての重心を傾け、姿勢もままならない状態で放つ前のめりの斬撃。だが、剣に内包される威力は『ゴブリン』や『コボルト』を確実に死に至らしめる。威嚇いかくの啼なき声がすぐさま絶叫へと変わり果てていった。少女の度重なる『力』の行使によって剣でさえも悲鳴を上げている。

　周囲に転がるのは怪物達の手足、壁面に飛び散るのは塗料と化した鮮血だ。

　異様な光景だった。戦闘はおろか、まともに剣を握ったことすらない少女がおよそ生み出せるものではない。今も猛たけりながらモンスターに飛びかかる少女の形相は、リヴェリアをして薄ら寒いものを抱かせた。

「ッッ!!」

『グゲェ!?』

　リヴェリアが戦慄せんりつする中、アイズは残っていた最後のモンスターに攻撃を見舞う。

　あらん限りに歯を食いしばり、力を込めた斬撃が『コボルト』の体軀中央に決まった。

『魔石』ごと砕かれたモンスターの総身が、灰に帰す。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　ダンジョンに響くのは、少女の乱れた呼吸だけとなった。

「……アイズ、今日はもう終わりだ。戻るぞ」

「まだ……私は戦えるっ」

　少女の状態を危ぶみ、帰還の旨むねを告げるリヴェリア。

　近付く彼女の手から逃れ、アイズは未いまだ衰えていない戦意を剝き出しにした。

　が、そこで──ぽろっ、と。

　アイズの口もとから、何かがこぼれ落ちた。

「ぁ……」

「……？」

　何かに気付き呆然ぼうぜんとする少女を他所よそに、リヴェリアは怪訝な表情を浮かべる。

　屈かがみこみ、アイズの口から落ちた『それ』を拾い上げる。

「これは……」

　リヴェリアの手の平に収まるもの。

　白く輝くそれは『魔石』などではなく、ましてや『ドロップアイテム』でもない──子供の乳歯だった。
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「だひゃひゃひゃひゃーーーー!?」



　その可愛らしい乳歯を指でつまみながら、ロキは呵々かか大笑たいしょうの声を轟とどろかせた。

「力み過ぎて歯が抜けたとか！　マジ受けるー！　でもそうやな、そうやもんなぁ！　アイズたん七歳（幼女）やもんなぁ！」

「そこまで歯を食い縛って戦っていたなんてね……」

　腹を押さえながら行儀悪く机の上で両足を振るロキを他所に、苦笑を浮かべるのは執務机につくフィンだ。

　場所は【ロキ・ファミリア】本拠ホームの執務室。ダンジョンから戻ったアイズとリヴェリアを除けば居合わせるのはロキにフィン、ガレスの三人。登録から始まったアイズの冒険者デビューを報告するためリヴェリア達はこの場に足を運んでいた。

　ダンジョンであったことと回収したアイズの歯のことを伝えた途端、このような神の大笑いが始まってしまったというわけである。

　笑われてしまっている当のアイズはというと、顔を赤くさせそっぽを向いていた。

　絶対に開くまいと唇を真一文字に結びながら。

「なぁアイズたん、『いーっ』して、『いーっ』！　歯が抜けたその可愛い尊顔フェイス拝ませてやー！」

「いやっ」

　にやけながら迫る親父おやじ顔のロキに背を見せ、アイズは部屋の扉に向かう。

「帰るっ」

「──させんわ！　ガレス!!」

　すかさず打ち鳴らされる指パッチン。

　溜息ためいきを吐つくドワーフは近付いて、ひょい、と軽々アイズの体を持ち上げた。

「っ!?　は、放してっ」

「フヒヒヒー！　ここではうちが文字通り神様なんやー！」

　脇の下に手を差し込まれ、小さな足をばたつかせる少女に、ロキは間髪入れず攻撃を開始した。ぎりぎりで変態な手つきにならないよう計算された、くすぐりである。


「～～～～～～～っ!?」



「ほれほれっ、そのお口を開けるんや～！」

　腰をくすぐりまくる十本の指に瞳をかっ開く幼女。

　必死の抵抗も無駄なあがきで、間もなく噴き出してしまった。

「やめっ、くひゅっ、やめて──あ、あはははははははははは!?」

　額に右手を当てて目を瞑つむるリヴェリア、依然苦笑を浮かべるフィンの前で、真まっ赤かな顔をしたアイズが目尻めじりに涙を浮かべて大きく口を開く。

　ロキが覗のぞき込めば、そこに犬歯の隣、上側の臼歯が抜けた歯茎があった。

「あははー！　可愛いー！　もう歯が抜けたアイズたんのお顔はマイメモリーに永久保存されたでー!!　この歯は大切に取っとこうなー！」

　散々ゲラゲラと笑った後、ロキは後生大事そうに乳歯をくるくるとスカーフに包む。

　その、直後。

　笑いの発作が収まったアイズがゆらりと立ち上がり、その金の瞳を獣のように光らせた。

　凄すさまじい勢いでロキに肉薄し、小さな足を振り抜く。

「ふんっ!!」

「ぐぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　幼女のローキック、されど『恩恵』を得てモンスターをも蹴けり殺せる強化キックが向こう脛に直撃し、ロキの絶叫が散った。

　片足を押さえて転げ回る主神に、リヴェリア達は一様に頭痛を堪こらえる表情を作る。

　耳まで真っ赤にして憤激するアイズは無様なロキに一瞥もくれず、今度こそ執務室から出ていった。

　しばらく、神の汚い悲鳴が部屋に木霊こだまし続ける。

「……で、どうやった、リヴェリア？　あの娘この様子は？」

　少女の気配が執務室から遠のいた後。

　悲鳴を上げていたロキはそれまでの反応が噓うそだったかのように立ち上がり、リヴェリアに問いかけた。表情も先程までのおちゃらけたものから一転して真剣な顔付きに変わっている。

　見返したリヴェリアは、自身の胸中を語った。

「大方予想していた通りだ。自分の危険を顧みない。己の目的のあまり、力に執心し過ぎている」

「『力が欲しい』、か……人のことはあまり言えないけれど、あの娘この欲求はあまりにも直線的で、危ういものだよ。見ていて痛々しいものだ」

　背を倒して椅子いすに体重をかけるフィンは悲し気に眉尻を下げる。

　その後、ふと思い出したように「それにしても」と質問を投げかけた。

「よくダンジョンからすんなり連れて帰ってこられたね、リヴェリア。力つきるその時まで戦いそうな兆候はあったけど。抜けた可愛らしい歯が原因かい？」

「いや、当人が力つきるより先に……武器の方が壊れてしまった。故に大人しく従ったまでだ」

「なんと。ギルドの支給品とはいえ、ひよっこの冒険者が半日で使い潰つぶすとは……」

　思い出したようにリヴェリアは腰に吊つるしていた短剣、アイズから預かっていた《リトル・ブレード》を取り出した。鞘さやから引き抜けば剣身がものの見事に失われており、得物を受け取ったガレスはまじまじと見つめながら驚愕きょうがくをあらわにする。

「モンスターを一撃で……それこそ比喩抜きでばらばらに吹き飛ばしてのけた。およそＬｖ．１の冒険者ができる芸当ではない」

「まさか……例の『スキル』か？」

「それ以外、考えられん」

　うっすらと片目を開くロキに、リヴェリアは頷きを返した。

「凄まじい『スキル』だ……同時にあの娘こを死の淵に引き寄せる『鎖』でもある」

　モンスターを倒し過ぎるあまり、更なる敵を呼び寄せては死地に陥おちいる。傷付いた体を顧みることなく。

　ダンジョンでの光景を瞼まぶたの裏に回想するリヴェリアは、そのように告げた。

　彼女の翡翠色の双眸を見て、ロキ達は憂慮を滲ませた吐息を重ねる。

「こりゃやっぱり、『魔法』のことは伝えられんなぁ……」

「ああ。強力な『武器』を持たせたところで、使い手が未熟ならば死に近付くだけじゃ」

　ロキは少女の【ステイタス】に発現している『魔法』の存在を伝えてはいなかった。その強大な力を知った瞬間、少女が無理を押して戦い続けることは明白であったからである。壊れた短剣を見下ろすガレスは、その折れた剣身に何かを重ねるように相槌あいづちの言葉を返した。

「まず『スキル』を制御する術すべ……感情を統すべる『心』を身につけなくてはならない。今のあの娘こに必要なのは、肉体ではなく、精神の鍛錬だ」

　目下の対策を断言するリヴェリアに、フィンとガレス、そしてロキも首肯した。

「ん、急務やな。冒険者の心構え、ちゅうより戦い方とか知識全般か？　あとはついでに『教養きょーよー』っちゅうもんも。誰かが教えてやらな」

「教育係か。しかし、誰が……」

「……」

「……」

「……」

　執務室が静まり返る中、リヴェリア以外の視線が彼女に集中する。

　無言の眼差しを感じて顔を上げた魔導士は、あからさまにうろたえた。

「待て……私だと？」

「生憎あいにく、団長の立場としては一人の団員に付きっ切りになるわけにはいかない。闇派閥イヴィルスへの対応もある。もちろん、時間を見つけて様子を見に行こうとは思うけど」

「曲がりなりにも私の肩書きも副団長だぞっ。ガレスはどうなる！」

「儂わしもしばらく面倒な強制任務ミッションが続く。それに言ってしまうと、あの年頃の娘むすめはどう扱っていいかわからん。女子おなご同士の方がアイズもやりやすかろう」

「無責任な……！」

「それにリヴェリア、今日のアイズたんの面倒は自分が見る～、って真っ先に手ぇ挙げてたや～ん。母性がビンビン刺激されとるんと違うかー？」

　フィンとガレスが肩を竦すくめ、ロキがニマニマとからかうように笑みを浮かべた。

「根も葉もないことを言うな、ロキ！」

「ちょうどいい機会やて。リヴェリアもお母ちゃんになる時が来たんや～」

「私はまだ未婚の身だ！」

「知っとる知っとる、長寿種族ハイエルフの年齢ねんれーで誤魔化ごまかしとるけど、しっかり行き遅れに片足突っ込んどるのは」

「ふんッ!!」

「いぎゃあーっ!?」

　幼女アイズより苛烈な鋭さで振るわれた杖つえがロキの脛に直撃し、再び汚い絶叫が上がる。

　床に転げ回る主神を赤くなった顔で睨みつけるリヴェリア。そんな彼女達にフィンとガレスは苦笑いした。

「冗談はともかく、僕も君が適任だと思う。リヴェリア」

「フィン……買い被りすぎだ。私は、種族も違う娘むすめの面倒など見きれは……」

「じゃあ、こう言うよ。団長命令だ」

　最後の言葉はどこか茶目っ気を覗かせながら、フィンが告げる。

「もうアイズは【ファミリア】の一員になった。迎え入れた以上、僕達大人が責任と、親愛の情をもって接さなくてはならない。後者に限ってはあの娘の本当の家族にも劣らないものを」

「……」

「勿論もちろん苦労はあると思うけど、そこはさ、僕達も力を貸すよ。君に全てを押し付けたりなんかしない」

「まぁ早い話、全部ひっくるめて仲間ファミリアということじゃ」

　柔和な笑みを浮かべるフィンの隣で、ガレスも豪快な笑みを投げてきた。

　最後に、いて～、と足をさすりながら涙目のロキが立ち上がる。

「リヴェリアにもなぁ、必要なことやと思うで。これからどんどん若いもんが増えてくうちらの【ファミリア】のためにも、母親ママの気分を知っとくのは」

　リヴェリアはすこぶる難しそうな顔をした後、思い切り脱力する。

　観念した表情で、しかし最後の抵抗のように、頰を染めてフィン達の笑みから顔を背けた。

「誰が母親ママだ……」





[image: ]






　どんっっ！　と。

　何冊もの分厚い本が音を立てて、テーブルの上に置かれた。

「……なに、これ」

　目の前に積まれた本の山に、アイズは果てしなく訝いぶかしげな顔を作る。

　初のダンジョン探索があった日の翌日。アイズは朝食後にリヴェリアの私室へ半ば強制的に連行されていた。

　他種族にあまり興味がない今のアイズから見ても、この場所がエルフの部屋であることがわかった。何せ木造の品が多い。天井のものは異なるものの、控え目な寝台ベッドの側そばや派閥関連の書類と思おぼしき羊皮紙の束たばが置かれた机には花々や木の実を象かたどった魔石灯がある。

　白銀の長杖が立てかけられた棚の隣には、清楚せいそな純白の花をさした花瓶かびんに、大きめな透明瓶ボトルの中で育てられている若葉と樹木。どちらもエルフの里さと由来のものか。他ほかの棚にも精神力回復薬マジック・ポーションを始め美しい宝石──予備スペアの魔宝石まほうせき──が整然と並べられていた。書物や本棚が多いものの、気品を感じさせるのは部屋主の人となりだろう。

　ついつい目移りしそうになる広い部屋の中で、椅子に座らせられているアイズは、側にたたずむリヴェリアを見上げた。

「今日からお前の基礎知識を養う。早い話、勉強だ」

「勉、強……？」

「ああ。迷宮の知識は勿論、『スキル』や『魔法』、冒険者としての心構えを説いていく」

「……そんなの、要らない。戦わせて」

「馬鹿者。戦いそのものを知らず強くなどなれるものか。力を求めるというのなら、お前はまず数ある『未知』を理解して、糧としなければならない」

　じろりと睨むアイズの申し出をリヴェリアはばっさりと切り捨てる。

　アイズはこのハイエルフが苦手だった。いや入団したばかりの【ロキ・ファミリア】そのものに未だ慣れず余所余所よそよそしい感情を抱いているが、中でも彼女は特別だった。

　会って大した月日も経たっていないというのに、やけに高圧的で、口うるさい。アイズの知り合いのエルフにも似たような女性はいたが、このリヴェリアという人物はその彼女に輪をかけて小喧こやかましい。件くだんのエルフに説教されて散々泣かされてきたアイズの若かりし日の──といってもアイズの中では二、三年前だが──黒歴史おもいでが蘇よみがえる。

　途轍とてつもなく不服そうな顔を隠さないでいると、

「あはは、アイズたん勉強嫌いなんかー？」

　アイズ以外に一人、この部屋にお邪魔させてもらっているロキが、対面のテーブルで器用にカードの塔を作りながら笑いかけてくる。教育係一日目ということでリヴェリアの様子を見にきているのだが、アイズが知る由もなく。

　うぐっ、という声をアイズは咄嗟とっさに飲み干した。

　まさに図星であったが、むっつりとした顔で答えてやらない。

「アイズ、お前には我々魔導士が必要とする『大木たいぼくの心』が不可欠だ。何事にも揺るがない精神を身に付けろ。昨日のような『スキル』に寄りかかる戦い方では、いずれ自滅する」

　リヴェリアは綺麗きれいな声音で淀よどみなく諭してくる。

　──のだが、アイズにとっては妖精エルフのその鈴のような声も今は雑音にしか聞こえない。

　何を言ってるのだ。

　何を言っているのだ。

　全く意味がわからない。

　勉強は嫌だと言っているではないか。早く新しい武器を手にし、戦う。それが強くなるのに一番の近道に決まっているではないか。というか、どうしてこのエルフはこうも偉そうなのだ。アイズの嫌がることばかりを押し付けてきて、気に喰くわないし腹立たしい。

　ふつふつと溜たまる不満は大きくなり、更なる苛立いらだちを呼んだ。

　アイズは募っていく不機嫌さを抑えきれず、小刻みに揺れながら、うつむいてしまう。

「騙だまされたと思って、アイズたんちょっとやってみんか？　それに、こんな別嬪べっぴんのエルフが付きっ切りで指導なんて、嬉うれしいやろぉ？　ぐへへ、可愛い幼女と美人家庭教師……この組み合わせもオツやな～。なぁリヴェリア、眼鏡めがねかけてくれへん？」

「何を言っているんだ、貴様は」

　勝手にものを言うロキとリヴェリアの隣で、ぴくりと反応したアイズは、とうとう苛立ちが限界に達してしまった。

「……の方が、ずっと綺麗だった」

　そして、か細い呟きを落とす。

　リヴェリア達が目を向けると、顔を振り上げたアイズは眉を逆立てながら、言い放った。




「おばさん！」




　リヴェリアに向かって、大声で。


「………………………………」



「ひっ」

　一瞬で表情が消えたハイエルフの横顔に、ロキが本気マジの悲鳴を漏もらす。

　リヴェリアの瞳がすっと細められる。

　雰囲気が豹変ひょうへんした彼女に気付かず、アイズが反抗的な目で睨みつけていると──視認できない速度で握り拳こぶしが振り下ろされた。

　次の瞬間、ドゴッッ!!　と。

「!?　!?　!?」

　拳骨ゲンコツである。

　炸裂さくれつするのはアイズの頭頂部。あまりの痛みに言葉も出ない。

　凄まじい衝撃が椅子に座っている小さなお尻にまで突き抜ける。

　世界が、いや頭の中身がぐわんぐわんと揺れる感覚を存分に味わった。

「まずは……年長者に対する敬意を教える必要があるようだな」

　脳天を両手で押さえて悶もだえ苦しむアイズは、すぐ隣から落とされる冷え冷えとした声音に、ぞっと体を震わせた。ロキも普段の冗談を言えないほど怯おびえている。

　恐る恐る顔を上げた少女は、炯々けいけいと眼光を放つハイエルフに「ひっ」と戦慄マジの悲鳴を漏らした。

「言っておくぞ。度を越した言動には制裁を加える。覚えておけ」

　凍いてついた表情と極寒の眼差しで見下ろしてくるハイエルフに、アイズは初めて猛烈な恐怖を覚えた。同時に彼我の戦力差を悟る。

　こちらが昨日バッタバッタ倒していた『ゴブリン』だとしたら、相手は父親達も『めっちゃ強い』と言っていた『迷宮の孤王モンスターレックス』……！

「始めるぞ、ペンを持て。今から言うことを全てノートと心に書きとめろ」

「……っ!?」

　あちゃー、と顔を手で覆うロキの目の前で。

　アイズはがくがくブルブルと震えながら、ハイエルフの教授に大人しく従うのだった。
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　それから、翌日。

　アイズは二日目にして、早々にリヴェリアの座学から逃亡した。

「どこにいる、アイズ!!　出てこい！」

　本拠ホームの別塔から聞こえてくる恐ろしいハイエルフの声から隠れて、こそこそとしながら距離を取る。幸い廊下や階段ですれ違う団員はおらず、居場所を密告される恐れはない。

『黄昏たそがれの館』にはほとんど団員がいなかった。アイズには詳しいことはわからなかったが、今のオラリオは治安が悪く、要請される冒険者依頼クエストや強制任務ミッションに団員達は駆り出されているらしい。

　既にアイズの中で、リヴェリアは恐怖の大王認定であった。

　本当にあのエルフ意味がわからない。勉強が元々苦手なアイズからしても課する基準ノルマがおかしいのだ。何だ、あの本の量。覚えられるわけがない。昨日の酷烈スパルタな教えのせいで今も頭痛がするほどだ。

　いつも飄々ひょうひょうとしているロキも引きつった笑みで「まぁまぁリヴェリア～、一日目やしもうちょいお手柔らかに……」と説得を試みていたほどだ。

（もう、勉強なんて嫌いや……勉強嫌い……）

　塔と塔の間を繫つなぐ空中回廊を四つん這ばいで移動しながら、アイズは胸の中で不満をぶちまける。すっかり彼女の中で分厚い辞書は拒絶反応アレルギーを催すようになってしまった。

　まるで嫌いな食べ物を口にするような顔をしながら、鬼教師の振る舞いを思い出しては体を震わせる。

（勉強なんて、意味がない。そんなことしている暇、ないっ）

　同時に、不満と同じくらいの焦燥を覚える。

　やらなければいけないことは他にある。欲しいものは別にある。

　悲願ねがいを遂げるための力を。モンスターを殺すことのできる武器を。アイズが欲するものは戦場にしかない。

　無人の書庫に侵入し、部屋の隅と棚の間にある小さな空隙くうげきに腰を下ろしたアイズは、抱えた膝ひざに額をくっつける。

（私は、強くならなくちゃ、いけないのに……）

　その小さな胸には不釣り合いな、強過ぎる願望を持てあましながら、アイズはぎゅっと目を瞑った。

「……？」

　ふと、アイズはそこで違和感を覚えた。

　それは曲がりなりにもダンジョンへ赴き、モンスターと戦い合ったことで身に付いた冒険者の感覚が教えたものだった。

　何かの気配を感じ、膝から顔を上げると、

「やぁ」

　すぐ目の前で、小人族パルゥムの少年が笑いかけていた。

「ふぐっ!?」

「おっと、大丈夫かい？」

　仰天し後退しようとするも、壁に後頭部を強打してしまう。

　視界に星が散る中、屈んだ姿勢の相手は心配してきた。

　どうしてここがわかったのか。いや違う、一体いつの間に現れたのか。全く接近を感じ取れなかった。

　今も笑みを浮かべている小人族パルゥムの首領、フィンに、アイズは目を白黒させてしまう。

「どうして、ここが……」

「ンー、君はリヴェリアから逃げるのに必死のようだったからね。別の執務室ばしょにいた僕にんげんには捕捉しやすいものだよ」

　にこやかに返答するフィンに、まさか既にあのハイエルフにも居場所を密告されてっ、とアイズが危機感を覚えると、「リヴェリアには言ってないよ」と心の中を見透かされたかのように答えられた。

「リヴェリアは生真面目きまじめだから、いつか脱走されるんじゃないかと思っていたけど……まさか二日も持たないとはね」

　苦笑を浮かべるフィンを前に、アイズは逃げられない場所ということもあって居心地が悪いものを感じてしまう。

　アイズはこのフィンという小人族パルゥムのことがまだよくわかっていなかった。

　組織の長と説明されても実感はなく、いつも柔和な笑みを浮かべているような気がする。エルフのリヴェリアよりは取っつきやすそうだと何となく感じられるが。

　アイズとほとんど変わらない身の丈の小人族パルゥムは、目線を合わせて尋ねてくる。

「リヴェリアの座学は厳しかったかい？　もう嫌になってしまったかな？」

　一見少年のようでありながら、大人びた声音にちぐはぐなものを覚えつつ、アイズは眉を吊り上げた。【ファミリア】の団長ということは、彼もまた今回の件に一枚嚙かんでいるのだから。

「私は、強くならなくちゃいけないっ。戦わせてっ。勉強なんてっ、してる暇ないっ！」

　アイズは胸に溜めている不満を、思っていることをありのままぶつけた。

「勉強なんて、意味がない！」

　少女の声が書庫に反響する。

　黙ってアイズの訴えを受け止めていたフィンは、やおら立ち上がった。

「ふむ。じゃあ、外へ行こうか」

「えっ？」

「戦いたいんだろう？　なら、僕が相手をしよう」

　呆ほうけるアイズに、フィンは最初と同じように笑みを向けた。

「実戦形式といこうじゃないか」




　連れてこられたのは、複数の塔に囲まれる本拠ホームの中庭だった。

　館のどこからでも見下ろせるが故にリヴェリアに見つかるのではないか気が気ではないアイズは頻りにきょろきょろとしていたが、「リヴェリアが来ても僕が説得しよう。約束する」とフィンは言ってきた。

　今からすることは、模擬戦。

　フィンを仮想敵に見立てて戦おうというのだ。

　今アイズの手に握られているのは訓練用の短剣だ。しっかりと刃は潰されているが、金属でできているので鈍器としての威力は十分。打たれればそれなりの怪我けがを負うだろう。

　それに対して、フィンは掃除用のブラシから引き抜いた、ただの木の棒。

　具合を確かめるようにヒュンヒュンと軽く素振りをするフィンは、よし、とアイズに向かい合う。

「ねぇ……」

「ん？　何だい？」

「その……いいの？」

「ああ、得物のことかい？　心配いらないよ、無駄だから」

　小人族パルゥムは笑みを返してくる。

　不敵なまでに自信を窺わせるフィンの物言いに、アイズはカチンと来た。

　今でこそ変わってしまったが、本来の彼女はお転婆てんばで、負けず嫌いなのだから。

「さぁ、やろうか。どこからでもかかってくるといい」

　言われるまでもない。

　剣を構えて臨戦態勢に移ったアイズは、機を見計らって飛びかかった。

「正面からの突撃。ンー、わかりやすい」

「!?」

　目の前にいた筈はずのフィンが消えて、斬撃が不発に終わったアイズは踏鞴たたらを踏んだ。

　慌あわてて背後を振り向くと、相手は何をするわけでもなく涼しい顔でたたずんでいた。何も変わらない笑みを顔に貼はり付けて。

　かっとなったアイズは再び剣を振りかぶって接近する。

「思い切りの良さといい、剣の鋭さといい、光るものはありそうなんだけどね」

「くっ！」

「けど、いかんせん戦い方がなっちゃいない」

　軽口を叩けるほど余裕を覗かせながら、フィンはアイズの乱れ斬りを往いなしていく。

　七歳の少女とはいえ【ステイタス】を授かっているのだ、繰り出される斬撃には威力も速度も乗っている。だがモンスターには通用する攻撃が、目の前の冒険者には全く通じない。

　フィンは別段特別なことはしていない。反撃もせず、ひらりひらりと躱かわしているだけだ。

　速く動くわけでもなく、華麗な槍捌やりさばきを見せつけるわけでもなく。

　ただ、アイズの周りで円の動きを踏みながら、淡々と立ち回っているだけ。

「っ……!?」

　当たらない。まるで当たらない。掠かすりもしない。

　気付けばアイズは歯を食い縛り、渾身の力をもって短剣を繰り出すようになっていた。

「僕にその『スキル』は発動しないよ」

　しかしその攻撃も、フィンはあっさり避よけてしまう。

　体全部を使って強烈な攻撃を試みても、激しい空振りの音が鳴り響くだけ。それを一つ重ねる度にアイズの顔から汗が散り、口から息が上がっていく。

　攻撃を躱されることちょうど五十回目、すれ違い様に足を引っかけられ、あっさりと中庭の芝生に倒れ込んだ。

「終わりかい？」

「くっ……うあああああっ！」

　立ち上がったアイズは声を上げ、無我夢中で剣を振り回した。

　外から自分達を見守る視線に気付かないほどフィンに斬りかかっては、何度も転ばされる。

　やがて、フィンは反撃を始めた。

　木の棒の先端を突き出し、アイズの悪手を指摘するように、腰や腕を小突く。大した力も込められていないのに、アイズの体はそれだけで尻餅をついてしまった。

「うん、弱い」

「うっっ──!?」

　そして、一際強い衝撃がアイズの体を襲った。

　吹き飛ばされ、背中から芝生に倒れ込む。訓練用の剣が鈍い音を立てて側に転がった。

　とうとう動けなくなってしまったアイズは、呆然と青い空を見上げる。

　黄金こがね色の髪を揺らす小人族パルゥムは彼女のもとまで赴き、悠然と見下ろした。

「君の戦い方は【ステイタス】……『スキル』の力に頼りきったものだ。鍍金めっきが剝はがれてしまえば、こうなる」

「……！」

　アイズの頰が朱に染まる。

　目の前の相手に対する悔しさと、無様な自分に対する羞恥がない交ぜとなった感情によるものだった。

　何とか上体を起こした彼女に、フィンは言葉を続ける。

「第一級冒険者ぼくたちは、冒険者は【ステイタス】に振り回されている者が多いとよく言う」

「えっ……」

「多くの者が、『恩恵』に寄りかかり過ぎているんだ。能力と技術は異なるものさ」

　今の君も同じだよ、と諭す声音がアイズの耳朶じだを震わせた。

「君に足りないものは技と駆け引き。後は圧倒的に、知識だ」
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「！」

「間合いの取り方はおろか、得物の特性も碌にわかっていない君は、本当にただの子供だ。このままダンジョンに向かっても、いつかあっさりと死んでしまう。断言するよ」

　目を見開くその金色の瞳に、フィンは優しい笑みで告げた。

「アイズ、僕達も最初から強かったわけじゃない。沢山の鍛錬や冒険、そして勉強を重ねてきたんだ。──そうだろう、リヴェリア？」

「……ああ」

　アイズがはっと振り向くと、塔に通じる中庭の出入り口には、リヴェリアが立っていた。

　フィン達の模擬戦をずっと見守っていた彼女は芝生に降り立ち、こちらまで歩み寄る。

「学ばなくてはならないものが沢山あった。身に付けなければならないものも山ほどあった。自分の知らない世界に触れる度に、様々なものを知ろうとした……」

「……」

「私自身の意志を、遂げるために」

　一瞬ためらった後、リヴェリアは手を差し出した。

　彼女の顔と手を見やったアイズもまた躊躇ちゅうちょしたが、おずおずと、その手を取る。

　ひんやりと少し冷たい細い手は、アイズをそっと立ち上がらせてくれた。

「アイズ、君の悲願ねがいは……僕達の野望や目的以上に険しいものだ。それをやり遂げるというのなら、僕達が行ってきたことを、僕達以上に励まなくちゃいけない。わかるかい？」

　フィンのその問いかけに。

　うつむいたアイズは……ゆっくりと頷いた。

　模擬戦を通じて彼我の距離を実感させられた今、フィンの言葉の重みが理解できる。

　いかに自分が無鉄砲で、無謀で、視界が狭かったかを。

　世界がどれだけ広いのかを。

　それが、よくわかった。

「ダンジョンの探索はしばらく許可できないけど、今日のような体術の稽古は、僕やガレスが時間のある時に付き合おう」

「！」

「君が望む通り、戦い方を教えるよ。だからリヴェリアの座学と併せて、心も体も強くなってほしい」

　アイズに笑いかけた後、フィンは隣にいるリヴェリアを見上げた。

「さて、リヴェリア。下の者に敬われる立場の年長者として、何か言っておくことはあるかい？」

「……」

　リヴェリアも思うところがずっとあったのか、しばし沈黙した後、アイズに向かって口を開いた。

「アイズ……私も熱くなり過ぎていたようだ。至らない身で、すまない」

　その言葉に、アイズは驚きをあらわにした。

　彼女の眼差しと言葉には真摯な謝意と、未だ手探りで慣れていないことを表す戸惑い、そして親が子に向けるかのような心遣いがあったから。

　ほんの少し、本当にほんの少しだけ胸が締め付けられたアイズは、小さく頭かぶりを振るのが精一杯だった。

「私も、ごめんなさい……」

　何故なぜか彼女の顔を見上げることができず、芝生に視線を縫い止めながら、声をこぼす。

「私に……勉強を教えてください」

　ぺこり、と頭を下げる。

　それにリヴェリアは目を見張った後、微笑を浮かべた。

「ああ。頑張ろう」
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　日の出が始まっていない、朝早い時間。

　アイズは剣を持って中庭に降り立っていた。

　暁闇ぎょうあんに包まれている館は静まり返っている。薄寒い空気に肌を撫なでられながら、まだ蒼あおい空を見上げた。

　アイズは、リヴェリア達の強さの秘密が少しだけわかったような気がした。

　彼女達は積み重ねてきたのだ。本当に、沢山のものを。

　彼女達だけではない。

　きっと、これまで自分を守ってくれていた、あの勇敢な父親達も。

「……」

　胸の隅に寂寞せきばくを抱きながら、次には眼差しを強く。

　フィン達に与えられた一振りの剣つるぎを鞘から引き抜く。

『愚直に、堅実に、着実に力をつけろ』。

　リヴェリアにそう告げられたアイズは、決めた。

　悲願ねがいを遂げるためには、彼等以上の努力を、彼等以上の決意を。

　強い意志を胸に秘め、少女は一人、剣の素振りを始める。

　遠い未来まで途切れることのない、不断の努力を。


















「都市へ帰還する。準備を進めろ」

　開戦から五日目。

　未いまだ王国ラキア軍との戦闘が継続している中、フィンはそんな指示を下した。

「いたずらに被害を出しながらも攻勢に打って出ない王国ラキアは、どうやらこの戦争を長引かせたいらしい。オラリオの戦力を都市外そとにとどまらせるために」

　曰いわく、敵の狙ねらいはオラリオの中にあると。

　聡明な団長の決定に誰だれも異論を挟まなかった。王国ラキアの思惑通りにことを運ばせないためにも一部の【ファミリア】は都市に戻る必要がある──フィンの『読み』を聞けば管理機関ギルドも帰還の理由には納得するだろう。日を置かず一部の戦力も呼び戻す筈はずだ。大義名分はできた。

　戦局そのものも初日のうちに決定付けられており、【フレイヤ・ファミリア】と【ガネーシャ・ファミリア】が残れば十分過ぎるほど間に合う。ロキの企たくらみで厄介事は犬猿の仲であるフレイヤ派に押し付けることとなった。

　撤退を気取られないように団旗のみを残し、【ロキ・ファミリア】は素早く大草原を発たつ。

　そして、その日の夕方にはオラリオへ到着した。

「戦中は闇派閥イヴィルスとことを構えることはできない。もしも並行して王国ラキアへの対処に追われることになったら、目も当てられない」

　茜あかね色に染まる巨大市壁をくぐり、民衆から驚きと疑問を買いながら、都市門前の広場でフィンは【ファミリア】全体に今後の方針を言い渡した。

「王国ラキアが都市に送り込んでいるだろう密偵に関しては僕とリヴェリアが対応に当たる。他ほかの者は情報収集及び『鍵かぎ』の捜索を継続……あとは、適宜身みを休めてくれ。慣れない戦争で気が張り続けていただろうし、半月前から休みもなしだったからね。ラウル、休息の申請は集めて届けてくれ、日程はこちらで調整する」

「わかりました！」

　その日から、【ロキ・ファミリア】の団員達たちはそれぞれの行動と束つかの間まの休息に移るのだった。
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　王国ラキアとの戦場から離れ、オラリオに帰還する直前。

　ガレスと数人のお供はフィン達たち本隊と分かれ、都市周辺を徹底的に調査していた。

「見つけたぞ」

「ほ、本当にあった……」

　オラリオ真南、四Ｋキルロ以上も離れた岩場。

　海岸線が見える場所にひっそりと空いた洞窟内に足を踏み入れた冒険者達は、天然の岩肌から人工の石材に移り変わる通路を発見した。

「港街メレンに食人花を運んでいる、と聞いた時からもしやとは思っておった。商会や【イシュタル・ファミリア】の協力があったとしても、小型や中型はともかく、大型のものは都市門を経由すれば流石さすがに怪しまれる」

　ガレス達は王国ラキアとの戦争から解放されるなり、早速別動隊として動いていた。【ロキ・ファミリア】の目下目標である人造迷宮クノッソスの情報収集のためである。

　一度オラリオに入ってしまえば都市外へ出るには煩雑はんざつな手続きが必要となる。時間の浪費を嫌がるガレスは戦争を口実にここぞとばかりに、都市外へ通ずる地下経路を洗い出すつもりだった。

「人造迷宮クノッソスの食人花がここから外へ……」

「食料や、あとは迷宮を作るための大量の物資も運ばれとるだろうな」

「都市の検問を素通りできるもう一つの出口、ってことですか」

「うむ。案外、フィンが疑っておる王国ラキアの密偵どももここを使ったのかもしれん」

　啞然あぜんとする犬人シアンスロープのクルスや男性団員に、ガレスは相槌あいづちを打つ。過去、闇派閥イヴィルスが金策として高額の通過料を徴収することで無法者どもが都市に侵入してきた可能性も考慮しながら。

　魔石灯を掲げながら、Ｌｖ．４のクルスはまじまじと人造の通路を見つめる。

「それにしても、よく見つけられましたね、俺おれ達……。都市の周辺をくまなく探すって聞かされた時、正直目眩めまいがしましたよ」

「何も適当に探しておったわけではないわい。土いじりはドワーフの十八番おはこじゃからの。何事も経験じゃ、経験」

　オラリオに来る以前、もっと言えばロキやフィン達と出会って入団するより昔。ガレスは故郷の炭鉱や鉱山で坑夫こうふの仕事を多くしていた。危険な火山に出張ったり、いくつもの銀脈を探り当てたこともある。そして地下トンネルの構築に携わっていたことも。人造迷宮クノッソスの推定規模と迷宮都市オラリオの広さ、あとは人目に付かないところという条件から、この場所を探り当てていた。

「ここは潰つぶしておくぞ。爆破の『魔法』を使えるものは揃そろっておるな？」

「は、はい！」

「派手に埋めろ。これで主要な補給経路は断たれる。人造迷宮クノッソスが都市とダンジョンに繫つながっておる以上、嫌がらせ程度にしかならんじゃろうがな……。ここが終わったら他の経路がないか探るぞ。オラリオの東西南北、近辺を虱しらみ潰しじゃ」

「うへぇ……了解です」

【ロキ・ファミリア】の中では少ない男性団員達が詠唱を始める傍かたわら、ガレスの指示に呻うめくクルスは覚悟を決めた。迷宮都市だけでも広大だというのに、周辺となればその範囲は計り知れない。

　彼等らの休息は、当分先だ。




「ごめん、ベート・ローガ、やっぱりな～い」

「ちッ……無駄足か」

　夜の帳とばりが下りたオラリオ。月の光を浴びる都市の南東区画、歓楽街の復興区を動き回る者達がいた。ベート達【ロキ・ファミリア】と、元【イシュタル・ファミリア】のレナである。

　都市に帰還したその日の夜。戦場から強引ごういんにレナを引っ張ってきたベートは、約束通り『鍵』の心当たりを案内させていた。美神イシュタルの住処すみかであった『女神の宮殿ベーレト・バビリ』である。

「俺達より早く闇派閥イヴィルスの連中が来た……って線はねぇな。連中の臭いがしねぇ」

「うん、荒らされた形跡もないし。やっぱり、イシュタル様か事情を知ってた団員が持ち出したんじゃないかな」

　イシュタルの神室しんしつ、その奥の隠し扉の中にベート達はいた。棚や衣桁いこうには金の王冠や星の砂をちりばめたような美しい透衣ヴェールは放置されているものの、ベート達が探している人造迷宮クノッソスの『鍵』──『ダイダロス・オーブ』は見当たらない。レナが見かけたという机の上の小箱は見事に空になっていた。

　レナに咎とがめられながら隠し部屋を乱暴に物色していたベートは、忌々いまいましそうに見回す。

「ベートぉー。教えてもらったタンムズっていう団員の部屋も探してみたけど、見つからなかったよー。過労だよ、もー」

「徒労だろ、アホ。テキトーに探したんじゃねぇだろうな、馬鹿ばかアマゾネス」

「そんなことするかー！」

「アキや獣人の子にも手伝ってもらったわよ。隠し部屋とかそういうものもナシ、天井てんじょうまで探ったんだから」

　ティオナとティオネ、あとは他の団員が神室しんしつまで来て合流してくる。

　彼女達の報告を聞いたベートは、最後の頼みの綱も空振りに終わったことに舌を弾はじいた。

「これでまた、振り出しね。望みがあるとすれば、ヴァレッタなんちゃらが持ってた方の『鍵』だけど……」

「ベート、全員ブッ飛ばしちゃったんでしょう？」

「……悪わりぃか」

　ブッ飛ばす、どころではなく燃やしつくしたのだが、ベートはティオネとティオナ達から不機嫌そうに顔を背けた。地上にやってきていた敵幹部の『鍵』を探そうにも手がかりはないのが現状だ。

　伝聞とはいえ当時のベートの憤激を知るティオナ達は、ヴァレッタ・グレーデ等らから『鍵』の所在を聞き出さなかった責任を追及する、などという野暮やぼな真似まねはしなかったが、

「やめて！　ベート・ローガを責めないで！　全部私が悪いの！」

　何故なぜか頰ほおを赤らめるレナが、すこぶる活いき活いきとしながらベートを庇かばった。

「私が殺されたと思ったベート・ローガは絶対に敵かたき討ちをしようって誓っちゃって……うへへへへ……これって愛だよね、愛!?　ベート・ローガが私のことを好き過ぎるっていう証明!!」

「その口くち塞ふさがれてぇのかガキ女ァ!?」

「えっ!?　私の口を、ベート・ローガの口で!?　きゃっ、人がこんなにいるのに大胆！　でも、貴方あなたが言うなら──ん～っ」

　目を閉じて唇を差し出すレナの額に、ベートの鉄拳が炸裂さくれつする。

「ぎにゃああああああああああああああああああああああああああ!?」


「本当に息の根を止めんぞ、クソ妄想女ァ……！」



「ちょっと、惚気のろけないでくれる？　本当に目障りっていうか……ブチ殺すわよ？」

「もう何で嫉妬してんの、ティオネー!?」

　額を押さえながら床を転げ回るレナ、青筋を走らせるベート、同胞アマゾネスの熱愛ラブラブっぷり（当人視点）を見せつけられ狼人ウェアウルフ以上の殺意に満ちるティオネ、拳こぶしを握り締めるそんな姉を必死に羽交い締めするティオナ。

　瞬く間に混沌こんとんと化す部屋の惨状に、猫人キャットピープルのアナキティは他の団員とともに溜息ためいきをつくのだった。




「レフィーヤ……ここだったの？」

「はい、アイズさん……」

　ダンジョン18階層。安全階層セーフティポイントの東端、大森林を抜けた空間にアイズとレフィーヤ、ナルヴィを始めとした他団員はいた。

　環状列石ストーンサークルを彷彿ほうふつさせる青水晶の林はレフィーヤの記憶を刺激する。約一ヵ月半前、ここで闇派閥イヴィルスの残党を追跡し、偶然居合わせた少年ベルを巻き込んで地中の門番トラップ・モンスターと戦闘した。その時はとうとう残党を捕縛することができず何ら情報は摑つかめなかったが、人造迷宮クノッソスの存在を知った今、【ロキ・ファミリア】は再び調査に赴いていた。

　森の切れ間にたたずむレフィーヤ達の前には階層の終端、岩の巨壁がそそり立っている。アイズを中心に団員達は辺りを調べ始めた。

「……」

「アイズさん？」

「ここ……誤魔化ごまかしてあるけど、他の場所より、地面が踏み固められてる」

　調査を開始してしばらく。第一級冒険者は巨壁に片手を当てながら、掘ってみようか、と言葉少なに告げた。他団員と一緒に緊張するレフィーヤは、前に進み出て砲撃呪文アルクス・レイを炸裂させる。

　岩壁の表面はあっさりと砕け、内部の空洞をあらわにする。その先に続く、巨大な金属門の存在も。

「最硬金属オリハルコンの扉……！」

「うん、見つけたね……」

　レフィーヤ達からどよめきが生じ、アイズが金の眼差まなざしをもってそれを見据える。

　推測されていたダンジョンと人造迷宮クノッソスの連絡路をとうとう発見したのだ。俄然がぜん緊迫する【ロキ・ファミリア】は慎重に壁内部の通路と先の進路を阻む『扉』を調べ始めた。敵の襲撃も警戒しながら。

「ここから闇派閥イヴィルスの残党は食人花を地上に運び出していたんでしょうか……？」

「どう、かな。ここ以外にもダンジョンと繫がってる『扉』があるかもしれない……」

　レフィーヤに対し、人造迷宮クノッソスとダンジョンの連絡路が複数ある可能性を示唆するアイズ。

　だがこれで最低でも人造迷宮クノッソスは18階層──『中層』の深度に及んでいることは確かとなった。フィンの予想が裏付けされた瞬間である。あらためて人智じんちを超えた人造迷宮の末恐ろしさを実感するレフィーヤ達だった。

「アイズさん、やっぱり『鍵』は見つかりません。どうします？　ここに見張りを置いて、敵の出入りを監視しますか？」

「……ううん、止やめておこう。多分、あっちにも私達が来たことが、バレてる……」

『扉』をくまなく調べて戻ってきたナルヴィの報告に、アイズは首を小さく横に振った。

　彼女が見つめる先には門の左右の脇、悪魔のごとき彫像がある。その石の瞳ひとみには蒼白あおじろい輝きが隠されていた。人造迷宮クノッソスに迷い込んだ【ロキ・ファミリア】を分断する際、『扉』の遠隔操作を行うために用いられていた監視の『目』と恐らく同様の技術だ。敵もアイズ達の動向に気付いている。

　監視は徒労に終わる、中途半端はんぱな数の人員を残せば逆に大量の刺客を放たれ始末されるかもしれない、そう言外に告げるアイズに団員達は顔をしかめながら扉前から離れた。再生が早い階層の岩壁から出ると、あっという間に壁は塞がれてしまう。

「フィンに、報告しよう。後はもうちょっとだけ、辺りを……」

「はい、何かないか調べる、ですね」

　派閥幹部としては致命的に口下手なアイズの指示を、レフィーヤ達は汲くみ取って実行に移した。金髪金眼の少女が申し訳なさそうに眉まゆを曲げ、ほんのり頰を赤らめる中、団員達はそんな彼女を愛いとおしむように笑う。

　ともあれ、また一つ成果を上げる。文字通り迷宮攻略のための『鍵』こそ発見できないものの、【ロキ・ファミリア】は着実に人造迷宮クノッソスを包囲しつつあった。

「レフィーヤ……あの時、ベルも巻き込まれたんだよね？」

「は、はい、アイズさん。あとは……私達を助けてくれた覆面の冒険者が……」

「覆面の冒険者……」

　アイズとともに行動するレフィーヤは汗を拭ぬぐって立ち止まる。

　遮蔽しゃへい物の多い森や環状列石ストーンサークルに団員達が散らばる中、木々の切れ間から階層天井の白水晶ホワイトクリスタルの光を浴びる。ダンジョンの木漏こもれ日に目を細めながら、レフィーヤは辺りを見回しているアイズをそっと盗み見た。

（リヴェリア様にアイズさんの昔の話を聞いたけど……う～ん、今でも信じられない……我儘わがままで子供っぽいアイズさんなんて……）

　野営地での一夜、リヴェリアに聞かされた話をレフィーヤは反芻はんすうする。

　わんぱくで、今より表情が出やすくて、危なっかしい……視線の先の凛然りんぜんとしたたたずまいの美しい剣士からはとても想像できない話だ。何度も耳を疑ってしまったほどである。


（あぁでも歯が抜けた可愛かわいらしいアイズさん（七歳）は見たかったかも……！　あれ、でも、ロキに頼めば、アイズさんの乳歯を拝ませてもらえるんじゃあ…………ってなに興奮してるんですかっ私はへへへへへへへへへ変態なんかじゃあ……!!）



　妄想を爆発させ、恍惚こうこつとしたり神妙になったり頭を抱えたりするエルフの百面相に、他人に気付くなと言う方が無理だった。

「レフィーヤ、どうしたの……？」

「えあっ!?」

　振り向いたアイズに声をかけられたレフィーヤは動転し──アイズ本人に妄想を気付かれたと錯覚し──考えていることを隠そうと誤魔化しの言葉を並べる。

「えっと、あの、そのっ、りっ、リヴェリア様に昔のアイズさんと私が似てるなんて言われっちゃってっ、じっとアイズさんのことを見ていたというかっ……あ、あははははははは！」

　必死に空笑いするレフィーヤに、アイズは軽く目を見開いた。

　えっ？　とレフィーヤが思っていると、金髪金眼の少女はじっとこちらを凝視してくる。

　そのまま目の前までやって来た。

「あ、あの……？」

「……」

　戸惑うエルフの顔を見つめ、そっと取った左手を見下ろして、滑らかな山吹色の髪にも撫なでるように指を通して。「ええっ？」やら「ひゃうっ」やらアイズに触診まがいのことをされ小さな悲鳴を上げるレフィーヤは、驚愕きょうがくやら羞恥やらで身をよじってしまう。

　服装や杖つえなど装備まで確かめてきたアイズは手を下ろし、頷うなずく。

「うん……大丈夫」

「だ、大丈夫……？」

「レフィーヤは、私より……ずっとしっかりしてる」

「えっ？」

「昔の私なんかとは、似てないよ」

　そこでアイズは小さく、笑った。

　レフィーヤが驚いてしまうほどの──見たことのない筈の幼少のアイズの笑顔を想起してしまうほどの、そんな笑みだった。

　レフィーヤは言葉に詰まってしまう。

　別にその微笑ほほえみは自虐でも何でもなかったし、ただありのままを言っているような風だった。ただアイズがどうしてそんなことを言うのかわからなくて、戸惑った。

　結局、レフィーヤは何も言えず、戻ってきた団員達とともに階層を後にするのだった。
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　眷族けんぞくが奔走する中で、主神もまた動いていた。




「アレスのアホも、力の差がわかっとるんやから攻めてくるなっちゅーに」

　欠伸あくびを嚙かみ殺したロキは、そこで、気だるげな雰囲気を引っ込めた。

　腰かけている神座の肘掛けに腕を置き、すぐ真隣にいる美神へ軽く身を乗り出す。

「で、話はなし変わるんやけど、フレイヤ」

「なに、あらたまって？」

「──タンムズって子供、知っとるか？」

　戦場の叫喚が木霊こだましてくる中、ロキの鋭くなった声音がフレイヤの懐ふところに踏み込んだ。

　前方を見つめていた銀髪の女神は僅わずか一瞬の沈黙の後、銀の瞳をロキへと向ける。

「……その子がどうかしたの？」

「質問を質問で返すなや。知っとるか、知っとらんのか、言え」

「貴方が何を言いたいのかわからないわ、ロキ。貴方の神意しんいを把握できなければ、私も『知らない』としか言えない」

　突如形成される女神達の剣呑けんのんな雰囲気に、護衛している互いの団員が一気に緊張状態に移った。己おのれの主神を害そうとする敵対派閥に眷族達が視線で牽制けんせいし合う中、ロキはフレイヤの返しを半ば予想していたように言葉を並べる。

「自分がイシュタル相手にやらかした傍はた迷惑な抗争、あん中であの女んとこの副団長が行方ゆくえ知れずになっとる。その所在を知りたい」

「どうしてそれを私に聞くの？」

「その男が消えたあの日に歓楽街で暴れ回っとったのは自分のとこの子供や。見かけたとか、始末しとるとか、もしくは匿っとるとか、そんな可能性を探るのは普通やろ」

「その子供を追っている理由はなに？」

「探し物をなぁ、しとるんや。妙な記号が刻まれた、薄気味悪い魔道具マジックアイテムを」

「……」

「イシュタルの持ち物なんやけど、本人が天界に送還された今、あの女の右腕が持ち出したんやないか……そう睨にらんどってな」

【イシュタル・ファミリア】副団長タンムズ・ベリリの所在。ひいては人造迷宮クノッソスの『鍵』の在処ありか。

　それを突きとめるため、ロキは王国ラキアとの戦争の場を利用してここまで赴いたのだ。接触を図ろうとしても中々叶かなわない、気紛きまぐれな美神と会合するために。

　王国ラキアとの戦争はおまけで、自分に会うためにわざわざここまで足を運んだことをフレイヤも悟る。

「ねぇロキ、例えばよ？」

　その上で、泰然とした表情を欠片かけらも崩さず、語りかけた。

「例えば、貴方の言うその子供が私の目に適ったとして……例えば、理由はわからないけれど何者かに狙われる身であったとして……」

「……」

「そんな子供の居場所を、私が迂闊うかつに喋しゃべると思う？」

　フレイヤが司つかさどる事物は『美』と『愛』。

　自分が寵愛ちょうあいをそそぐ子は何があっても守る、何があっても誰にも奪わせない。

　押し黙るロキに、フレイヤは微笑をもって言外にそう告げた。

　つまりは、そういうことだった。

「でも、そうね。何かわかったら、貴方に報しらせる……かもしれないわ」

　完璧かんぺきに突っぱねるわけでなく、地位も戦力も同格の神の顔を立てるフレイヤは、話はそれで終わりと言わんばかりに視線を切った。

　それに対しロキは、足を振り上げて立ち上がる。

「ま、こんなところか。一番面倒な女に囲われてるってわかっただけでも、収穫や」

「ふふ、何のことかしら？」

「でも言っとくけど、いつも通り女王様ぶっとると、取り返しのつかないことになるで」

「あら、それは脅し？」

「事実や。気が付いたら自分の城ごと吹っ飛んどるかもしれんで……もしそうなったら、自分のことめっちゃコケにして笑ったるわ」

　ロキはいけ好かなそうに鼻を鳴らし、護衛の団員とともにその場を離れる。

　黙るフレイヤの視線を浴びながら、道化の神はさっさと去っていった。




　それが、開戦一日目にあったこと。

「ロキ達もタンムズの所在を追っている、ね……」

　都市外の大平野、【フレイヤ・ファミリア】の陣地。主神用の巨大な天幕の中で数日前のことを回想するフレイヤは、用意された神座に腰かけながら、目の前の人物に口を開く。

「タンムズ、もう一度教えて頂戴。イシュタルが何を企んでいたのかを」

「は、はいっ、フレイヤ様っ。イシュタル様は貴方を討つため戦神の派閥カーリー・ファミリア以外にも、闇派閥イヴィルスの残党と繫がっていましたっ。人造迷宮クノッソスに誘い込み、『精霊の分身デミ・スピリット』をもって【猛者おうじゃ】達を打ち倒そうと……！」

　跪ひざまずく褐色黒髪の青年は頰を紅潮させながら美神に全てを答える。

　フレイヤはそれを聞きながら、右手の中にある『Ｄ』の記号が刻まれた金属の球体──『ダイダロス・オーブ』を弄もてあそぶ。

　歓楽街が壊滅したあの日、フレイヤはこの美神の寵児タンムズを『魅了』した。他ならぬイシュタルの目の前で寝取うばったのだ。ロキの読み通り、重要人物を匿かくまっていたのは【フレイヤ・ファミリア】である。

　最初はただの興味だった。イシュタルがいかなる方法を使ってフレイヤ達を打倒しようとしていたのか聞き出すため本拠ホームに連れ帰ったのだ。だがその数日後、タンムズは命を狙われた。謎なぞの刺客がフレイヤの居城に侵入し、暗殺せんとしたのだ。

　強く、秀麗で、忠誠心を持つタンムズは既にフレイヤの目に適かない寵愛を受けている。そんな自分の子を『美の神』が手放すわけがない。彼を守るため、暗殺者達はオッタル達に始末させた。情報がこれ以上漏洩ろうえいしないよう、徹底的に。

　自分の眷族を守るため、ロキにも明かさなかったフレイヤだが……何故タンムズがそうまで狙われるのか、はっきりと理解した。

　全ては、【イシュタル・ファミリア】壊滅に際して持ち出されていた、この『鍵』のせいだ。

「闇派閥イヴィルスの残党、人造迷宮クノッソス、『精霊の分身デミ・スピリット』……」

　魔石灯の光をはね返す『鍵』に目を細めながら、フレイヤはタンムズがもたらす情報を瑞々みずみずしい唇の上で転がす。

「どうやら、私が知らないところで面白おもしろいことになっているようね」

「どうなされますか、フレイヤ様」

　神座の側そばに控える猪人ボアズの武人、オッタルが粛々と主の命を待つ。

　重要な語キーワードを入手しつつも、タンムズの情報だけでは全てを線で繫げられないフレイヤは、僅かな沈黙を挟んで口を開く。

「今オラリオで何が起こっているのか、把握しておきたいわね」

「【ロキ・ファミリア】に接触すると？」

「いいえ。ロキは情報と引き換えに、必ずこの『鍵』を要求してくるわ」

　オッタルに返答するフレイヤは、彼を見上げて艶あでやかに笑う。

「この『鍵』、まだ持っていた方がいいような気がするの……勘、だけれど」

『神の勘』を引き合いに出すフレイヤは、神座から立ち上がった。

「アレンを呼んでちょうだい。都市へ行ってもらうわ」




「報酬は用意する。その魔道具マジックアイテム、探せ」

　とある【ファミリア】の本拠地に足を運んだロキは開口一番、目の前の神物じんぶつに向かってそう告げた。

「いきなりだなぁ。オレ達は同盟を組んでるんだろう？　これが何なのか、教えてくれよ」

　フィンに描かせた『ダイダロス・オーブ』の正確な素描スケッチを、指で挟んでひらひらと揺らしながら、ヘルメスは優男の笑みを浮かべる。

【ヘルメス・ファミリア】本拠ホーム『旅人の宿』。未だ都市の外では戦争が続いている中、オラリオに戻ってきたロキは護衛も連れず単身ここに乗り込んで、アスフィやルルネなどヘルメスの眷族達のざわめきを集めていた。

「それにオレ、『ダイダロス通り』について何も教えてもらってないんだけど。打ち合わせ通り、あそこを調査したんだろう？　ディオニュソスに聞いても話してくれなくてさぁ」

「そのディオニュソスに『お前には気を付けろ』、って言われてなぁ」

「おいおい、オレはヘルメスだぜ？　何も後ろめたいことなんてないさ」

「フレイヤをけしかけてイシュタルんとこを潰したの、自分の仕業やろ」

「……」

　おどけた物言いを無視してロキが告げると、ヘルメスは肯定も否定もせず、降参とでも言うように両手を上げて笑ってみせた。

「まぁ、自分がきな臭いのは今更や。ただ、ディオニュソスの言い分はさておき、うちにも思うところがある。──ウラノスは何を隠して、何を企んどる？」

「さぁ、わからないなぁ。オレ達はギルドからもよく依頼を受けるが……全幅の信頼を寄せられているわけでもない。ウラノスはオレに全部は話してくれないんだ」

　全部は、な。

　神室しんしつの机を挟んだ対面にいる男神の顎あごに、ロキは拳を叩たたき込みたくなった。

　──ったく、どいつもこいつも腹の内を明かさない狸たぬきばっかりや。

　自分のことを棚に上げながら、ロキは神々という存在に辟易へきえきする。

「しらばっくれる以上、うち等が見つけた『収穫』は何も話せん」

「困ったなぁ、本当に何も知らないのに」

「言ってろ。ただ──もしその魔道具マジックアイテムを見つけてうちのとこまで持ってきたら、情報を共有したる」

　交換条件や。ロキはヘルメスにそう告げた。

【ヘルメス・ファミリア】は探索ダンジョン系を掲げているものの、情報屋や交渉事など、それこそ多彩な分野で活躍する派閥だ。中立を標榜ひょうぼうしているだけあって敏腕である。探し物をさせるなら彼等以外の適任者はいない。

　老神ウラノスの魂胆か、『鍵』の在処。どちらかを寄こせとロキは突き付ける。

　ヘルメスはあらためて羊皮紙の素描スケッチを見やった。

「依頼というのなら受けるけど……何か手がかりは？」

「ない。この都市の中のどっかや」

「おいおい、それは流石に無茶じゃないかい？」

「ああ、一つはフレイヤのとこにあるかもしれん。ほれ、目星や。忍んでこい」

「オ、オイオイ、それは流石に死ねって言っているようなもんじゃあ……」

　最後のいい加減な言い草に、本気マジで笑みを引きつらせるヘルメス。

　汗を滴らせる彼に、ロキは投げやりに舌を出した。

「信用が欲しいならそれくらいやってきぃ。言い忘れとったけど、その魔道具マジックアイテムは複数ある。んじゃ、頼んだで」

　伝えることを伝えてロキはちゃっちゃっと引きあげる。

　虎人ワータイガーや小人族パルゥムの少女など、狼狽ろうばいする視線を集めながら館を後にした。

　ロキが去った後、ヘルメスは小さく吐息を漏らし、背後に控えている眷族達に振り返る。

「やれやれ……板挟みって、きついよなぁ」

　何を今更、と。

　アスフィやルルネ達に、優男の神は鼻を鳴らされるのだった。





[image: ]






　日々は過ぎていく。

　人造迷宮クノッソスの包囲網は着々と完成し、籠城を決め込む怪人クリーチャー達と闇派閥イヴィルスの残党を水際に追い込んでいる実感が【ロキ・ファミリア】にはあった。だが突破口が開けぬまま時間は無慈悲に過ぎていく。その時間の経過は敵の有利を、ひいては迷宮都市オラリオ崩壊をもたらすものだ。レフィーヤ達はそれを歯痒はがゆく思った。『一手』が足りない。この局面に波紋を投じる『一手』が。それを【ロキ・ファミリア】は強く感じていた。

　一方で、王国ラキアの一件は収束に向かおうとしていた。フィンの手回しによって【アレス・ファミリア】の密偵は拿捕だほされた、という一報が入ったのだ。情報を共有し、協力を申請した【ヘファイストス・ファミリア】の手柄になったそうだが、【ロキ・ファミリア】の団員達はティオネを筆頭に『流石団長！』と喝采したほどだ。

「でも、街の人達はそんなこと知らないんですよね」

　青空が広がる昼前。都市の街路を歩きながらレフィーヤは呟つぶやいた。

　余計な混乱を嫌った管理機関ギルドにより、都市に紛れ込んだ密偵の存在は公にされていない。聞くところによると随分な数が侵入していたらしく、更に彼かの伝説の武具『クロッゾの魔剣』も運ばれていたそうだ。何か間違えば区画の一部が火の海になっていたかもしれないが、街の喧騒けんそうはそんなことも露知らず平和そのものだった。

　王国ラキアにこれ以上の打つ手はなく、都市外の戦争も間もなく収束する。そう信じたレフィーヤ達は、ようやく対闇派閥イヴィルスの対策に専念できるようになっていた。

　今は情報収集も兼ねつつ、【ファミリア】の買い出しに出ている。

『なぁ聞いたか？　【リトル・ルーキー】が……階層主？　とにかくやべぇ怪物モンスターを倒したんだってよ！』

『戦争遊戯ウォーゲームのあの戦いっぷりは、やっぱりまぐれなんかじゃないんだな』

『ほんと、すげえ冒険者がまた生まれるかもしれねぇ』

「む、むむむ……」

　王国ラキアの密偵が取り沙汰ざたされない代わりに聞こえてくるのは、【リトル・ルーキー】にまつわる声望だった。店の前や通行人、露天商同士の会話など、街路のあちこちからいやでも耳に入って来る少年の情報にレフィーヤは難しい声を出してしまう。

　未だ約一ヵ月前の戦争遊戯ウォーゲームの熱が収まっていないのだ。一躍有名人となった超大型新人スーパー・ルーキーを誰もが褒め称たたえ、期待の声を募らせている。

（こっちは必死にあがいているのに、これ見よがしにぴょんぴょんと……！）

　その少年の名声は、強くなりたいと試行錯誤しているレフィーヤをあおるがごとくだった。別に当の本人に悪気があるわけではないのだが、ひぃこら言いながら坂道を上る自分の隣を兎うさぎがあっさり飛び跳ねていってしまう、そんな光景を目まの当あたりにしている気分である。

　ぐぬぬぬぬっ、と悔しさやら妬ねたましさやらでレフィーヤは唸うなってしまった。

（……でも、わかった気がする）

　だがおもむろに、理解の色を表情に宿す。

　アイズが何故、少年の鍛錬を引き受けたのか。

　凄すさまじい速度で強くなっていく少年の『成長』の秘訣ひけつを、きっと知ろうとしたのだ。

　真面目まじめで優しい彼女はそれを鍛錬のための見返りとは思わず、打算だと考えてしまい、真摯に少年の師事に応じたのだろう。

　当時のアイズの気持ちがレフィーヤにはわかるような気がした。

　昔の彼女に近い、とそう指摘された今のレフィーヤには。

「癪しゃくですけど……とてもとても癪ですけど……私も、聞いてみようかな」

　そんなことをぽつりと呟いていると、

「あ」

「あ」

　ばったりと、街角で当の本人と出くわしてしまった。

　白い髪に赤い瞳の少年、ベル・クラネルと。

「レフィーヤ、さん？」

「なっ、ななななっ、なんで貴方がここに!?」

「えっと、たまたま通りかかったから、としか……」

　急な出来事に動じてしまうレフィーヤだったが、その返答通り、同じ街に身を置いている以上は通りで出くわすことなんてあるだろう。

　うぐっ、と声を詰まらせるレフィーヤだったが、ベルは気にもせず質問をしてきた。

「あの、神様……ヘスティア様を見かけませんでしたか？」

「ヘスティア様って……貴方の主神の？」

「はいっ、本拠ホームから出ていっちゃって……探しているんです」

　少年ベルをよく目の敵かたきにしているレフィーヤにこうして聞くほどだ、何かあったのだろう。うっすらと汗ばんでいる額を見ても街中を探し回っていることが簡単に予想できた。

　神ヘスティア。直接交流があるわけではないが、レフィーヤも知っている。主神であるロキがよく彼女の悪口を口にするからだ。露店で『ジャガ丸くん』の売り子をしている姿を見かけたこともある。

「私は見ていませんけど……何かあったんですか？」

「あ、いや、その……喧嘩けんか、みたいなことをしてしまって」

　気になったレフィーヤがつい言及すると、ベルはきまりが悪いように視線を左右にさまよわせた。

　レフィーヤはその返答に、瞬きをしてしまう。

「意外です……貴方、女性に弱いっていうか、デレデレして頭が上がらない人だと思ってました」

「うっ……!?」

　図星なのかベルは軽く仰のけ反ぞって情けない表情を見せる。

　初めて会った時のことを思い出す。出会い頭にぶつかった時もベルはレフィーヤがエルフだとわかるとしどろもどろになり、赤くなって落ち着かない様子を見せていた。

　今でこそアイズのことで色々恨んでいるが、腰が低くて純朴そう、なんて当時は思ったものだ。そんな少年が見目麗しい女神と喧嘩したなんて意外も意外である。

　そんなことを考えていたレフィーヤは、そこで気が付いた。

　その深紅ルベライトの瞳が曇っていることに。まるで何か思い詰めているように、顔色が冴さえない。

「……本当に、単なる喧嘩なんですか？」

「ど、どうしてそんなことを？」

　どうして、って……。

　言葉に詰まるベルにレフィーヤは片方の眉を曲げてしまう。今のベルを見れば、何か悩み事があることくらい誰でもわかるだろう。それくらい目の前の少年はわかりやすい。

　小さく溜息をついたレフィーヤは、口を開いた。

「ヘスティア様を見かけたら、貴方に教えてあげます」

「えっ？」

「困っているんでしょう？　なら力を貸すって言ってるんです」

「そ、そんな、悪いですよ。それにレフィーヤさんは、えっと、僕のことを、あのー……」

「貴方は私のこと何だと思っているんですかっ。確かに私は貴方のこと嫌いですけど、困っている人に力を貸す程度の心は持ってます！　それに見返りはちゃんともらいますからっ」

　そうだ、これはアイズと同じ。

　ただの善意ではない打算。もしヘスティアを見つけて教えてあげられたら、成長の秘訣を聞いてみよう。レフィーヤは無理矢理建前たてまえを作って、ベルを助けることにした。

「あ、ありがとうございます！」

「……別に、大したことじゃありませんし」

　お礼を告げるベルにそっぽを向く。真まっ直すぐな感謝に頰に熱が集まるのを感じながら。

　少年は何度も頭を下げた後、都市の西部へと向かった。レフィーヤは『鍵』の情報を探しがてら幼女の女神の行方を追っていった。

　広大な迷宮都市から一つの魔道具マジックアイテムを探すのも、一柱の神を見つけ出すのも難しい。ただ後者は人の目につく可能性がある。レフィーヤは人通りのあるメインストリートに絞って聞き込みを行った。

（厚い雲……こんなに晴れてるのに、もしかしたら一雨来るかも）

　高い市壁の奥、北の方角には灰色の雲の塊が見えた。ずっと先で垂れ込める暗雲に自然と道を進む足は速くなっていった。

　そして、少年と会って時間がしばらく経たった後、ようやく幼い女神が都市の北をさまよっていたという情報を手に入れた、その時だった。

　オラリオの喧騒がにわかに変じたのは。

「……？　何だか、街の空気が慌あわただしく……？」

　細長いエルフの耳が反応する。

　普段聞いている都市の活気に混ざっている、異物。血相を変えて走ってきた獣人が商店街の人々をつかまえて何かをまくし立てている。ヒューマンの商人達が囁ささやき合って指を同じ方向に向かって差す。冒険者やギルド職員が脇目も振らず走り去っていく。

　レフィーヤは冒険者達が向かっていった先──北の方角を見た。

「何かが、起こったんですか……？」

　浮き足立つ都市の空気を感じ取ったレフィーヤの足が、北の方向に向かおうとすると、

「レフィーヤ！」

「ティオネさん、ティオナさん!?」

「レフィーヤ大変だよ、大変！」

　街路から飛び出して来たティオナとティオネに出くわした。

　二人とも大双刃ウルガと湾短刀ゾルアスを武装している。レフィーヤはいよいよただならぬものを感じた。

「何かあったんですか!?」

「王国ラキアの特攻だって！」

「何でも北の門に現れて、その場にいたオラリオの女神を攫さらっていったらしいわ」

　告げられた内容に仰天するレフィーヤ。

　ティオナ達も伝達されたばかりのようで情報は錯綜さくそうしているらしい。動けるギルド職員と冒険者は至急北の門に集められているそうだ。

「ど、どこの女神様が攫われてしまったんですか!?」

「それが、アルゴノゥト君のところらしくて……」

「なっ……ヘスティア様ですか!?」

「ええ。しかも、もう出発した救助隊の構成メンバーが──」

　まさかの事態に言葉を忘れるレフィーヤだったが、畳みかけるようにティオネが話す。


「えっ、えええぇぇ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　そして語られたその内容を聞いて、レフィーヤは絶叫するのであった。
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「……」

　リヴェリアは、広げた本に視線を落としていた。

　場所は『黄昏たそがれの館』の執務室。団員が出払っている本拠ホームの中で、彼女はここに足を運び、フィンがつぶさにつけている【ロキ・ファミリア】の記録書に目を通していた。

　迷宮都市オラリオに拠点を置いて以来、作成されている【ファミリア】の歴史には、当時のダンジョンの到達階層や構成員の数、更には団員達の【ステイタス】のＬｖ．など詳細が記されていた。流石に『魔法』や『スキル』、技能アビリティなどの極秘情報は載せられていないが、団員達の活躍や成長などが綴つづられている。派閥を効率良く運用せんとするフィンの真面目さが如実に出ていた。

　その中で、リヴェリアは一人の少女の足跡を辿たどる。

『危うさを秘めている』『ダンジョンには護衛が要同伴』『剣技には光るものがある』『僕もガレスもつい叩いて鍛え過ぎてしまう』『護衛がいるとはいえ半年で単独ソロの10階層到達、凄まじい』などなど……記録の他にも日記のように書かれているフィンの言葉に、くすりと笑みを落とす。

　本棚にしまってある複数の分厚い記録書を出しては執務机に広げること数度。

　リヴェリアはおもむろに、己の髪を束たばねる髪留めを外す。

　さら、と森の清流のように翡翠ひすい色の長髪が流れる中、手の平の中の金の髪留めを見下ろした。

「おお、リヴェリア。ここにおったか」

　そこで、扉が開け放たれている執務室の前を通りかかったガレスが入ってきた。

「ガレス、帰ってきていたのか。どうした？」

「『霊峰アルヴの浄水』を持っておらんか？　これの汚れがしつこくての、あの道具アイテムでなくては落ちそうもない」

　ガレスの手には鞘さやに納められた一振りの短剣があった。

　彼の手が引き抜くと傷だらけの剣身があらわになる。うっすらと波紋が走った珍しい構造。汚れが目立ち、年月を感じさせるものの、未だ衰えぬ刃の輝きから十分な業物であることがわかる。

　それを見て、リヴェリアは意外そうな表情を浮かべた。

「その剣……お前が持っていたのか、ガレス」

「まぁのう。せっかくじゃから、儂わしが預かっておいた。フィンに休めと言われたはいいが、特にすることもなく途方に暮れていたんじゃが……ふと、これのことを思い出してな」

　都市外に延びる人造迷宮クノッソスの出入り口を潰し回り、最近オラリオに帰ってきたばかりのドワーフは、部屋から引っ張り出してきたというその短剣を掲げる。

「何故か、磨いてやるかと、そう思い立ってしまった」

　ガレスは何かを思い出すように目を弓なりにし、傷付いた剣身を眺めた。

「そういうそっちは、どうした？　寝るわけでもないのに髪を解ほどいて。お主が髪を下ろしている姿など久しぶりに見たぞ」

　顔を上げるガレスに、リヴェリアは黙った後、手の中にある髪留めを一瞥いちべつした。

「先日……レフィーヤにアイズの昔話を聞かせた」

「ほう？」

「だから、ではないが……最近、当時のことを振り返るようになってな。らしくもない感傷に浸っていた」

　そこまで話を聞いたガレスは、髪留めを持つリヴェリアに合点がいったように、己の髭ひげをさすった。

「ふははっ、そういうことも必要じゃろうて。儂も同じ口じゃ。戦いが激しくなっている今だからこそ、過去を振り返ろうとするのかもしれん。死んでしまったらそれもできんからの」

「縁起でもないことを言うな、ガレス」

　目を瞑つむって注意するリヴェリアに、ガレスは笑い返す。

「もしかすると、儂等の方が子離れできとらんのかものぅ」

「……」

「だがまぁ、アイズもすっかり一端いっぱしの冒険者じゃ。以前のように、儂等の手がかかることなどそうそう──」

　ガレスがそこまで口にした時。

　廊下から激しい足音が響き、そのまま執務室の中に人影が飛び込んできた。

「リヴェリア様！　ガレスさん！」

「アリシア？　どうした？」

　血相を変えて飛び込んできたエルフのアリシアに、リヴェリアとガレスは目を向ける。

　エルフの第二級冒険者は息を切らしながら、その一報を届けた。

「アイズがっ、王国ラキアの別動隊を追うために都市の外へ……！　【リトル・ルーキー】とともに、『ベオル山地』に向かったそうです！」

　リヴェリア達は目を見張った。

　すぐにばっと振り向き、執務室の窓を見る。

　窓の外、山脈が連なる北の方角では、灰色の雲が空を埋めつくし──鋭い稲光とともに、雷鳴をオラリオのもとへ届けてきた。

「……『ベオル山地』で悪天候……嫌な予感がするのぅ」

「ああ……少なくとも予断が許される状況ではない。……まったく」

　眉をひそめるガレスにリヴェリアは相槌を打つ。

　すぐに彼女達は動いた。報告に来たアリシアを引きつれ、執務室を出る。

　指揮を執っているというフィン達と合流するため、廊下を足早に移動する中、リヴェリアは小さく嘆息をついた。

「やはり、まだ手がかかる」


















　アイズ・ヴァレンシュタイン

　Ｌｖ．１

　力：Ｅ489→Ｄ502　耐久：Ｅ434→438　器用：Ｄ597→Ｃ605　敏捷びんしょう：Ｃ606→615　魔力：Ｉ０




　リヴェリアは少女の更新された【ステイタス】の数値を見て、嘆息した。

「冒険者になって半年……大した成長速度だ」

「素質はあると思っていたけど、ここまで行くとはね」

　共通語コイネーに翻訳された用紙を手渡され、フィンも苦笑する。

『ギルド』からの強制任務ミッションを済ませ本拠ホームに帰ってきた二人は、朝一番に済ませたというアイズの【ステイタス】更新の内容をロキから知らされていた。

「このまま行けばとんでもない時期に【ランクアップ】しそうやし、【ファミリア】にしてみれば大いに吉報なんやけど……アイズの場合、手放しに喜べへんなぁ」

「ああ……それだけ心身を酷使しているということになる」

　執務机の上で胡坐あぐらをかく主神に、リヴェリアは相槌あいづちを打つ。

「フィン達たちとの訓練に意欲的に取り組み、座学にも励んでいる。心の制御も大分身に付けているが……あの娘こは己おのれの体を顧みない。鍛錬、鍛錬、鍛錬、その一辺倒だ」

「なまじ戦い方を身に付けただけ、多少の無理も利きくようになってしまったからね。迷宮探索を許可したのは尚早だったかもしれない」

「んなこと言っても、闇派閥イヴィルスが街中で平気で暴れ回るこんな時代や、アイズたんに強くなってもらわなそれはそれで困るしなぁ。リヴェリア達がいつまでもお守もりできるわけないし」

　心身の酷使を厭いとわないアイズの現状。リヴェリア達の頭を悩ませているのはそれだった。

　第一級冒険者達の教えを貪欲に取り込もうとする姿勢は非の打ち所がないのだが、いかんせん前のめりに過ぎる。端的に言ってしまえば、『強くなること』以外の事柄に少女は一切いっさい関心を払っていないのだ。

　剣技を始めとした光るものを見て、つい教える喜びから、叩たたいて伸ばし過ぎたという反省材料がフィン達側にもあるのだが。

「今、アイズが下級冒険者達の間で何て呼ばれているか、知っているかい？」

「何だ？」

「笑えるよ。……『人形姫にんぎょうひめ』、だってさ」

「全く笑えん」

「本当や。うちのアイズたんは、人形なんぞよりもっとプニプニして可愛かわいいっちゅうに！」

「そういう意味でもない」

　リヴェリアがつっこみ役に回り心労を溜ためる中、ロキはふざけた表情をあらため、天井てんじょうを仰いだ。

「つんのめりながら走りまくってたら、いつか必ずコケる……伝えたんやけどなぁ」

　執務室に響く独白に、リヴェリアもフィンも黙りこくった。

　ロキがダダをこねて購入したばかりの大型時計ホールクロックが、音を立てて長針を進ませる。

　ややあって、リヴェリアは口を開いた。

「アイズはどうしている？」

　その問いに、ロキは肩を竦すくめながら空笑いした。

「ダンジョンにゴー、や。ガレスが面倒を見とる」
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『ギシャアアアアアアアアアアアアアア!?』

　剣の一閃いっせんを刻み込まれ、モンスターの断末魔の叫びが放たれる。

　翅はねごと体軀たいくを断たれた『パープル・モス』が床に墜落するのを待たず、着地したアイズは次なる獲物に向かって突進していた。

「っ!!」

『グガァ!?』

　走り抜けた剣の切っ先が『キラーアント』の硬殻こうかくの隙間すきまを見事に縫った。

　僅わずかしかない殻の繫つなぎ目を狙ねらわれ、巨大蟻ありのモンスターは内側の柔らかい肉から鮮血を飛ばす。怯ひるんだ隙すきに第二撃を叩き込まれ、絶命を余儀なくされた。

「アイズ、無茶をするでない！　いったん戻れ！」

「まだ、行ける！」

　片手間でモンスターを屠ほふっているガレスの言葉を無視し、アイズは金の長髪を翻ひるがえした。

　身に着けているのは『ギルド』の支給品から格が上がった《小人族パルゥムのアーマードレス》。手に持つのは武器屋で購入した《鋼の短剣》。前者はロキの趣味を加えた特殊スペシャル仕様、後者はドワーフのガレスが目利きして与えたものだ。二つの武具を装備したアイズはモンスターの群れに正面から斬りかかる。小柄な体を逆手に取った肉薄は地面を這はう獣を彷彿ほうふつさせた。

　その動きは半年前では考えられないほど、洗練されたものになっていた。

　力にかまけて過剰殺戮オーバーキルを連発していた頃ころとはまるで違う。無駄な動きや力を省き、速さと鋭さをもってモンスターを屠る。敵の情報をもとに的確に弱点を突き、頭部ないし胸の『魔石』に斬撃を叩き込んでいく。全てガレス達の教導の賜物たまものである。アイズは己の戦い方を身に付けつつあった。真正面からの先制、そして速い斬り合いからなる、少女の戦闘型バトルスタイルだ。

　しかしそれは、ガレス達に新たな悩みの種を生むものだった。

「防御が雑じゃ……全く、本当に『倒す』ことしか考えておらん」

　巨大蟻キラーアントの反撃によって頰ほおから出血するものの、アイズは構わず刺突を見舞った。革レザーと白亜の板金によって作られるアーマードレスが、モンスター達の鋭利な鉤爪かぎづめによって幾つもの傷を負う。しかしそれすら代償にするように倍の斬撃が繰り出された。

　アイズは『効率』のために防御を捨てるきらいがあった。外から見守るガレスはその光景に顔をしかめてしまう。

　奇くしくも同時刻、リヴェリア達が懸念している通り、少女は痛苦に喘あえぐ体の呼びかけなど無視して、ひたすら剣を振るうのだ。


「っ……！」



「やれやれ、また得物を壊しおった」

　最後のモンスターが地に倒れるのとほぼ同時に、音を上げたように《鋼の短剣》が罅ひび割れ、剣身を折る。アイズは乏しい表情の中で僅かに眉根まゆねを歪ゆがめ、ガレスは嘆息した。

「アイズ、お主は自分の体もひっくるめて、もっとものを労いたわれ。いつかツケを支払うことになるぞ」

「……モンスターには、勝ってる。平気」

「勝ち負けの話を言っとるんじゃないわい……」

　頰から流れる血をごしごしと拭ぬぐいながら目を背けるアイズに、ガレスは溜息ためいきを重ねた。しかし、『魔石』や『ドロップアイテム』の収拾に移る彼はそれ以上の言及をしてこなかった。

　アイズはリヴェリア達の中でも、ガレスの距離感が気に入っている。

　まだ半年に過ぎない付き合いだが、彼の教えはフィンより豪快で、リヴェリアより単純だ。何より小言を言ってこない。強くなることを至上の目的としているアイズにとってそれはありがたかった。

　どうやらこのドワーフの大戦士は、『痛い目』も引っくるめてアイズのためになる、と考えている節があるらしく、リヴェリアほどやかましく言ってはこないのだ。それがどれだけ負荷ストレスの緩和に繫がることか。最近になってリヴェリアの説教は一段と増えているので──そしてアイズも反発してしまうので──心の均衡も保たれるというものだ。

　だからアイズは、なるべくガレスと迷宮探索に行きたがった。

『若いもんには失敗させろ。そして学ばせろ』。

　ガレスのその言葉の本質をアイズは理解こそしていなかったが、自分には都合がいいと、そう解釈している。

「ガレス、あと少しだけ……」

「駄目じゃ、もう引き返すぞ」

　決して無理もさせてくれないが。

　言葉をみなまで言わせず却下するガレスに、アイズはリヴェリア達にしかわからない程度の不満げな表情を浮かべた。

「武器を何振りも使い潰つぶしおって……ほれ、これで終わりじゃ」

　サポーターも兼任しているガレスから予備スペアの武器を手渡される。ちなみに、本日のダンジョン探索の中で三本目だ。適当な武器屋からちょうどいい得物を目利きするこちらの身にもなれ、という愚痴を聞き流しながら、一緒に渡された回復薬ポーションをあおる。

　場所はダンジョン７階層。

　正規ルートから外れた行き止まりの『ルーム』である。

　ガレス監督のもと行っていたモンスターの狩りに区切りを付け、渋々帰路につく中、アイズはすっと意識を切り替えた。伴って面持ちも。モンスターの臭いに満ちる通路で、戦意と殺意を漲みなぎらせた。

　アイズは普段から感情が豊かではないが、ダンジョンにいる時は無表情に拍車がかかる。

　凍いてついた相貌で、モンスターを屠り続けるのだ。

『人形姫』。

　それは返り血を浴びてもなお表情一つ変えず、ひたすらモンスターを狩り続ける少女を同業者が嘲あざけり、戦おののいてつけた渾名あだなだった。この半年間、感情を削そぎ落として徹底的に怪物どもを殺戮さつりくする【ロキ・ファミリア】の新団員の存在は、『ギルド』や下級冒険者の間では噂うわさになっている。同時に今年の大型新人冒険者スーパー・ルーキー候補の最有力だとも。

「ガレス」

「なんじゃ？」

「鎧よろいが、きつく、なってきた……」

「む、もうか？　いや、そういえばお主の年頃はヒューマンの成長期じゃったか。新調したばかりじゃが、ふむ、防具はさっさと変えておくか」

「武器も、特注品オーダーメイドが欲しい。壊れないやつ」

「下級冒険者ひよっこが笑わせるわい。せめて得物を壊さない使い方を身に付けてからにしろ」

「……じゃあ、今度10階層まで行かせて」

「それも駄目じゃ」

「……なんで。もう、10階層には二回行ってる……」

「調子に乗って『オーク』に殺されかけたと聞いておるぞ。まずはリヴェリア達から許可をもらうんじゃな」

「……」

　道中、警戒を払いながらガレスと打診という名の会話を交わす。本命の要求を取り合ってもらえず、アイズは今度こそ不満をあらわにした。

　リヴェリア達の制限がきつくなっており近頃反発はんぱつの塊と化しているアイズは、癇癪かんしゃくを起こした子供、とまでは言わずとも、むすっと機嫌悪そうな面持ちをする。

（儂等わしらの前では、年相応の顔をするんじゃがのう……）

　と、一方で胸の中でこぼすのはガレスだ。

（『人形姫』、という名はともかく、鬼気迫っておるのは会った時から依然変かわらず……最近は特に身をやつれさせて……）

　一歩背後から見る少女の体、筋肉を備えつつもやせ細っている手足を一瞥いちべつしていると、

『うわぁあああああああああああああああああああああ!?』

　突如、迷宮の奥より複数の悲鳴が轟とどろいた。

　顔を振り上げ弾はじかれたように駆け出すアイズとともに、叫び声の発生源に急行する。

　辿たどり着いたのは正規ルート上、６階層の連絡路前であった。


「だぁぁぁぁ!?　畜生っ、ふざけんなっ！」



「多過ぎる！」

「誰だれかっ、助けてくれええええええええええ！」

　異なる徽章エンブレムをつけた複数のパーティが相手取っているのは、蟻のモンスターの大群であった。『上層』の中でも滅多にお目にかかれない規模の敵勢に、下級冒険者達が大苦戦している。

「『キラーアント』の大群！　仕留めそこなった冒険者が『怪物進呈パス・パレード』でもしたか！」

　第一級冒険者のガレスはすぐに事態を察した。巨大蟻キラーアントは体を傷付けられ窮地に陥おちいると、仲間を呼び寄せるフェロモンを発散する。大方詰めが甘い冒険者の失敗がことを大きくさせてしまったのだろう。

　正規ルート上、おまけに連絡路の前を塞ふさがれては逃げの一手も打てない。興奮状態のモンスター達を見てガレスは参戦しようとしたが、

「──ッ!!」

　状況分析もせず飛び出したアイズに、突撃を許してしまった。

「待てっ、アイズ……っ!?」

　ガレスの制止の声は、弾け飛んだ『キラーアント』の悲鳴にかき消えた。

　襲われる冒険者達を助け出すため、アイズはリヴェリア達に言いつけられていた心身制御リミッターを破った。己の能力ステイタスを十全に解放した少女が殺戮の使徒と化す。

　無感情の貌かおの中で、見開いた金の瞳ひとみに獰猛どうもうな殺意を宿しながら、持った剣を死神の鎌のごとく振り回す。

「あ、あれ、【ロキ・ファミリア】の……」

「金髪金眼……間違いねぇ」

「う、ぁ……」

　振り回される鉤爪かぎづめに切り裂かれ、血を流し、傷を負いながらもモンスターを殺し続けるその戦い振りに、助けを呼んでいた筈はずの冒険者達は言葉を失い、青ざめた。

　硬殻こうかくを粉々に砕かれ、刈られた手足や首を宙に飛ばすモンスター達もまた、震慄しんりつの叫びを連鎖させる。

　凶暴な攻勢の中に交ざる凄烈な剣技が、一匹、また一匹と『キラーアント』の群れを鏖殺おうさつへと追い込む。

「……戦闘人形キリングドール」

「人形姫……いや、『戦姫』」

　血飛沫ちしぶきと叫喚が散る戦場で、誰かがぽつりと呟つぶやいた。

　もはや介入の余地がないその殺戮風景に、ガレスは一人、押し黙る。

「……終わり」

　果たして、そこには屍しかばねの頂いただきができ上がっていた。

　怪物達の墓標の中心に立つのは、血にまみれた金髪金眼の少女。

　赤く汚れたダンジョンの一角が荒野のごとき静寂を纏まとう。正規ルートの中にあってその光景は多くの者に目撃されてしまった。

　少女の片鱗へんりんに、凶気の一部に触れた冒険者達は立ちつくす。

　彼等の視線の先で、傷だらけの少女は、空が見えない迷宮の天井を見上げた。

　やがて、亀裂が走った剣つるぎがぼろぼろと銀色の滴をこぼし、砕け散るのだった。
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「丈夫な剣けんが欲しい」

　アイズは無表情ながら、きりっとした声音で訴えた。

「帰ってきて、開口一番がそれか……」

　リヴェリアは頭痛を堪こらえるように眉間みけんを揉もむ。

　もはや説教部屋と化している本拠ホームの執務室。ダンジョンから帰還後、アイズは即行でこの場所に呼び出されていた。回復薬ポーションで傷口は誤魔化ごまかせても、鎧に付着した大量の返り血はいくらなんでも拭い切れない。ことの顚末てんまつをガレスから聞いたリヴェリアは激怒した。

　が、当の本人はどこ吹く風であった。

「アイズ、いい加減にしろ。最近のお前の無理は目にあまるぞ！」

「無理なんて、してない。ちゃんと勉強もしてる。ガレス達の言うことも、聞いてる」

「そんなことを言っているのではない！　もっと自分の体を大切にしろ！」

「それより、剣けん……」

「何が『それより』だっ、許すか大馬鹿ばか者!!」

　また始まった、とアイズを連れて来たガレスはげんなりした。書類仕事に一区切りをつけたフィンはすっかり癖くせになっている苦笑を浮かべている。

　別件がありロキが席を外している中、リヴェリアの説教は過熱ヒートアップしていった。

「成長しているからといって思い上がるな！　力を中途半端はんぱにつけたこの時期に、冒険者は最も命を落とす！　しかも私達の言いつけを破って『スキル』を使ったそうだな！　依存せず平時の能力ステイタスで戦うことを心がけろとあれほど言っただろう！」

「……うるさいエルフ」

「何っ!?」

「落ち着け、リヴェリア」

　ぼそっと呟かれたアイズの言葉にリヴェリアは怒髪天を衝つくが、ガレスになだめられる。

　目をきつく閉じて、息を深く吐き出したハイエルフは、次には開いた瞳に痛ましそうな感情を滲にじませた。

「……それに、鍛錬にかまけて、食事も疎おろそかにしているな」

　リヴェリアはアイズの右腕を取った。

　子供の細腕ということを加味したとしても、細過すぎる。余分な肉が全くない。しなやかな筋肉と皮、後は骨だけ。まるで細剣つるぎのようだ。

　本来ならば美しい筈の金の髪も、今や荒れきっている。

　アイズは時間を全て修練に費やしていた。食事は最小限、フィン達との模擬戦に少しでも枠を当て、暇さえあれば必ず素振りをしている。早い起床のため恐らく睡眠さえ削っているだろう。疲労も蓄積されている筈だ。

　ばっ、とリヴェリアから腕を振り払ったアイズは、ばつが悪そうな顔を浮かべた。

　その頰も若干こけている。

　いや──研ぎ澄まされているのだ。

　危ういまでに。

　酷使されている肉体は確実に力をつけ、強度を上げている。

　だがこれではまるで──。

「私は、戦える。だから、平気。そんなことより」

『そんなことより』。

　そう口にした瞬間、リヴェリアの顔が苦渋に歪んだことを──瞳が悲しげに揺れたことを、アイズは気付かなかった。

　フィンとガレスだけが、戦友のその様子に気が付いた。

「壊れない武器が欲しい。もっと戦える、武器を」

　リヴェリアから離れたアイズの視線は、団長であるフィンにそそがれた。

　彼の一瞥は少女の背後にいるガレスに投げられる。ドワーフの太い手の中には、最後の戦闘で破砕した短剣が握られていた。

「お金なら、あるでしょう？　全部、使っていいから」

　アイズが倒したモンスターの戦利品は、換金後、全て彼女の貯金として蓄えられてある。それを管理しているのもリヴェリアだが、少女の武器代や道具アイテムの代金はそこから出されていた。

　ダンジョンでの必要出費を差し引いても、この半年間で何と三〇〇〇を上回る撃破数スコアを叩き出しているため、全ての貯金を捻ひねり出せばそれなりの業物も用意してもらえるだろう。アイズは確信していた。

　しかし。

「アイズ……僕もリヴェリアと同意見だよ。今の君に強力な武器なんて与えられない」

　フィンははっきりと退しりぞけた。

　愕然がくぜんとするアイズを尻目しりめに、言葉を続ける。

「自分のことはおろか、いつも想おもってくれている他人のことにも気付けないほど、目が曇っている君にはね」

　その瞬間、リヴェリアははっとアイズから顔を背けた。

　アイズにはその挙動の意味がわからなかったが、しかしそれを気にしている余裕を今は持ち合わせていない。

　何故なぜわかってくれない。自分がどれだけ悲願ねがいを求めてやまないのか知っている癖に──。そんな思いが少女の胸をかき回す。

　アイズはぐっと奥歯を嚙かみ締め、肩を震わせた後、背を向けて執務室から飛び出した。

「おい、アイズ！　……ふぅ、まったく」

　廊下を走り去っていく後ろ姿に、ガレスは髭ひげをさする。

　執務室に戻ると、リヴェリアはフィン達に顔を見られまいと半身をよじり、やるせなさそうに視線を床へと落としていた。

「……こういう時、極東の言葉では何て言うんだったかな」

「ああ、それなら覚えておるぞ」

　視線を交わし嘆息を呑のみ込むフィンとガレスは、静かになった部屋に声を響かせた。

「親の心子知こしらず、じゃ」




　アイズは裏口を通って本拠ホームの外まで飛び出していた。

　人形のような面立ちに様々な表情を去来させながら、小さな腕を振って走り続ける。その足取りは行く宛てもない出鱈目でたらめのそれではない。

　彼女は北西のメインストリート、通称『冒険者通り』を目指していた。

（武器を、自分で探す！）

　わからず屋のフィン達に心の中で不平不満を言いながら、眉を吊つり上げる。

　こうなったら自分で目に適かなう剣を探してやろうと決めたのだ。

　この頃のアイズは『人形』と謳うたわれながらも、短絡的な考えと年相応の『やんちゃさ』が同居していた。特にそれはリヴェリア達が関わると顕著で、逆らえない彼女達に突き放されると自暴自棄がちになってしまうのだ。不貞ふて腐くされるとも言う。実は既に家出未遂も何回か繰り返しているほどだ。

　今回もご多分に漏もれず、アイズは感情が赴くまま行動していた。

（鍛冶の【ファミリア】に、特注品オーダーメイドを作ってもらうのが一番いいけど……）

　子供の性さがか、とある武具店の陳列窓ショーウィンドウに額をくっつけ飾られていた武器をじーと凝視したことのあるアイズだが、ゼロが七つ以上並んだ価格札を目にして、ひっくり返りそうになった経験がある。

　何よりアイズには鍛冶の【ファミリア】のツテはなく、およそ現実的ではない。

（やっぱり、武器屋を探すしかない……）

　次善で考えたのは、掘り出し物を見つけ出すことだった。

　アイズは目利きができるわけではないが、この半年間でどのような武器がよく斬れて、高い耐久性をもっているかはわかるようになっているつもりだ。自分の手に馴染なじむ強い剣を探りあてるのも冒険者にとって必要な能力スキルだ。

　北西のメインストリートは冒険者御用達の大通り。『冒険者通り』の名に違たがわず、同業者を標的ターゲットにした専門店がいくつも立ち並ぶ。無論、武器屋も。

　支払いは、自分も持たせてもらっている【ファミリア】の徽章エンブレムを見せれば、大抵の冒険者の店では証文扱いにできる。【ロキ・ファミリア】となれば尚更なおさら。剣を手に入れた後はしっかり自分の貯金で後払いすればいい。

　──後になって考えれば、この時のアイズは玩具を欲しがる子供と何ら変わらないということがわかっただろう。己の目的のため価値観がねじ曲がり、冒険者の色に染まってしまったとはいえ、七歳の少女は自分だけの特別が欲しかったのだ。

　大人達に許してもらえずムキになりながら、逸はやる心のまま先を目指す。

「……雨？」

　が、間が悪いことに水滴が降り始めた。

　灰色の雲に覆われた空は、瞬く間に強い雨脚を都市にもたらす。普段ならば服や体が濡ぬれることなど頓着とんちゃくしないアイズであるが、流石さすがに横から殴り付けるような通り雨の中を押し進むことはためらわれた。

　既に野ざらしの様相を呈しながら、進行を断念して屋根の下に逃げ込む。

　髪からぽたぽたと滴る水滴と、ずぶ濡れになった服に不快感を示しながら、ぶすっとした顔で空を睨にらみつけた。

「──ぐぅあ～、参った参った！　雨が降るとは思っていたが、これほどとは！」

　その時、アイズが雨宿りをしている街路の軒下に入ってくる女がいた。

　褐色の肌に黒の短髪。お子様のアイズなど話にならないほどの体の凹凸を持っており、そのさらしに包まれた豊満な双丘は前がはだけた上着からばっちり覗のぞいている。

「主神様のもとに行かなくてはならないというのに……とんだ災難よ」

　何より目を引くのが、左眼を覆う漆黒の眼帯だった。

（ヒューマン……ううん、ハーフ？）

　纏う雰囲気と特徴から種族が判別できないアイズがつい視線をそそいでいると、脱いだ上着をしぼっていた女性はこちらに気が付いた。

「おっと、先客がいたか。しかもこれほどめんこい女子おなごとは。見苦しいところを見せてすまんな、小さくて気付かなんだ！」

「……小さくない」

　遠慮なく服を脱いで上半身さらし一枚となっている女性は、からからと笑った。あけすけな態度に思わずカチンと来たアイズは、初対面にもかかわらず反論してしまう。

「許せ、許せ！」と笑っていた女性は、「むぅ？」と眼帯をつけていない右眼を眇すがめ、じろじろとこちらを注視してくる。アイズがしかめっ面を浮かべそうになっていると、「おお！」と顔を輝かせた。

「金の髪と金の瞳、それにその生意気そうな無愛想ぶあいそう顔！　もしや、お主がガレスのところの小娘か！」

「！」

　アイズは目を見張った。

「ガレスを、知っているの……？」

「おうとも、契約を結んだ間柄よ。そうかそうか、お主がガレスの言っておったアイズ・ヴァレンシュタインか……」

　勝手に納得していた女は、自らも名を名乗った。

「手前の名は椿ツバキ。【ヘファイストス・ファミリア】の鍛冶師よ」

　二度目の驚愕きょうがくがアイズに訪れた。彼女の名前──椿ツバキの名ではなく、彼女が所属している派閥に対してだ。

「聞いておるぞ、お主の暴れっぷりは。何でもモンスターをわんさか殺して、『人形姫』と呼ばれているそうではないか。はははっ、確かに人形のように綺麗きれいではあるが──」

「お願い！」

「む？」

　顎あごを撫なでる椿ツバキの声を遮さえぎって、アイズは叫んでいた。

　首を傾かしげる鍛冶師スミスに向かって、求める。

「私に、剣を作ってほしい！」

【ヘファイストス・ファミリア】は現在の迷宮都市の中でも最大の鍛冶派閥。その名声は世界にも届いているほどだ。【[image: ]】のロゴタイプは、世間に無頓着なアイズでも見覚えがある。

　その鍛冶大派閥の一員である彼女に打ってもらう剣ならば。

　アイズは希望の眼差まなざしを向けた。

「ふぅむ……」

　それに対し、椿ツバキは右眼をすっと細めた。

「何故、手前に作ってほしいなどと言う？」

「す、すごい鍛冶師だと思うから……！」

「何故、剣つるぎが欲しい？」

「私の使う剣けんは、全部壊れてしまうから……だから、壊れない剣が欲しい……！」

　すっかり口下手になった言葉遣いで返答するアイズは、椿ツバキの視線に気付かない。

　やせ細った手足、ぼろぼろの肌、荒れた髪。少女の体を観察するその眼差しに。

「剣つるぎを手に入れて、どうする？」

「──強くなりたい」

　そして女の右眼は、最後にアイズの鬼気迫った瞳を見る。

　黒い炎に取りつかれた金の双眸そうぼうを。

　一瞬の空白の後。

　椿ツバキは、笑った。

「断る」

　驚きをあらわにするアイズに向かって、はっきりと告げた。

「お前なんぞに与えてやる武器などない」

「どうして……！」

「気が進まぬ」

「なっ」

「いや、気に食わん、と言った方が正しいか？　まぁ、諦あきらめよ。手前も含めて、職人なんていうものは気が乗らなければ動かん連中じゃ」

　曖昧あいまいな言葉で誤魔化し、依頼を受けない理由さえ語ってくれない椿ツバキに、アイズは食い下がろうとしたが、

「それに、壊れない剣が欲しい、だと？　おかしなことを言う」

　次の言葉を聞いて、時を止めてしまった。




「まだ折れておらぬ剣なら、そこにあるであろう？」




　椿ツバキは真まっ直すぐ、アイズのことを指差した。

「ぇ……」

　アイズは動けなくなった。

　突き出された指は、確かにアイズに向けられている。

　彼女は何を言っているのか。

　今のアイズは、剣はおろか剣帯すら身に着けていないというのに。

　剣なんて、どこにも……。

　いや。

　彼女が指差しているのは。

　彼女が見つめているのは──。

（──私？）

　直感でそれを察した瞬間。

　女は目を細め、唇を吊り上げた。

　今のアイズには、それが嘲笑にも見えた。

「お、雨が上がったな」

　立ちつくすアイズを他所よそに、雨が去った空を見て椿ツバキは喝采する。

「ではな、小娘。武器が欲しいというのなら、他ほかを当たれ」

　そう言って、女は去っていった。

　まるで鋭い刀剣のように、アイズの心を穿うがった刃の跡を残して。

　まだ折れていない剣？

　いつか、折れてしまう剣？

　私が、剣つるぎ……？

　椿ツバキが去った後も、アイズはその場から動くことができなかった。





[image: ]






「おお、やっと帰ってきおったな」

　空が闇やみに包まれる頃。

　うつむきながら本拠ホームに戻ってきたアイズを見つけ、ガレスは安堵あんどの息をついた。

「どこへ行っておった？　つい先程までリヴェリアと一緒に探しておったのだぞ」

「……」

「あまり心配を……アイズ？」

　普段とは異なる様子にガレスが声音を変えると、名を呼ばれたアイズはぴくりと肩を揺らした。

　顔を上げ、そこでようやくガレスの存在に気付く。

「ガレ、ス……」

「何かあったのか？」

「……眼帯の人に……椿ツバキさんに、会って……」

「なに？　椿ツバキに？」

　緩慢に頷うなずくアイズを見て、ガレスは何か感付いたように眉をひそめた。

「あやつに何か言われたのか？」

「……」

　閉じた唇を辛抱強く待っていると、ややあって、少女はか細い声で打ち明ける。

「あの人……私のことを、剣だって……」

「……」

「私が、剣だって……そう、言って……」

　語っているアイズ自身にも、何故こうまで自分が衝撃を受けているかわからなかった。

　ただ、あの時アイズを見つめていた眼差しが、笑みが、瞼まぶたの裏から離れないのだ。

　核心を射抜くあの言葉が。

　自分が剣？

　人ではなく、武器？

　壊れゆく定めにある、いつか折れてしまう剣？

　アイズは急に自分のことがわからなくなっていた。見失っていた。そんなことはないと否定できなかった椿ツバキの言葉が、心を揺り動かしている。

　心臓をかき鳴らす不安定な鼓動。

　今、アイズは鏡を見たくなかった。

　自分の姿とは違う、別のものが見えてしまうような気がして。

「まったく、あやつめ……面倒なことしか起こさん」

　そんなアイズを前に、ガレスは今日一番の重い溜息をついた。

『直接契約』を結び、性格を知りつくしている専属の鍛冶師に向かって、盛大な愚痴を飛ばす。

　ガレスは、まだ濡れている少女の体に声をかけた。

「アイズ、浴場で身を温めたら、儂の部屋に来い」

「……えっ？」

「リヴェリア達には儂から説明しといてやる」

　顔を上げるアイズにそれだけ言い渡し、ガレスはのっしのっしと館へと戻っていく。

　しばらくたたずんでいたアイズは、のろのろと動き出し、彼の言う通り浴場で冷え切った体を湯で洗った。手足の先までじんわりと温まった後、いつの間にか用意されていた部屋着に着替えたアイズは、散々迷った末にガレスの部屋に向かうことにした。

　いくつもの尖塔せんとうの集合体である館の真北、フィンの執務室の真下にガレスの私室はあった。

「おう、来たか」

　その部屋はリヴェリアの部屋と対照的だとアイズは思った。

　斧おのや大剣を始めとした大型の武器や盾がいくつも飾られており、どこか武骨さを感じる。部屋の隅に置かれた年季を感じさせる煤すすけた宝箱──大きな物入れにはつい視線が引き寄せられてしまった。ドワーフ用に脚の短さが調整された大きな机の上にはまるで絡繰からくりをいじるような器具が置かれている。リヴェリアほどではないにしても蔵書も多かった。魔石灯の代わりにあるのは、炭鉱で使われるような角灯だ。

　部屋の中でガレスは寝台ベッドに腰かけており、自身の得物である斧とアイズのものと思おぼしき短剣、そして手拭いや羊毛、ナイフなど小物を敷布シーツの上に広げている。

「ガレス、それは……」

「うむ。お主に、武器の手入れを教えてやる」

　いきなりそんなことを言われて、アイズは瞬きを繰り返してしまう。

　そんな彼女に構わず「ほれ、こっちへ来い」とガレスは手招いた。

　困惑してばかりのアイズだったが、促されるまま、ガレスの座る寝台ベッドに上がる。

　膝ひざを崩しながらちらちらと道具を物色するガレスを窺うかがっていると、ぐいっと手拭いと剣を押しつけられる。

「言われた通りにやってみろ。まずは剣の腹に沿って……」

「こ、こう？」

　言葉違わず始まる武器の手入れ。うろたえるアイズは思ったように上手うまくいかず、自分が不器用であることを再認識するが、今は他にやることもない。黙って作業に集中した。

　ガレスはやり方を教えたきり、黙々と自分の得物を拭ふき続けた。アイズが間違ったり、やり方がわからなくなると「こうじゃ」と言って大きな手でこちらの手を包み、言葉少なに教えてくれた。

　言動が豪快だと思っていた彼の手つきは、優しかった。

　不思議な時間だった。寡黙になったドワーフと、二人で一緒に武器を磨き続ける。

　もし祖父がいたら……こんな風になるのかもしれない。

　アイズの心の片隅がそんなことを囁ささやいていると、

「アイズ。武器はな、こうして入念に手入れをしてやらなくてはならん」

「……？」

　ガレスが口を開いた。

「モンスターの返り血を浴びて放っておけば錆さびてしまうし、塵ちりの一つでも付いておれば切れ味は鈍る。得物というものは頑丈そうで、その実じつ繊細な代物じゃ」

「……」

「『武器は使い手の半身』。こんな言葉もある。儂等の手で半身を労わってやらなくては」

「それが……なに？」

　顔を上げず、視線を斧に縫い付けたまま、ガレスは瞳を細めた。

「それは冒険者も同じよ」

「！」

　その言葉に。

　アイズは目を見開く。

「手もとの剣を見ろ。お主が前に使っていた得物じゃ。どこも傷だらけ……今のお主と一緒だ」

「……！」

「椿ツバキの言葉は、そういうことじゃ」

　アイズが理解を拒んでいた事柄が、手もとにある短剣と結びついて顕現する。

　ガレスの言う通り傷を残した短剣。刃毀こぼれも見受けられる。今も痛苦に喘いでいるアイズの『半身』。

　やせ細った己の手足や、傷跡を残す肌、傷んだ金の髪が、鋼色の剣身に重なって見えた。

「気をつかってやらなければ、磨すり減って、磨り減って、磨り減って……最後には砕けて、あっけなく折れてしまう」

「ぁ……」

「だがどうじゃ、しっかり手入れをしてやれば、ほれ、この通り。傷付いた武器も輝きを取り戻す」

　手入れを仕上げたガレスが片手で軽々と斧を掲げる。

　彼の言葉通り、傷付いた跡を残しながらも、武器は再び力強い光を放っていた。
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「折れるだけが武器の、剣つるぎの末路ではない。こうして再び輝くこともできれば、砕けちった破片を集めれば生まれ変わることもできる」

「ガレス……」

「だから、大切にしろ。武器も、お主自身も。それができて──初めて一端いっぱしの冒険者よ」

　アイズを見たガレスは皺しわを寄せて、にっ、と笑った。

　髭の中に埋もれたその笑みは、好々爺こうこうやのように愉快げで、優しかった。

　ぐしゃぐしゃと、頭へ少し乱暴に置かれた太い指は、温かかった。

　アイズは一瞬目めの奥が痺しびれたような気がしたが、すぐに気のせいだと言い聞かせた。そんなことある筈がないと。

　アイズは手もとの剣を見つめ、再びごしごしと磨き始める。

　ガレスの穏やかな眼差しに見守られながら、剣に輝きを宿していった。
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　その日から、アイズは夜になると剣の手入れをするようになった。

　与えられた塔の最上階の自室で、明かりもつけず、窓からそそぐ月明かりに照らされながら、寝る前に毎日欠かさずに。寝具ベッドの上で、傷付いた剣身をなぞりながら。

　強い武器が欲しいとも言わなくなった。ガレスが目利きをしてくれる得物を体の延長のように用い、苛烈な剣技と繊細な剣術を使い分けた。別れが来るその時まで付き合い、その度に何かを得たような気がした。

　朝食も、昼食も、夕食もきちんと食べるようになった。嫌いな人参にんじんも人形のような真顔で口に含み、後に苦しんだ。あまり交流のない先達の団員達は大食堂に居座るようになった少女に目を丸くした後、その光景にくっくっと笑みを堪えた。

「アイズ」

「リヴェリア……」

「その、なんだ……髪の手入れを、私にさせないか？」

「……うん」

　そして、髪にも櫛くしを。

　挙動不審に尋ねてきたリヴェリアは、アイズが頷くと驚き、やがて微笑ほほえみを見せ、自分の部屋でアイズの髪を整えた。

　最初のうちはアイズでもわかるほどおっかなびっくりで、「痛いっ」「が、我慢しろっ」なんて言葉が飛び交っていたが、日を重ねるにつれハイエルフの手つきは王宮での出来事──慕っていた従者との記憶を思い出すように優雅に、優しくなっていった。

　椅子いすに座ったアイズのすぐ後ろで、シュ、シュ、と鳴る優しい櫛の音。姿見にちらっと映ったリヴェリアの顔は今まで見たことがないほど穏やかだった。

「ねぇ……リヴェリア」

「なんだ、アイズ？」

「髪を、伸ばしてるの？」

「ん、ああ。私は髪かみが伸びるのが元々早くてな。迷宮の探索には邪魔だから、オラリオに来てからはすぐ切るようにしていたんだが……」

「……？」

「……ロキに、そういう立場の者は伸ばした方がいいと、そう唆そそのかされてな」

「『そういう立場』？」

「な、なんでもないっ」

　リヴェリアの翡翠ひすいの髪は背中まで伸び、髪留めで一つにまとめられるようになった。その金の髪留めを用意したのは、気紛きまぐれだと言ってはばからなかった金髪金眼の少女だった。

　アイズの方がまだ長いとはいえ、その後ろ姿は姉妹、あるいは母子ははこのように似るようになっていた。

「……」

「……」

「……」
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　櫛の音が聞こえてくる扉の隙間、ハイエルフの第一級冒険者にも気付かれないように部屋を覗くフィンとガレス、そしてロキは、顔を見交わし笑みを浮かべた。

　同時に、小人族パルゥムの首領は全てを了承したように深く頷くのだった。
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「アイズ。君に武器を作る」

　執務室に呼び出されたアイズは、そう告げられた。

　最初は何を言われたのかわからず、きょとんとしてしまう。

「なんじゃ、念願の特注品オーダーメイドだぞ？　もっと喜べ」

「……いいの？」

「ああ。今の君なら大丈夫だと、リヴェリア達と話し合ったよ」

　笑いかけてくるガレスとフィンから視点を移すと、二人の隣に並ぶリヴェリアは目を瞑つむりながらふっと笑みを落とした。

　実感が湧かないアイズを他所に、俄然がぜんテンションを上げるのはロキである。

「よっしゃあ！　アイズたんの処女特注品オーダーメイドや！　防具の時と同じくうちが手配して、そりゃあもうすんごいスペシャルブレードをッッ──!!」

「下級冒険者の武器だ、余計なことはするな」

　拳こぶしを天井に突き出すロキの意気込みは振り下ろされたリヴェリアの杖つえによってあえなく撃墜された。「ぐぉおおー!?」と頭を抱え転げ回る主神を他所に、その日は解散となった。

　しかし日が経たてば否いやが応でも気持ちが高まっていくことになる。

　ワクワクか、ドキドキなのかは判然としない。恐らくどっちもなのだろうが。

　武器を発注する職人達のもとに通うこと数回、寝具ベッドの中でギンギンと目を開くアイズは眠れない日々を過ごすようになった。

　そして、フィンの宣告からちょうど一週間後。

「来たか……」

　三つの鎚つちが重なり合うエンブレムが派閥の看板を飾る工房の中で待っていたのは、厳いかめしい面構えの老神だった。

【ゴブニュ・ファミリア】。知名度こそ一歩譲るが、その手がける武具は彼かの【ヘファイストス・ファミリア】に勝るとも劣らない質実剛健の鍛冶派閥。

　ロキ曰いわく「あのジジイに気に入られたなー」と言われているアイズは、緊張した面差しでゴブニュの後に付いていった。

　同伴しているリヴェリアとガレスに見守られながら、台座に置かれたその作品を受け取る。

「抜いてみろ」

「……はい」

　鞘さやから引き抜き、両手に持ったそれを掲げる。

　今まで使っていたものより長い剣身は、短剣のカテゴリといえど、今のアイズにとっては長剣と呼べる代物であった。剣身にはうっすらと波紋が走っており、滑らかな刃は確かめずともその切れ味のほどがわかる。

　薄うっすらと蒼あおみがかかった美しい剣に、リヴェリアやガレスは感嘆し、アイズは言葉も忘れて見惚みほれた。

「剣の銘は……《ソード・エール》」

「《ソード・エール》……」

　剣の名を呟くように唇で転がす。

　天井を衝く最初の愛剣ソード・エールは、その剣身を輝かせた。


















　さて、困ったゾ。

　アイズは心の中でそう思った。

　ぱちぱち、と火が弾はじけているのは暖炉の音だ。温まっている部屋が雨に濡ぬれてすっかり冷えていた体を抱き締めてくる。水浸しになった戦闘衣バトル・クロスと下着を脱いで裸になっているアイズは瑞々みずみずしい腕を手拭ぬぐいで拭ふきながら……ちらりと視線を横に向ける。

「あぁ、アイズさんって本当に綺麗きれいですね……私の持っている田舎っぽい服を着て頂くのが申し訳ないくらい。せめて、一番可愛かわいいものを用意させてもらいますね！」

　数多あまたの冒険者が放っておかないほどのアイズの美貌を見て、気立てのいい村娘が沢山の服を持って張り切っている。目を輝かせるその様子が後輩レフィーヤを彷彿ほうふつさせ、アイズはこのあと迎える己おのれの運命を悟ってしまった。

　いや、確かに目下の着せ替え人形になる流れも困るのだが、本題は今自分達が置かれている状況に対してだ。




　まさかの王国ラキアによる女神誘拐。

　それを受けて北門にいち早く集まった神々と【ファミリア】の代表が騒然となる中、アイズはヘスティアの救出を志願した。

　それには【ヘスティア・ファミリア】のベルも名乗りを上げた。現場指揮に居合わせたフィンやロキに認められ、たった二人の緊急の救出隊パーティが結成されたのである。

　直ちにオラリオを発ったアイズ達たちは、都市の真北に広がる『ベオル山地』にて王国ラキア軍を追い詰めたものの、交戦の中で囚とらわれていたヘスティアが谷間に突き落とされてしまった。誰だれよりも速く助けにいったベルの後を追う形でアイズも山道から崖下へ飛び降り──そして遭難してしまったというわけである。

　元々『ベオル山地』は天然の山城と形容されるほどの山々の集合体だ。『古代』に地上進出したモンスターの系譜まで棲息せいそくしており、凄すさまじい傾斜と悪路を有する『魔の山』は迷宮探索に慣れた冒険者もあっさりと迷い込ませる。降り出したこの豪雨も災いした。

　そんな中、遭難したアイズ達に手を差し伸べてくれたのが、『エダスの村』の住人だった。

「はい、これで決まりです！　私なんかよりとっても素敵です！」

「ありがとう、ございます……」

　着せ替え人形にさせられた時間は思ったより短かった。鮮やかな刺繡ししゅう入りの赤のロングスカートに白の中衣ブラウス、ボタンで留められた色付きの胴衣ベスト。まさに村娘、といった体ていだが冒険者用の戦闘衣バトル・クロスや装備品などよりよっぽど可愛らしく、着慣れない類たぐいの服ということもあってアイズはほんのり赤面してしまう。目の前にいるヒューマンの娘、リナは破顔した。

　谷底に落ちた挙句、モンスターに襲撃されていたアイズ達は、怪物の叫喚を聞き付けた『エダスの村』の住人に発見され、彼等らの村に案内された。そして村の中で最も大きい村長の邸宅に迎えられたのだ。

　このリナは村長の娘である。

「おお、冒険者様……着替えが済みましたか？」

「はい……色々、ありがとうございます」

　リナの部屋から廊下に出ると、ちょうど村長本人と出くわした。

　彼はカームといった。くすんだ色の白髪に少ない髭ひげ。高齢と言って差し支えない容貌で、杖つえをついている。娘のリナと同じヒューマンで、顔色はあまり良くない。病を患っているとアイズにはわかった。

　無理を押してアイズ達に色々気配りをしてくれた善人の村長は、着替えたその姿に、にっこりと微笑ほほえんだ。

「よく似合っておられます。まるで、女神様のようです」

「……ありがとう、ございます」

　照れてしまうアイズはもう何度めとも知れない感謝を口にすることしかできなかった。

　女神にも劣らないその美貌と、きらびやかな金の長髪をふと懐なつかしむように見ていたカームはささやかな微笑を落としたかと思うと、小さく顔を振った後、アイズに話しかけた。

「女神様……ヘスティア様は大事ないようです。奥の部屋で、ベルさんが看病しておられます」

「はい……」

「ベルさんにも伝えましたが、この家はどうか好きにお使いください。困ったことがありましたらリナ達にお声がけを。どうか遠慮なさらずに」

　カームの言葉にリナが笑いかけてくる。十分過ぎるくらい手厚く配慮してくれる村長一家にあらためて頭を下げ、アイズは二人と別れた。

　リナが寄り添って自室に連れていかれるカームとは真逆の、用意された広い客間に入室する。

「あ……アイズさん」

「具合は、どう……？」

「大丈夫です、今は眠っています……」

　暖炉が焚たかれた室内には、寝台ベッドで眠るヘスティア、そのすぐ側そばで寝顔を見守っているベルがいた。アイズは疲労が溜たまっているベルの調子についても尋ねたつもりなのだが、今の少年の瞳ひとみには女神しか映っていなかった。

　冒険者のアイズ達はともかく、『神の力アルカナム』を封印し一般人と大差ないヘスティアは衰弱していた。庇かばったベルのおかげで怪我けがはなかったものの、谷底の川に落ちた上に豪雨に晒さらされてしまった結果だ。

（うん……やっぱり、困ったな）

　ヘスティアの体調が回復するまで、この村を出発することはできない。

　遭難したと言ってもアイズ一人でオラリオに帰還するのは難しいことではない。見晴らしのいい場所に出て巨大都市の方角さえわかれば、少々乱暴な手を使ってでも下山できる。だが、この山にはまだ王国ラキア軍がいるのだ。

　アイズはともかく第二級冒険者ベルを袋叩だたきにするには十分な戦力が敵部隊にはあった。アイズがオラリオに助けを呼んでいる間にまたヘスティアを誘拐されて、では目も当てられない。

　ヘスティアをこの邸宅に運んだ後、アイズは単身偵察に赴いて交戦した山道を探ってきたが、敵部隊の姿はなかった。少なくともこの『エダスの村』に気付いているとは考えにくいが……万全を期して行動するなら三人一緒。先程ベルとも話してその方針でいくことを決めた。

　この悪天候もある。少なくとも数日は滞在することになるだろう。

「アイズさん、本当にすいません……迷惑をかけてしまって」

「大丈夫……それに、君のせいじゃない」

　巻き込んだことを詫わびるベルの謝罪もこれで三回目だった。アイズはふるふると顔を横に振った。

　ベルは申し訳なさそうに顔を上げると、そこでようやくアイズの村娘の格好に気付いたのか、目を軽く見張った。そして赤面したかと思うと慌あわててうつむいてしまう。

　自分ではなく何故なぜベルが照れるのか理解できなかったアイズは小首を傾かしげたが、ややあって窓の外を見た。

　激しい雨が降りしきる闇やみ夜を。

（ティオナ達に、レフィーヤ……心配してる、かな。ロキやフィン達にも迷惑をかけちゃう……）

　今は派閥を挙げて闇派閥イヴィルスへの対応に当たっている。【ロキ・ファミリア】の幹部である自分がオラリオを離れるわけにはいかなかったのだが……。

　仲間の顔を思い浮かべ、順々に謝罪を述べるアイズは、最後にハイエルフの彼女を思った。

（リヴェリアには……怒られそう）

　都市の外──家の外だからか、ふとそんなことを思う。

　帰宅が遅くなって母親に叱られる子供のような場違いの心境を、アイズは抱くのだった。
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　雨雲はしつこく『ベオル山地』を覆っていた。

　村に滞在して二日目。まだ降り続けている雨を、アイズは窓辺から眺める。

　今頃いまごろオラリオでは新たな捜索隊が組まれているかもしれない。と言っても、この天候では二次遭難の危険もあるので迂闊うかつに探し回れないだろうが。

　アイズも雨のせいで邸宅から外出はできていない。日課である素振りもできず残念がるアイズだったが、流石さすがに借りている家の中で剣を振るわけにはいかない。

　見れば雨除よけを着て出歩く者もちらほらといた。何か準備でもしているのか、祭具らしきものを抱えている。

「すいません、アイズさん。洗い物を手伝ってもらって」

「いえ……泊まらせて、もらってるので」

　すぐ隣からかかる声にアイズは意識を戻した。

　黒い髪を揺らしてリナが笑いかけている。今、洗い場に立っているアイズは彼女の手伝いをしていた。

　オラリオとは異なり豊富な魔石製品は山奥の村には配備されていない。普段は近場の泉から水を引いているそうだが、今回は桶おけに溜めた雨水を利用した。

「お話には聞いていましたけど、やっぱりオラリオの冒険者様はすごいんですね。谷底に落ちて怪我もなさらないで、しかもモンスターの群れを退治しちゃうなんて」

「んと……慣れているから？」

「あははっ。それじゃあ、オラリオにはアイズさんみたいな冒険者様が沢山いるんですね」

「リナさんは、オラリオには……？」

「行ったことはありません。村の外にもあまり出たことがないんです。興味はあるんですけど、父の世話があるので」

　リナは気立てがよく、気配りができる娘だった。何より可愛らしい。

　言葉数が少なくて表情に乏しい自分なんかよりずっと魅力的だと、頻しきりに話しかけてくれる彼女を前にアイズは思った。

　話を聞くところによると彼女は同年代らしい。だが、娘である彼女はカームと孫ほど年齢が離れている。気にはなったが、アイズは言及しなかった。

「この村は……ずっとここにあるんですか？」

「はい。何でも、『古代』に遡さかのぼるほど歴史があるそうで、もとはエルフの里だったらしいです」

　その話を聞いたアイズは驚いたが、合点もいった。峻厳しゅんげんな山嶺さんれいの奥深く、周囲を険しい絶壁で囲まれて存在も知られていない村は、まさに隠れ里だったのだ。

　この『エダスの村』は、いわゆる『世捨て人』が集う共同体らしい。

　現実に絶望したヒューマンや身の危険に晒された獣人、駆け落ちした異種族同士の恋人、世界に居場所をなくし、この『ベオル山地』に迷い込んだ人々を村の住人は昔から迎え入れてきた。それこそ迷宮都市から追われた野良の冒険者なんかもいたそうだ。今では村の半数以上が訳ありの者達の子孫であり、そのような背景もあってアイズ達たち遭難者や余所よそ者にも寛容なのだ。

　地図には載っていない、行き場を失った漂流者達のための村。

（私が……知らなかった世界……）

　オラリオで、迷宮で剣を振り続けていたアイズが触れることのなかった世界だ。戦うこととダンジョンのことを除いてしまえば、アイズには本当に知識も見識もないのである。いや、だからこそ小さい頃、リヴェリア達は色々なことをアイズに教えようとしてくれたのだろうが。

　ある日、リヴェリアは誘ってくれたことがある。

　一度オラリオを出て旅をしてみないか？　と。

　当時のアイズは力を得ることに躍起になっていて、断ってしまったが、今なら彼女の伝えたかったことがわかるような気がした。

　アイズは何も知らないのだ。この下界のことを──今の世界のことを。

「ありがとうございます、終わりました」

「他ほかに、なにか手伝えることがあったら……」

「じゃあ、女神様の様子を見にいってもらってもいいですか？　この雨で他にもやらなくてはいけないことがあって……」

　恐縮するリナの願いを快諾する。

　替えの手拭いと水を張った桶を持って、ヘスティアに宛がわれている部屋に向かった。

「あ……すいません、アイズさん。用意してもらって」

「ううん……これ」

　昨日と同じく寝台ベッドの側に椅子いすを用意して座っていたベルが振り向く。

　言葉少なに平たい桶を渡すと、少年は布を水に浸つけて絞ってから、ヘスティアの額に載っているものと交換した。水差しの交換なども自発的に行う。眷族けんぞくを差し置いて他派閥の主神の世話を焼くことは流石にできなかったのでアイズは見ていることしかできなかったが、ベルは手慣れているように見えた。

　つい最近まで神と二人きりの弱小派閥だった経緯、あるいは彼の生まれと育ちがうっすらと窺うかがえるような気がした。女神ヘスティア以外にも、彼には面倒を見る、あるいは見てもらう家族がいたのかもしれない。

「うぅん……」

「あ、神様。大丈夫ですか？　なにか要るものはありますか？」

　と、そこでヘスティアが瞼まぶたを開けた。

　身を乗り出して尋ねるベルに「大丈夫だよ、ありがとう……」と告げると、彼女は青みのかかった目をアイズに向けた。

「ごめんよ、ヴァレン何某なにがし君……色々と、迷惑をかけて」

「いえ……」

「あとは……ありがとう。ボクもベル君も、助かったよ」

　女神は真摯に謝罪と感謝をしてきた。若干熱ねつに浮かされながら、けれど笑みを浮かべて。

　何故か会う度に注意やら警告をされているような気がするが、やはり彼女は神格者じんかくしゃであると、アイズは思った。純朴な少年とも合わせて、いい【ファミリア】だと。

「ごめんよ、ベル君……寝ていていいかい？」

「はい、勿論もちろんです。ゆっくり、休んでください」

　ヘスティアは倦怠けんたい感を滲にじませ、申し訳なさそうに目を瞑つむった。それにベルは優しい表情で頷うなずき、毛布を掛け直す。

　その優しげな手付きを見て、アイズは唐突にリヴェリアのことを思った。

　もう思い出せないが、自分達にもこんな一幕があったかもしれない、と。

「大分、良くなったね……」

「はい……カームさん達や、アイズさんのおかげです」

　小さいテーブルの上には空の皿がある。今朝けさ出されたお粥かゆは食べられたらしい。口調もはっきりしていたし、本調子ではないものの一晩休んで回復したようだ。

　うっすらと汗をかいている、あとで自分かリナが体を拭いてあげた方がいいかもしれない、そこまで考えたアイズは、視線をベルに移した。

「ベルは……休んでるの？」

　少年は昨日と変わらない位置で、変わらない姿勢で女神を看病し続けている。

　この部屋からもほとんど出ていない。その横顔に疲労の影は薄かったが、昨晩はずっと起きていたことがわかった。

「へっちゃらです。僕、これでもＬｖ．３になったんですよ、アイズさん」

　確かに昇格ランクアップした冒険者は常人より遥はるかに強靭きょうじんになる。心身を削られる迷宮内ならばともかく、一度や二度の徹夜などわけはない。……が、無理を通す理由にもならない。

　冗談めかして笑いかけてくるベルに、アイズは静かな声で訴えた。

「でも、休まなきゃ。昨日……山を走り回ったし」

「……」

「ヘスティア様も……望んで、いないと思う」

　口下手な唇を歯痒はがゆく思いながら、何とか伝える。最後の言葉は眠っている女神の夢の中に届かないよう、声をひそめて。

　ベルは、笑みを消して目を伏せた。

「でも、僕のせいで神様にも、アイズさんにも迷惑がかかって……」

　目を閉じる女神に深紅ルベライトの瞳を向けながら、言葉を落とす。

　その心優しさと謙虚さは、ベルの美徳なのだろうとアイズは思う。だが一方で彼は酷ひどく内罰的でもある。

　君のせいじゃない、と昨夜も告げたが、少年は未いまだ自責の念に駆られていた。

「もとはといえば、僕が神様と喧嘩けんかしたから……あれがなかったら、神様も誘拐なんてされずに……」

　と、そこで思ってもみなかった単語が少年の口から落ちた。

「喧嘩……？　君と、ヘスティア様が？」

「あ、い、いえっ、喧嘩ってわけじゃないんですけどっ……とにかく、色々あって……」

　アイズが純粋に驚いていると、ベルの声は慌てふためき、最後に尻しりすぼみになった。

　女神に限らず、この温厚な少年が誰かと喧嘩している光景なんて簡単に想像できない。人の機微に疎うといアイズでも、何かあったのだと察した。

　先程よりずっとばつが悪そうなベルの横顔をじーと眺めていたアイズは……意を決して、椅子を少年の真隣に運び、腰を下ろした。

「ア、アイズさん……？」

「……」

「あ、あの……」

「……お話」

「えっ？」

「お話を、しようか」

　壊滅的な言語能力を駆使して意図を伝えるアイズに、ベルがぎょっとする。

「悩みがあるんだったら……聞く、よ？」

　詰まるところアイズはベルの相談に乗ろうとしていた。

　普段ならばこんなことはできないのだが、最近昔むかしの出来事をよく思い出すようになったせいか、自分もリヴェリア達のように少年ベルを導きたいと思ったのだ。少なくとも、彼はアイズが戦い方を叩き込んだ教え子でもあるのだし。

　それに女子力かわいさも全滅しているとはいえ、アイズもヘスティアと同じ女性だ。何か力になれる筈はず。心の中の幼女アイズも、すちゃっと眼鏡めがねをかけて俄然がぜん乗り気であった。

　そんな心持ちを秘めるアイズがきりっとした眼差まなざしを向けると──ベルは気まずそうに乗り気ではない表情を浮かべていた。

「いや、えっと……何があったかは、あまり話したくないかなって……その……」

　そしてその言葉に、アイズはちょっぴり、カチンときてしまった。

　余程言いにくい、あるいは相談しにくいことなのだろう。だがアイズはベルの左右に泳ぐ目を見て感じるものがあった。なにか、そう、この話題は難しくて超繊細デリケートだから、貴方アイズに話すのはちょっと……そんな意思を感じるのだ。これは憶測に過ぎないが、例えば目の前にいるのが神々であったならベルは恐らく相談した筈である。

　──つまりは役者不足!!

　アイズにもある自尊心が傷付いた。

　というか、目の前の少年にだけはそう思われるのが嫌だった。我慢できなかった。

　それは少年の前では背伸びをしていたいという見栄みえであり、年上の少女の一種の心プライドであったのかもしれない。心の中で眼鏡をかけた幼女アイズも『むぎゃー！』と諸手もろてを振り上げて叫んでいる。

　アイズの人形然としている表情に、強情な感情が宿る。

「……ベル」

「は、はい？」

「私は君に、戦い方を、教えた」

「は、はい」


「だから私は……その……つまり……君の………………先生」



　激しい逡巡しゅんじゅんと気恥ずかしさを振り払って、アイズは何とかその言葉を口にした。

　教師などという職業など柄ではないことは誰よりも理解しているが、今この時だけは、この相手にだけはそう主張したかった。自分もリヴェリア達のようになれるのだと。

　脳裏に去来するのは自分を諭してきたリヴェリアやフィン、ガレスとの追憶だ。

　頰ほおを若干赤らめながら、アイズは精一杯豪語してみせた。

　だが、

「せん、せい……？」

　少年は、果てしないほど不可思議そうなものを見る目をしていた。

　頰を引きつらせながら。

　アイズ──切れる。

「……なに？」

「あ、いえっ、別に……」

「なにか言いたいことがあるなら、言って」

「ア、アイズさんっ、怒ってますっ？」

「怒ってない」

　噓うそである。

　めちゃくちゃ怒っている。

　アイズは己の眉まゆが逆立っていることに気付かない。今にも頰を膨らませそうな勢いだった。

　椅子から身を乗り出して、ベルににじり寄り始めた。

「話して」

「え、いやっ、あの……!?」

「話して」

「む……無理ですっ」

「なんでっ」

「今のアイズさんには絶対に無理ですぅ!?」

　金の瞳の中で燃え盛る危うい炎に、ベルはとうとう泣き叫ぶ。

　この──不良生徒!!

　アイズはこの時、リヴェリアの苦労がわかったような気がした。時を超えて九年前の彼女とガッシリ握手できるような気が。

　これが問題児にものを教えるということなのだと！

「話して」

「アイズさんっ、アイズさぁんっ!?」

「はなして」

「近い近い近いぃ!?」

「は・な・し・て」

「だ、誰かぁー!?　助けてええええええ!?」

　目と鼻の先にまで迫ったアイズの顔に、真まっ赤かになって助けを求めるベル。

　そんな少年の両肩をアイズは素早く摑つかんだ。第一級冒険者からは逃げられない。

　ベルの顔が限界を超えて紅潮する。

「ううん、うるさいなぁ──ってなんじゃこりゃぁああああああああああああああああ!?」

　瞼をむずむずと動かして起きたヘスティアは、眼前で繰り広げられているベルとアイズの攻防を目にして咆哮ほうこうする。

「な、何をしているんだッ君達はァ!?　ヴァレン何某君っ、ベル君から離れろぉおおおお!!」

　女神の瞳にはアイズとベルが顔を寄せてまさに口付けしようとしているように見えた。気分はさながら浮気うわき現場を目撃した妻である。

　興奮する女神は体調のことなどブン投げて跳ね起きようとした。

　が、必死に抵抗するベルが身をよじった拍子に──ずるっ、と。

「「あ」」

　アイズとベルの声が重なる。

　あたかもアイズがベルを押し倒すような格好で、今まさに飛び起きようとしたヘスティア目がけ盛大に倒れ込んだ。

「ぐあぁあああああああああああああああああああああああああああああ!?」


「かっ、神様ぁぁぁぁぁぁ!?」



　ベルとアイズののしかかりが腹に直撃する。

　村長の邸宅に、女神の絶叫が響き渡るのだった。
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「ベルさん、アイズさん……もう少し女神様を労いたわってあげてください……」

　カームは重苦しい口調で告げる。あとは非常に気の毒そうに。

　アイズとベルは申し訳なさそうに身を縮めた。

　夕飯の席である。あの一騒動の後、アイズ達は食堂に足を運んでいた。今の少年少女が部屋に残ると女神の精神上、非常によろしくないからである。

　ヘスティアは当初「ヴァレン何某を呼べー！」と暴れ回っていたが、そのような無理が続く筈もなく、今では困憊グロッキー状態だ。ぜぇぜぇと疲れ切って大人しく寝台ベッドに沈んでいる。

「お父さん、アイズさん達も反省しているようですし、その辺りで。さぁ、ご飯にしましょう」

　リナの声で夕餉ゆうげが始まった。テーブルに並べられるのは山草や川で釣れた魚などを主にした料理だ。

　食卓を囲むのはアイズとベル、カームとリナを入れて七人。この邸宅にはリナ以外にもカームの三人の息子がいた。リナよりみな年上で、エルフや獣人の半亜人ハーフだった。

　彼等はリナと同じで明るく丁寧で、食卓を賑にぎやかなものに変えていた。

「あ、あのアイズさん、さっきは……」

　左隣に座っているベルがおずおずと謝ろうとしてくるが、臍へそを曲げているアイズはぷいっとそっぽを向いた。がぁーん、とベルがこの世に絶望するような表情を浮かべる。そんな二人を見て、リナやカーム達はクスクスと笑った。

「私、アイズさんのことは最初人形にんぎょうのような方だと思っていましたけど……ベルさんの前ではそんな顔もされるんですね」

「……？」

　アイズの正面、カームの隣に座るリナが微笑んでくる。

　そんな顔？　とアイズは首を傾げるだけで、リナが何を言いたいのかよくわからなかった。衝撃ショックを受けて激しく項垂うなだれているベルにはもとから届いていない。

「まぁまぁベルさん、一献いっこんどうですか。蔵から出して来たとっておきの酒です、こういう時は飲むに限ります」

「あ、えっと、僕はお酒はあんまり……」

「ちょっと、兄さん。ベルさんが困っているでしょう」

　アイズの右隣に座っている獣人の半亜人ハーフが木の杯にそそいだ酒をベルに勧める。それにリナが怒り、肩を竦すくめる息子はまだ一口も減っていない酒を可哀相かわいそうだとばかりに自分のもとへ置き戻した。

　自分を挟んで行われるやり取りを眺めながら、アイズは少年のことを一瞥いちべつする。

　どうしよう、大人げなかったかもしれない、仲直りしたいけど、でもまだちょっと怒っているし……そんな声が胸の中で浮かんでは消える。心の中の幼女アイズだけが猛牛ミノタウロスの仮面を被かぶってご立腹している。

　ベルもこちらのことをちらちらと窺っているのがわかった。非常に気まずいものを覚えながら、あれこれと考え事に没頭するアイズは側にあった杯を手に取る。

　自分のものではなく、側に置かれていたカームの息子の杯を。

　そして口付けした瞬間、







　アイズの意識は暗転した。







　直後──ばしゃり!!　と。

「っっ？」

　顔を叩く水の感触に、目を白黒させる。

　何が起こったのか全くわからないアイズは、びしょ濡れになった顔と服を認め、ようやく水を思いっ切りかけられたのだと理解した。目の前には盛大に肩で息をしているリナが、空っぽの桶を持っている。

　……水を浴びせられた？　どうして？

　そんな疑問を抱いたアイズだったが──それはすぐに驚倒に取って代わる。

「なっ──ベル!?」

　なんと、ボロクソになった少年が、虫の息となって床に沈んでいたからである。

　ベルだけではない。食堂のテーブルと椅子は派手にひっくり返り、その光景は嵐あらしが過ぎ去ったかのごとくである。アイズは激しい混乱に陥おちいった。

　これは一体！

　僅わずか一瞬で！

　何が起こったのか!?


　壁際には料理の皿を持った息子達が青ざめた顔でたたずんでいる。付近の床では腰を抜かしたカームの口から見えざる魂が天に昇ろうとしており「親父おやじッ、親父ぃぃぃッ!?」と息子の一人が泣き叫びながら気付けを行っていた。大惨事である。



　これは、まさか──。

「敵襲……!?」

　そんなっ、気配は感じなかったのにっ、信じられない！

　アイズは戦慄せんりつしながら素早く身構えた。何故か右手に持っていた『血まみれの木の棒』を構え、ばっ、ばっ、と何度も体の向きを変える。


「ぁ、ぁぃず、さっ…………ぐぅぅ」



　ド真剣シリアスな表情に汗を伝わせるアイズの足もとで、ベルが潰つぶれた兎うさぎのような呻うめき声を上げる。

　彼の右手には漆黒のナイフが握られていた。襲撃者に対し必死に抵抗したのだろう。しかし敵は少年を容赦ようしゃなくしこたま打ち据えてボッコボコにしたのである。

　何と惨むごい所業か!!　アイズ激怒ゲキオコである！

（刺客は第二級冒険者ベルをボコボコにできる相手……！）

　一気に警戒度をはね上げるアイズ。恐れをなしたのかこちらには手を出していないようだが、決して油断できない。鋭い眼差しを痛いほど静まり返った食堂に巡らせる。

　警戒に忙しいアイズは、気が付かなかった。

　床に散乱してぶちまけられた木製の杯の中身に。

　自分が誤って口付けた杯から上る、酒の香りに。

　周囲の者の戦々恐々とした眼差しが、自分自身に注そそがれていることに、全く気付かない。

「……アイズさんは、ベルさんのことを見ていてあげてください」

「でも、敵が……！」

　肩で息をしていたリナが、どっと疲労を覗のぞかせながら口を開いた。

　とても痛ましい目でベルを一瞥した彼女は、力なく顔を横に振る。

「いえ、いいですから。というかお願いしますから妙な真似まねをしないでください。特に床にこぼれているお酒には決して触れないでください」

「でもっ」

「い・い・で・す・か・ら」

「は、はい」

　食い下がろうとしたアイズだが、眼前まで迫ったリナの凄すごみに顔を縦に振っていた。

　リナと息子達が悲しい事件でしたというばかりの表情で片付けを始める。アイズは気が気ではなかったが、彼女の警戒する襲撃者は決して現れなかった。カームも「はっ」と目覚めてことなきを得る。

　アイズは何故か気まずくなり、言われた通りベルの手当てに当たる。このような事態になっては子供っぽい癇癪かんしゃくなど既に些事さじだ。全てを水に流して献身する。

　回復薬ポーションで傷を全て癒いやした後、何となく寂さびしいので少年を膝枕ひざまくらするアイズ。

　なでなでと撫なでられる白髪。

　理由は定かではないが、少年は今ばかりはとても苦しそうに呻くのだった。


（見えない敵が、いるかもしれない……私が、ベル達を守らなきゃ……！）



　まだ手の中にある木の棒を握り締め、決意に満ちる。

　アイズはこの日以降、雨が止やんでも邸宅から一歩も出ず、ベル達の『警護』を行うのだった。

　そしてリナ達は、何故か決してアイズを酒類に近付けさせまいとするのであった。


















　アイズが【ロキ・ファミリア】に入団を果たしたこの時代、オラリオは『暗黒期』にあった。

　世界の悲願である『三大冒険者依頼クエスト』の失敗、最強と名高かった二大【ファミリア】の凋落ちょうらくが全ての原因であった。オラリオに潜在していた『悪』は台頭を果たし、『世界の中心』と呼ばれている迷宮都市に秩序の破壊をもたらしたのだ。

　その中でも第一党の勢力が、『闇派閥イヴィルス』。

「ふはははははははははっ!!　やれっ、都市に混沌こんとんをもたらすのだ！」

　太陽が出る日中にもかかわらず打ち上がる爆発音と悲鳴、そして男の哄笑こうしょう。

　半壊した建物の屋上、眼下の抗争もかくやといった光景を見下ろしているのはヒューマンの男だった。『闇派閥イヴィルス』の幹部であり、【白髪鬼ヴェンデッタ】の二つ名を持つ賞金首、オリヴァス・アクトの歓喜が声高に響いていく。

「ちッ、オリヴァスの野郎、派手におっ始めやがって……てめぇ等らァ！　こっちも負けてらんねぇぞ～！　他派閥よその連中に後れをとるんじゃねぇ！」

　彼方かなたより上がる煙を見て、同じく『闇派閥イヴィルス』幹部筆頭にして【殺帝アラクニア】の異名を持つ女、ヴァレッタ・グレーデは舌打ちの後に凄絶な笑みを浮かべた。

『ギルド』傘下の【ファミリア】の本拠ホーム、並びに商会の物資を狙ねらった強襲の指揮をしている彼女は、空に上る煙と火の手、逃げ惑う街の住人、血と火花を呼ぶ鋭い剣戟けんげきに愉悦の笑みをこぼしながら叫んだ。

「そらァ！　さっさと来い、『ギルド』の犬ども！　早く来やがれ、フィ～ン!!　今日も面白おもしれぇ宴うたげを始めんぞォ！」

　これがこの時代のオラリオ。これがこの時の日常の光景。

　治安の悪化の一途を辿たどる混沌の時代に、正義に与くみする冒険者達たちと『悪』の戦いは日夜繰り広げられていた。
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「団員は正門前に集まれ！　僕、リヴェリア、ガレス、三つの隊に分ける！」

　館が無数の足音に包まれている中、フィンの指示が飛ぶ。

　闇派閥イヴィルスの事件を受け、誰だれもが足早に行動している光景を脇に、アイズはフィン達のもとに駆け寄った。

「私も、行く！」

「駄目だ、ここにいろ。お前にはまだ早い」

　彼女の申し出をリヴェリアは強い語気ではねのけた。

　モンスターとは異なる対人戦、人と人との殺し合いにも発展する恐れがある。少女がまだ知らなくていい戦場に、リヴェリア達は決して連れていこうとはしなかった。

　入団して八ヵ月。アイズは事実上の戦力外通告を受け、居残り組の団員とともに館に待機を言い渡されている。

「なに、さっさと終わらせて帰ってくるわい。安心しておれ」

「じゃあロキ、後は頼んだ」

「ん、いってきぃ。頑張ってな」

　ロキに留守を任し、フィン達は出発した。

「さて、フィン達は行ってもうたけど、アイズたん何する？　たまには子供らしく、うちとお医者さんごっこでもするか!?　ハァハァ」

「……庭で、素振りする」

「ありゃりゃ、振られてもうた」

「あと、変な呼び方をしないで」

　フィン達といる時は──特にリヴェリアといる時は──感情的になってしまうとはいえ、普段のアイズの表情は人形のそれであった。感情に乏しい顔で、変態的な神をにべもなくあしらい背を向ける。

　しかしロキは彼女の心の内を見抜いていた。

　本人も気付いていないほどの、仲間外れにされる疎外感。いじけた子供のような不満と寂さびしさが、その小さな背中から滲にじんでいることを。




　翌日。

　アイズはその日も中庭で剣を振っていた。

　青空が広がる昼下がり、愛剣《ソード・エール》をもって空間を切り裂いていく。

【ゴブニュ・ファミリア】が打った専用装備オーダーメイドはアイズの手によく馴染なじんだ。武器素材には海外原産の『ダマスカス』。波紋鋼とも呼ばれ、その字面の通りうっすらと剣身にも波紋が浮かんでいる。鉄よりも硬く強靭きょうじんな刃は何度モンスターを斬っても刃毀こぼれ一つしない。多少の重さはあるものの、その威力は冒険者の重装すら容易たやすく貫けるだろう。

　鍛冶神ゴブニュが課した重量のある業物に振り回されぬよう、アイズは何度もこの剣を振るった。

　フィン達はまだ帰ってこない。予定されていた模擬戦の代わりに、仮想の敵に向かって何度も斬り結ぶ。アイズは雑念を振り払うように、虚空に向かって剣技を繰り出した。

「……」

　中庭へと足を運んでいたロキは、木陰のもと、その光景を眺めていた。

　幼い少女には不釣り合いな鋭い斬撃。けれど美しくもある剣の調べ。

　冴さえ冴ざえとした剣技は、巷ちまたで騒がれている『人形姫』の所以ゆえんを物語るものだった。まだ乱暴ではあるが、上級冒険者達が目を見張るほどの『技』を金髪金眼の少女は放つ時がある。

「……ロキ？」

　体力が底をついたのか、肩で息をするアイズは剣を止め、ようやくロキの存在に気付いた。

　真顔で見守っていたロキは、ややあって笑みを浮かべ、「お疲れちゃーん」と言って手拭ぬぐいを渡す。

「なぁアイズ、自分、誰かに剣を教えてもらったこと、あるんか？」

「……？」

「フィン達がなぁ、アイズの腕を褒めとったで。教えてもいないのに、見たこともない剣技を使う時があるって」

「剣技……」

「うちも今、ちょい見とれてたわー」

　笑いながら褒めてくるロキを前に、アイズは剣と己おのれの手を見下ろした。

　ここまでがむしゃらにやって来て、意識したこともなかった。鍛錬の手ほどきを行うフィンとガレスも感嘆するほどの剣技……それが自分にはある？

　脳裏に思い浮かぶのは、勇ましく、憧あこがれていた父親の姿だった。

　今のアイズと同じように、黙々と剣を振っていた一人の剣士。

　幼いアイズが夢見ていた、英雄。

「事件の方、ケリついたらしいでー。後始末あるらしいけど、リヴェリア達、夕方には帰ってくるらしいわ」

　思考に沈んでいたアイズに、ロキはこの場所へ赴いた用件を伝えた。

　街の方から来た伝令をそのまま報しらせた主神は、にんまりと笑う。

「良かったなー、リヴェリア達が無事で」

「……別に、心配なんてしてない」

「おっ？　なんやなんや、やっぱり連れてってもらえないで不貞ふて腐くされとるのかー？」

「そんなこと、ないっ」

　ロキのからかうような声音にアイズはぷいっと顔を背ける。

　そのまま鍛錬に戻ろうとする少女を、ロキは苦笑しながら呼び止めた。

　昨日から臍へそを曲げてしまっている子供を、あやすように。

「アイズたん、たまには気分転換せんか？　うちとお出かけしようや」




　鞘さやに納めた《ソード・エール》を背負う。

　まだ小柄なアイズでは腰に剣を差せば引きずってしまうため、剣帯は肩から斜めがけしていた。護衛を務めることとなったアイズが準備を済ませると、「ほな、行こうかー」とロキは気の抜けた声で出発した。

「どうして、私を連れていくの？」

「ん、アイズたん放っておくと、ずっと戦いまくるからなぁ。誰かが気を抜いてやらんと、一生休まなそうやなーって」

「リヴェリア達に言われて、休みも取ってる」

　あと変な呼び方しないで、と再三警告しても、ロキはどこ吹く風で言葉を続けた。

「一応、目的地は東のメインストリートやけど、適当にブラブラ歩こー」

　計画性のない神に誘われ、大通りではなく何本もの街路を気ままに歩いていく。いくら怒っても「アイズたん」の呼び方は変わらなかったので、アイズはこの頃ころになると諦あきらめていた。

　よく立ち寄る『冒険者通り』とは異なる市井の道。ゆるやかに馬車が走る脇で果物や雑貨が売買されている。しかしそんな中でも、アイズが驚いたのは向かう先々で崩れ落ちた建物や損壊した通りが見受けられたことだ。

　アイズはオラリオの状況がどうなっているのか、はっきりと把握していない。

　ダンジョン探索を許されるようになった彼女の移動範囲は本拠ホームから摩天楼施設バベルのある中央広場セントラルパークのみ。館とダンジョンしか往復しない彼女が都市の趨勢すうせいを詳しく把握できよう筈はずもなかった。ただ、こうして普段と違う道のりで、意識を周囲に向ければわかる。人々の顔がどこか暗然としているのが。

「昨日も事件があったしなぁ。子供達はまた騒ぎが起こるんじゃないかって、怯おびえとるんや」

　ロキの言うとおりどこか気が張っている住人の他ほかにも、巡回パトロールしているギルド職員や冒険者の姿もあった。剣と翼のエンブレムを身に着けた赤髪の少女や覆面の冒険者、「ふはははァー！　回復薬ポーションをくれてやるぞォー！」と何故なぜか居丈高に道具アイテムを配り回る老神ろうじん、他にも眷族けんぞくとともに怪我けが人を手当てする端麗な長髪の男神など、種族に垣根がない者達が行く先々にいた。

　視線を巡らせるアイズが、これら全てが街中で不意に起きる抗争や事件──『悪』の台頭が招いた事柄なのだと察する。これが、リヴェリア達が戦っている闇派閥イヴィルスの仕業なのだと。

　ロキの話によれば、今の情勢を受けてオラリオから離れようとする者も少なくないらしい。

「何で……人同士で争っているの？」

　ぽつり、と落とされたアイズの呟つぶやきに、ロキはすぐに答えなかった。

　頭の後ろで手を組みながら、青空を見上げた後、口を開く。

「神々うちらのせいも大いにあるとは思うけど……これも子供達の本質かもなぁ」

「本質……？」

「創造と破壊、秩序と混沌。暴力っていう一面も、子供達の否定できない本能っちゅうことや」

「……」

　アイズは黙りこくる。自分が戦おうとする動機もその一面に含まれるのではないか、根源は一緒なのではないか、そう思ったからだ。

「ま、それでもみんな明るい明日ってやつを望んで、色々頑張ってるんやけどな」

「……？」

「たとえば、ほれ、あれや」

　ロキが指差す先に建っていたのは、一つの屋台だった。

　女性の店員が切り盛りしており、香ばしい芋の香りが漂ってくる。看板には共通語コイネーで『ジャガ丸くん』と、そう綴つづられていた。

「『美味おいしいものを食べさせて、みんなを笑顔にさせよう！』『都市を潤す元気の塊、ジャガ丸くん！』　……そんな謳うたい文句やったはず」

「ジャガ丸くん……？」

「最近できたばっかりみたいでな、アイズたん知らんかったやろう？」

　ちょっと食べてこー、という彼女に引き連れられ、アイズは屋台を訪れた。

　ロキが注文すればすぐに二つ分の芋が出てきた。「サンキューな」とにこやかに金貨を弾はじいて会計したロキから手渡され、アイズはまじまじとそれを見た。

　どうやら潰つぶした芋に衣をつけて揚げたもののようだ。揚げたてなのか熱々で、油と芋の匂においがアイズの鼻をくすぐる。

　興味深げに見ていたアイズは、ぱくり、と一口かじる。

「──!!」

　次の瞬間、アイズに衝撃が走る。

　口の中に広がる芋と油の旨味うまみ。目を見開く少女は一瞬でその味の虜とりことなった。

　これが、アイズとジャガ丸くんの出会いだった。




「アイズたん、気にいったん……？」

　気が付けば、三個目のジャガ丸くんをロキに購入させていた。

　両手で包装紙を摑つかみ、はむはむ、と一心不乱に食べる。といっても、小振りな唇がかじりつく様は精々栗鼠リスがいいところであったが。

　ロキももう一つ買って図らずも食べ歩きになる中、二人は中央広場セントラルパークに出た。

　ここはいつも通っているから知っている。ジャガ丸くんを食べ終えたアイズが見慣れた景色に視線を飛ばしていると、


「──俺おれがっ、ガネェェェェェェェェェェェェェシャ!!　だッッ！」



「!?」

　度肝を抜く肉声が轟とどろいてきた。

　平和な昼下がりをブチ壊す大音声にアイズが慌あわてながら振り向くと、広場の東には人だかりができていた。その中心には馬車よりずっと大きい乗り物の上で、謎なぞの姿勢ポーズを決める象面の不審神物じんぶつがいた。しかし不思議なもので、豪華に飾り付けられた乗り物の上で彼が奇行を行う度に群衆から歓声が上がる。

　果てしなく困惑するアイズの方が挙動不審になってしまった。

「ガネーシャのアホ……怯えている子等こらを元気付けるためだけに、山車ラタなんて買いおったのか……いくらするんや、アレ」

　ほんまアホやろアイツ、と呟くロキの視線の先では、山車ラタを引く眷族達が涙を流しながらもはや達観したイイ笑みを浮かべていた。【ファミリア】の貯金、というか有り金をはたいて購入したのは想像に難くない。

「あれは……なに？　モンスター、なの？」

「アイズたん駄目や、その剣けん早くしまうんや。あれでも憲兵やから、連行されるから」

　気持ちわからんでもないけど、とロキは抜剣して身構えるアイズを必死になだめる。『未知』の光景を前に少女は正まさしく混乱していた。

　一柱の神を乗せた山車ラタは『バベル』を中心に広場を周回していた。未いまだに混乱から抜け出せないでいると、ややあって人だかりごと移動してアイズとロキのもとまでやって来る。


「俺がガネーシャだぁぁぁぁぁ!!　──むっ!?」



　数えて二十七回目の自己紹介を行った時、象神がこちらの存在に気付き、なんと跳躍した。

「とうっ！」

「!?」

　奇怪な神物じんぶつ、もとい男神ガネーシャは群衆のざわめきを集めながら、アイズ達の目の前に着地する。

「ロキ！　昨日の働きはご苦労だった！　事件解決に協力して頂いて、ガネーシャ大歓喜！　礼を言わせてくれ！」

「それはうちやなくてフィン達に言えや。あと、暑苦しいからどっか行け。アイズたんが怯えとる」

「おおっ、お前が噂うわさの『人形姫』か！」

　やたらとテンションが高いガネーシャはアイズを見た。

　引き締まった全身の筋肉に浅黒い肌。極めつきは顔を覆う象の仮面。無駄に暑苦しいガネーシャは硬直するアイズに親指を上げ、笑みを浮かべた。

「俺は、ガネーシャだ！　よろしく頼む！」

「……」

　口を半開きにするアイズの返事も待たず、ガネーシャは「とうっ！」と言って再び山車ラタの上に躍り出る。

　今度は都市南の繁華街に移動していく神ガネーシャの一団は、結局何も理解できなかったアイズの前から嵐あらしのように去っていった。

「アイズた～ん、そろそろ行くで～」

「はっ。……う、うん」

　正気に戻ったアイズはロキの声に再起動し、中央広場セントラルパークを移動し始めるが、

「あら……ロキじゃない？」

「まぁ、本当。お久しぶり」

「おおっ？　ファイたん！　それにデメテル！」

　摩天楼施設バベルから出てきた二柱の女神と、ばったり出くわした。

　無論アイズにとっては初めて見る神だ。一方は紅くれないの髪、もう一方はふわふわとした蜂蜜色の髪。前者は右眼を覆う大きな眼帯、後者は驚倒するほどのふくよかな胸が特徴だった。

「二人とも何やっとるん？」

「私は自分の店舗テナント帰り。デメテルは食料の配達よ」

「ねぇ、ロキ？　そこにいる子は、貴方あなたの眷族ファミリア？」

「おーそうやった、紹介しとくで！　新しく入ったうちのアイズたんや！　超有望株のスーパールーキーやでー！　アイズたん、こっちはファイたんとデメテルや！」

「ちょっと、ちゃんと私の名前を伝えてよ」と訴える紅髪紅眼の女神は、アイズのことを見下ろした。

「貴方がアイズ・ヴァレンシュタインね……椿ツバキから話を聞いたわ」

「……！　椿ツバキ、って……」

「そう、椿ツバキ・コルブランドは私の眷族。ヘファイストスよ、よろしくね」

　アイズはヘファイストスの名を聞くなり、ばつが悪そうな顔を浮かべた。まさかあの椿ツバキの主神だったとは。眼帯が妙に既視感を与えてくると思ったら、子は親に似るということか。

「あの子に『ちょっかい』を出されたらしいわね、私の方から謝っておくわ」と手を差し出され、僅わずかに逡巡しゅんじゅんしたものの、おずおずと握り返した。

「アイズ・ヴァレンシュタイン……『人形姫』？　貴方が……」

　冒険者としての活躍を耳にしているのか、もう一方の女神デメテルが軽く目を見開く。

　膝ひざを折って見つめることしばらく。アイズが戸惑っていると──がばっ！　といきなり抱き締めてきた。

「!?」

「いや～ん、可愛かわいいぃ～！　お人形よりずっと素敵よ！」

「お、おおう……デ、デメテル？　アイズたん窒息してまうから、その辺で……というかうちの生命力エナジーがガリガリ削られとるからホンマ後生に……！」

　ばいんっばいんっ、と弾む豊かな双丘に挟まれアイズが惑乱する。その光景に彼我の戦力差に打ちのめされるロキはカハッと喀血かっけつし、強く出られない。ヘファイストスは苦笑するのみだ。

　必死に抵抗しても脱出できない巨峰の拘束に、アイズは混乱の一途を辿る。

「ロキ、今度とれた野菜や果物、持っていってあげるわね。いつも都市を守ってくれているお礼」

「お、ホンマか？　ありがとなー。でもアイズたん、いくつか苦手な野菜あるんやけどなー」

「ふふっ、何でも食べないと大きくなれないわよ？」


「～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　デメテル、ロキ、ヘファイストスと、女神達の談笑が響く。苦手な野菜と言われても、デメテルの胸に抱きしめられているアイズはそれどころではなかった。

　神という存在は、不思議だ。

　アイズにとって懐なつかしい匂いがする。そのせいで強い抵抗も働けない。

　自分の知らなかった沢山の神々。変で、おかしくて、綺麗きれいで、慈愛に満ちて、様々な超越存在デウスデア。それがオラリオには、この『世界の中心』には集つどっている。

　アイズはそれを、身をもって知った。
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「ふぅん……あれがロキのところの新しい娘こ？」

　金髪金眼の少女と、それに戯れる女神達。

　白亜の巨塔の最上階から、その光景を見下ろす銀髪の女神は、手にしている葡萄ぶどう酒を艶つややかな唇に含んだ。

「眩まぶしい金色の魂……そして、すごく鋭い。まるで刃やいばのよう。こんな輝きは初めて」

　何ものにも劣らない『美』を誇る麗しの女神は、比喩抜きで誰をも魅了してしまうような微笑を唇に描いた。とても興味深そうに。

　だがそこで、眼下の朱髪の女神が視線に気付いたかのように、こちらを仰いだ。

　薄うっすらと開かれた、髪と同色の瞳ひとみが彼女を確かに射抜き、訴えてくる。

　手ぇ出したら許さんからな、と。

「出さないわよ」

　それに銀髪の美神は肩を竦すくめる。

　笑みを纏まとい直して、付き合いの長い同郷の女神に向かって言葉を落とした。

「だって、ただの『剣』には興味ないもの」

　また一つ、少女は出会いを重ねた。
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「さ、ここやここや～」

　デメテル達に散々おもちゃにされた後、中央広場セントラルパークを出たアイズ達は東のメインストリートの一角に到着していた。

　疲弊した顔を上げると、その通り沿いに建っているのは大きな酒場だった。

　扉を始めとした建材が真新しいことから、まだできたばかりだということが窺うかがえる。

「アイズたん、覚えときー。このお店、これからずっとお世話になるで。きっとなぁ」

　どこか上機嫌なロキの神意しんいが窺えず、アイズは首を傾かしげる。

　その疑問に答えるようにロキは言った。

「まだできたばっかなんやけどなぁ。荒れまくっとる迷宮都市オラリオの中で、この店は唯一……ゆっくり、楽しく、美味うまい酒が飲める場所やー」

　うちが保証するでー、と神の指が輪っかを作る。

　ロキにそこまで言わせる根拠は何なのか、やはりアイズにはわからない。

　酒に毛頭興味などないアイズではあるが、店の看板を仰ぐ。

　店の名前は、『豊穣ほうじょうの女主人』と言った。

「女将おかみー。来てやったでー」

　ロキとともに入ると、店内は薄暗くがらんとしていた。

　長台カウンターの中では一人、目を疑うような大柄のドワーフの女性がグラスを磨いていた。

「今はウチの営業は夜からだって言ってるだろ。何度言えばわかるんだい、表六玉ひょうろくだま」

「ちゃうちゃう、昼間から飲み明かすつもりじゃないで！」

　無愛想ぶあいそうに答えるドワーフは、アイズの目から見ても貫禄があった。

　それは冒険者、実力者としてという意味だ。驚くべきことにその存在感はフィンやガレス達と同じか、それ以上だった。

　そんな彼女に物怖おじせず、ロキは猫撫なで声を出す。

「今夜ここ使わせてくれへん？　な、頼むわ、ミア母ちゃ～ん」

「気色悪いねぇ、前みたいに呼びゃあいいだろうが」

「今は自分がここの女主人ママや～ん。ちゃんとうち、【ファミリア】ぐるみでお得意さんになるから～。なぁええやろぉ～、サービスして～ん」

「ったく、従業員が碌ろくにいなくてクソ忙しい時期だっていうのに」

　アイズの目から見ても気持ち悪いしなを作るロキに、ドワーフの女将はふんと鼻息を返すだけだった。

　ふとアイズが人の気配を感じると、長台カウンターの脇、厨房ちゅうぼうと思おぼしき入り口に制服に身を包んだ店員が通りかかるところだった。アイズより年上の猫人キャットピープル。どこか親近感を覚えてしまうほど、人形のような表情で暗い目をしている。

「アーニャ！　ありったけの酒を用意しときな！　面倒な客が来るよ！」

　件くだんの店員に言いつけるドワーフは、ロキ達の前までやって来た。

「で、新人かい？」

「そや！　うちのアイズたんや！」

「ふぅん、『人形姫』か」

　アイズの噂はこんな酒場にも届いているようで、店主はじろじろと見下ろしてきた。

　やがて、豪快な母親のように笑みを浮かべる。

「そんな小さいなりじゃあ、冒険者なんてやっていけないよ！　今日はたらふく美味いもんを食わせてやるからね！」

「覚悟しておきな！」という言葉とその一笑に、つい気圧けおされてしまう。

　段々とここに来た理由がわかってきたアイズは、ロキを一瞥いちべつした。

　朱色の女神はにんまりと笑う。

「今日は宴やで、アイズたん。フィン達のお疲れちゃん会や」




「それじゃあ、フィン達の活躍を労ねぎらって──乾杯！」

『乾杯！』

　ロキが掲げたジョッキに合わせ、多くの杯がぶつけられる。

　すっかり日が沈んだ夜。主神の予告通り、酒場『豊穣の女主人』では宴会が開かれていた。

「まったく、帰ってきて早々宴うたげを催すなど……前もって連絡くらいしておけ」

「ええや～ん、リヴェリア～！　いつも頑張ってる子らを労いたかったんや～！　うちはこんなことしかできへんし～！」

「はは、自分が飲みたかったからの間違いじゃないかい、ロキ？」

「ふんっ、別にこの酒場を使わんでも良かったじゃろうが」

　アイズとこの店から一旦いったん帰った後、ロキは事件を鎮圧し館に戻ってきたリヴェリア達を迎えるなり「このまま酒場に行くでー！」と連れ出した。言葉の通り宴会を開くためである。

　日夜戦い続けているうちの可愛い眷族にもガス抜きが必要云々うんぬん、とは主神の談だが、アイズはフィンが指摘した理由も多分に含まれているような気がした。ロキが酒飲みであることは、いつも酒臭い彼女と館で生活を送るようになってもう知っている。

　フィン達と同じテーブルで搾りたての果汁ジュースをちびちびと飲んでいると、

「聞こえてるよ、老け顔ドワーフ。アンタだけ叩たたき出してやろうか」

　ドンッ！　と卓に大きな豚の炙り肉ローストが置かれた。

　びくっ、と思わずアイズが肩を跳ねさせる中、料理を運んできたドワーフの女店主はぼやきを口にしたガレスを見下ろしていた。

「おぅやってみろ、不良店主め。生意気に縦ばっかり長くなりおって」

「やめろ、ガレス。他の団員ものが見ているぞ」

「やぁミア、今日はいきなり押しかけてすまなかったね。ありがとう」

「まったくだよ。金は遠慮なく取り立ててやるからね」

「この店は冒険者から巻き上げて成り立っている、だろ？　わかっているよ。存分に飲み食いさせてもらう」

　珍しく喧嘩けんか腰のガレスにアイズが驚いていれば、リヴェリアはいつものことのように横から注意し、フィンは勝手知ったる風に店主へにこやかに笑いかける。

　ドワーフのミアは鼻を鳴らして、人手が足りない厨房へと戻っていった。

「……あのドワーフの人と、知り合いなの？」

「まぁ、な。腐れ縁、とでも言えばいいのか……」

「店主のミアは元冒険者なんだ。今は派閥から半脱退ということになってるけど、ちょっと前まで僕達とも色々関係があってね」

「ふんっ、ありゃあただの暴力女じゃ。全部腕っぷしで解決しようとしおって」

「ふふ、喧嘩相手がいなくなって寂しいのかい、ガレス？」

「馬鹿ばかを言え、フィン」

　リヴェリア達と店主の間から因縁を感じ、尋ねてみたアイズは、返ってきた答えにまた驚いた。

「冒険者なのに、酒場を開いたの……？」

「ああ……その話を聞いた時、当時の儂等わしらも開いた口が塞ふさがらんかった」

　しかめっ面を浮かべながらぐいっとガレスがジョッキをあおると、隣にいるフィンが碧眼へきがんを細める。

「僕は、ミアの心意気は素晴らしいと思うけどね」

「……？」

「ミアがこの酒場を開いた理由だ。治安が悪い今のオラリオで、誰もが笑って酒を飲める場所……彼女はそれを作るために自分の【ファミリア】から足を洗った」

『どんなにクソッタレな時代だろうと、笑って飯を食べてもらう場所』。店主の口癖くちぐせだというこの酒場の標語を聞いて、アイズは周囲を見回した。

　店内は【ロキ・ファミリア】の団員達以外にも、多くの亜人デミ・ヒューマンがいた。冒険者の他にも労働者と思しき無所属フリーの一般人、職人気質かたぎの鍛冶師スミスの集団。笑い声を上げ、酒を飲み、美味い料理に舌鼓を打っている。

　日中に見かけた街の暗然とした空気はここにはない。本当に、誰もが安心した表情で今を楽しんでいる。まさしく賑にぎやかな酒場の風景が広がっていた。

（……あったかい）

　正直宴うたげというものにあまり興味がなかったアイズも、ここは居心地がいいと、そんな風に思えた。

　同時に目の前の光景が過去の記憶とも重なる。

　強引ごういんに酌をされ困り顔になる父親と、飲んでは歌って踊る仲間達。

　それをアイズと母親は笑いながら見ていた。

　在りし日の記憶がまるで郷愁の念のように胸の奥を穿うがつが……下位団員と飲み比べをして盛り上がるロキ達の馬鹿騒ぎが、そんな思いも吹き飛ばしてくれた。

　掲げられた看板に違たがわず、ここは『豊穣の酒場』なのだと。

「アイズ、飲み物だけではなくちゃんと食べろ。皿を貸せ」

「すっかり板についてきたじゃないか、リヴェリア」

「ふはは、まったくじゃ」

「茶化すな、フィン、ガレス」

　リヴェリア達の会話を横に、盛りつけられた野菜のサラダや魚の蒸し焼きをゆっくり口にしていると──他団員達が何とこちらの卓に突撃してきた。

「アイズちゃーん！　たまには団長達じゃなくて俺達とも話そうぜ！」

「!?」

「いけー、ケビン！」

　普段は感情の乏しいアイズにあまり話しかけていない他団員達だが、今は酒の力でたがが外れてしまっているらしい。すっかり酔っている彼等彼女等は親睦会とばかりにアイズの席を取り囲んだ。【ファミリア】の中では人形マスコットもとい稀少種レア・ヒューマン扱いされている謎の新団員に、誰しもが以前から興味津々だったのである。

　それに対し、ぎょっとするアイズ。

「アイズたん、じゃなくてアイズちゃん！　お姉さん達の美味しい魔法の飲み物、飲んでみない？」「おいっ、お前達っ。何を飲ませるつもりだっ」「まぁまぁリヴェリアー、たまにはええやんかー」「この不思議な飲み物を飲むと強くなれるんだぜ！」

「強くっ？」

　団員やらリヴェリアやらロキやら様々な会話が重なって聞き取れなくなる中、少女は『強くなれる』という言葉に反応した。世間知らずもとい天然を発揮し、差し出されたグラスを受け取ってしまう。

　苦笑を浮かべて看過するフィンや面白そうに髭ひげを撫でるガレスに見守られながら、果実の匂いが香る不思議な飲み物──果実酒を飲む。


「……………………」



「どうだ、アイズちゃん！　美味しいだろう!?」

「気持ちよくなってきたでしょう！　さぁ私達とお話ししましょう！」

「……あれ？　アイズちゃーん？」

「様子が……？」

　悪乗りする団員達を他所よそに、アイズは無反応になった。空になった杯を両手に持ったまま、テーブルの上にことんと置く。

「……アイズ？」

「アイズたん？」

　リヴェリアとロキが怪訝けげんな眼差まなざしを送った、次の瞬間。




　ザシュッ！　と。




「ぐぁあああああああああああああああああああああああああ!?」

「ケ、ケビーン!?」

「ケビンがやられたぁー!?」

　愛剣を持ち込んでいた幼女に、一名の団員が斬り捨てられた。

「ちょ、アイズちゃん!?」

「……ヒック」

「ぎゃあああああああああああ!?」

「……ヒック」

「いやぁあああああああああん!?」

「よ、酔っぱらってる!?」

「誰かっ、剣を取り上げなさい！」

「……ヒック」

「うなぁああああああああああああああああああ!?」

「またヤられたぁー!?」

　可愛らしいしゃっくりの後に放たれる、痛烈の斬撃。

　顔を赤らめる幼女に一人、また一人と都市最大派閥の冒険者達が斬り伏せられていく。

　酒の力によってアイズは変貌していた。美しい金色の瞳は今やとろんと目尻めじりを下げており、理性の光はない。代わりにあるのは無垢むくな剣気である。

　正気を失った幼剣士の手によって賑やかな酒場が混沌の蹂躙じゅうりん場と化す。比喩抜きで悲鳴と血が飛び、ばたばたと倒れ伏していく団員達。椅子いすもテーブルも斬られまくっては破片が飛び散る。ただならぬ事態に周囲の客まで絶叫を上げ始める始末。地獄絵図であった。

　その光景に、フィン達は一様に時を止めてしまう。

「あ、あれは──『酔剣すいけん』!!」

「知っておるのか、ロキ！」

「今適当につけたけど、間違いない！　酔っ払って出鱈目でたらめに斬りまくる禁断の奥義やー！」

「見ればわかるだろう!!　ガレス、止めろ！」

　ガレスとロキの漫才を怒鳴りつけながら、本気で泡を食うリヴェリアが椅子を飛ばして立ち上がる。冷や汗を流すフィンやガレスともども、ぶおんっ、ぶおんっ、と音を立てて剣を振りまくっている幼女剣士を取り押さえようとするが、

「──この、馬鹿娘」

　それよりも速く。

　いつの間にか背後に現れたドワーフの店主が、振り上げられた剣先を白刃取りしていた。

　二本の指で。

「……ヒック？」

「酒を飲むのは勝手だがねぇ、羽目を外し過ぎるな……この店の決まりだ。覚えときな」

　全く動かない剣に、不思議そうに後ろを振り返るアイズ。

　冷え冷えとした声音で喋しゃべっていた店主、ミアは、かっっと双眼を見開いた。

「店のもんを壊すんじゃないよ──このアホンダラァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

「うぎゅぅう!?」

　怒りの鉄拳が幼女の頭頂部に炸裂さくれつする。

　リヴェリアの拳骨ゲンコツ以上の威力に、アイズは一撃で地に沈んだ。カラァン、と乾いた音を立てて剣が床に放り出される。

　ロキは盛大に青ざめ、リヴェリアは頰ほおを引きつらせ、フィンとガレスは遠い目をする。静まり返る店内。酒場の中央で仁王立ちする怒れる鬼人オウガもとい店主の姿に、他の店員や客、全てが怯えた。

　意識が完全に落ちる寸前、凄すさまじい衝撃によって酔いから醒さめたアイズは、床と抱擁を交わしながら思った。

　──ここでのおいたは、決してしないようにしよう。




　この日、アイズには絶対に酒を飲ませてはならないという一文が【ロキ・ファミリア】の絶対条項に加わった。

　それと同時に、『豊穣の女主人』では決して羽目を外してはいけないという不文律が、客の間で共有されることとなった。


















　アイズは、立ちつくした。

　それを前に、動きを止め、呼吸を忘れ、言葉を失っていた。

「これ、は……」

　目の前にあるのは、人の胴体ほどの大きさがある、漆黒の鱗うろこ。

　磨き抜かれた黒曜石のごとき塊に、アイズの胸がどくんっと震えた。




　アイズ達たちが村に滞在して三日目。

　今日は『エダスの村』の豊穣ほうじょうを祈る祭りが開かれる。雨も上がり人々が準備に勤いそしむ中、アイズとベルは助けてもらったお礼にそれを手伝うことにした。リナ達以外の村の住人達と初めてまともに交流することになり、大人に注目されては子供に懐なつかれたりと最初こそ戸惑ったものの、優しい村人達とすぐに打ち解けることができた。準備を手伝う傍かたわら、アイズも笑みを何度か漏もらした。

　いい村だ。

　本当にそう思っていた、直後のことであった。

　アイズの前にそれが現れたのは。




　それは飾り付けられた石の小屋の中に鎮座していた。

　欠けた跡を残す歪いびつな輪郭。

　不気味な漆黒の光沢を放ち、アイズの肌をざわつかせる。

　通りの前で棒立ちになり、呆然ぼうぜんとするアイズの視線に気付いた村人の一人が、察したように口を開いた。

「冒険者様……それは黒竜様の鱗です」

　アイズは耳を疑った。

「黒竜、様……？」

　それは『隻眼の竜』とも呼ばれる、古いにしえの竜だ。

『古代』、地上に進出したモンスターの中でも最も力のある怪物の一体。陸の王者ベヒーモス、海の覇王リヴァイアサンと並んで『三大冒険者依頼クエスト』に含められる世界が望む討伐目標。ゼウス・ヘラの偉大なる二大派閥によって陸の王者ベヒーモス等らは討たれたものの、最後の一匹『黒竜』は、当時世界最強の冒険者達を返り討ちにした。それは世界を奈落に突き落とすほどの絶望をもたらし、闇派閥イヴィルスを始めとした『悪』の台頭をも招いた。今も大陸の最果てで、伝説の竜は生きているのだ。

　今は眠っているとされる竜が目覚める時──それが終末の始まりであり、破滅の引鉄ひきがねと言われている。

『黒竜』の討伐は下界全土の『悲願』である。

　迷宮都市オラリオに求められる責務だ。

　アイズだって知っている。

　知らないわけがない。

　しかし、何故なぜそんな厄災の象徴が、この村では祀られているのか。

「大昔、迷宮都市オラリオから追い払われた黒竜様はこの村の上空を渡り、いくつか鱗を落としていったそうです」

「……！」

「この鱗を恐れて、モンスターは近付かない。この鱗があるからこそ、我々は無事に生活を送れています。……この鱗は、村にとっての守り神なのです」

　鱗から放たれる古いにしえの竜の気配。全ての怪物の頂点に立つ王者の波動。

　モンスターはそれを本能で感じ、心から怯おびえ、寄りつかないのだと。それのおかげで村は平穏を保たれているのだと。

　アイズは衝撃を受けた。

　おかしいとは思っていた。モンスターがのさばる『ベオル山地』の奥深くにあって、この村がちっとも荒らされていないことを。

　この鱗が、『エダスの村』を守っていた。

「『三大冒険者依頼クエスト』のことは、勿論もちろん知しっています……。黒竜様が討たれなくては世界がいつか滅びてしまうと、竜の恩恵を得ている私達がきっと一番よくわかっている。ですが、祀らずにはいられないのです。祈らずにはいられない」

　村人は目を瞑つむり、習慣のように手を組み、祈りを捧ささげた。

（モンスターに、守られる……？）

　冒険者でもなく、神々にでもなく。

　凶悪で、醜悪で、残酷な怪物に。

　ぐにゃりと音を立てて、視界が曲がったような気がした。

　モンスターは人類の敵。人々の悲しみと涙を生む絶対の悪。アイズはそう信じていた。そう信じて、今日まで剣を振るい続けていた。

　しかし、討たなければならない存在が、アイズの同胞を守っている。

　アイズの価値観が破壊される。絶対の真理であったそれが覆され、吐き気にも似た衝動が心をかき乱す。

　──竜の信仰が根付く村。

　アイズが知らなかった世界だ。

　知るべきではなかった、真理の側面だ。


（モンスターは、倒さないといけない……怪物は、化物は……『竜』はっ……！）



　かき乱される感情に歯止めがかからない。

『モンスターが人々を守る』などと、そんな絶対の矛盾は受け入れられない。

『人々と共存する怪物』など在ってはならない。

　それを認めてしまえばアイズの存在理由が、掲げる剣の意志が揺らぐことになる。

　アイズの剣つるぎは、等しく怪物の墓標でなくてはならないのだから。

　心の堰せきを破った悲しみの波が、憎しみの炎が胸の奥よりせり上がる。

　アイズは燃え盛る『エダスの村』を幻視した。自分の故郷と重なる、モンスターに破壊され、奪われ、壊れゆく大地の光景が。

　今も心臓を震わせる目の前の竜鱗りゅうりんが、全ての元凶の象徴として映り、アイズの胸をぐちゃぐちゃに引き裂いた。


「ぼ、冒険者様っ……？」



「っ！」

　怯える村人の声に意識を引き戻される。

　いつの間にかアイズの右手は、不壊の剣デスペレートの柄つかを摑つかんでいた。

　震えるほど握り締められる指がかちゃかちゃと音を奏でている。今にも剣を解き放とうとしている。

　柄に食い込む指を、アイズは意思の力をもって何とか引き剝はがした。

「……ごめんなさい。少し、歩いてきます」

「は、はい……」

　断りを入れて、アイズはその場を離れた。

　声を上げ、笑いながら祭りの準備を進める人々を横目に村の中を歩く。漆黒の鱗は一つだけでなく複数存在した。いくつもの破片が落ちたのか、それとも村人達が割ったのか。強度や信仰の問題からいって恐らく前者だろう。鱗の多くは『エダスの村』の外縁、森の境目に沿って石碑のように設置されていた。

　一つずつ見つけては、身動みじろぎせず見据え、手を握り締める。

　その都度、剣を抜こうとする衝動を鋼の意志で抑えつけなくてはならなかった。

　たとえ黒い炎が胸を焦がそうとも、この村の人々のために看過しなくてはならない。竜の鱗が鎮座するすぐ隣で笑顔がこぼれるこの村の光景を、怪物の気配のすぐ横で人々の生活が両立する矛盾した景色を。折り合いを付けなくては。アイズは何度も自分に言い聞かせた。

　時間が経たち、空が茜あかね色に染まる。

　夕刻を迎えて西の山頂に太陽が落ちようとしている。黄昏たそがれの光に包まれる村の中で、アイズは最初に見つけた鱗の前に戻ってきていた。

　村のほぼ中央。

　飾り付けられたその石小屋は祭壇であり、鱗の前に置かれている食物は供物であった。村人に崇あがめられ、畏れられる、竜の一部。

　世界を壊す筈はずの、厄災の欠片かけら。

「アイズさん？」

　ベルの声が背中を叩たたく。

　背後に立ち止まる少年の気配に、アイズは今ばかりは反応しなかった。そんな余裕を見出みいだすことができなかった。

　少年に顔を見られないように目の前の鱗だけを見つめ、押し黙り、視線をそそぎ続ける。

　やがてベルは、思ったことを口にするように、次の言葉を告げた。

「何だか、神様みたいですね」

　その瞬間。

　アイズの黒い炎が燃え上がった。

　視界を明滅させるほどの激情のうねりに支配され、その唇が、否定の言葉を解き放つ。




「あれは神なんかじゃない」




　自分でも驚くほど、その声は重く、冷たく、鋭い響きを伴っていた。

　剣のごとく、全てを切り裂くように。


「────」



　背後にいるベルが絶句したのがわかった。

　一瞬漏れ出たアイズの剝むき出しの感情に、闇やみの片鱗へんりんに触れ、息を呑のんだのが。

「……」

　少年の怯える気配を感じ、アイズは僅わずかに目を伏せた。

　真っ白な彼にこの黒い炎を当ててはいけない。そんな理性の欠片を取り戻す。

　炎を抑え、感情を自制する。

　振り向いた時には【剣姫】でいられるよう、人形の仮面を被かぶり直す。

「戻ろう」

「……は、はい」

　振り返り、アイズは小屋の前から歩み出した。

　立ちつくしていたベルが慌あわてて後を追ってくる。

　肩を並べ、横顔を窺うかがってくる彼は、何も尋ねてこようとはしなかった。現実と幻の境界をさまよっているような表情だった。

　それでいいとアイズは思った。何も聞かないでほしいと。今いま触れられたら、感情のままに言葉が迸ほとばしってしまいそうだったから。

　なんてことのない肩と肩の距離が、遠い。

　いっそ絶望的なまでに。

　アイズは少年の存在が一気に遠ざかったような気がした。

　いや、自分が世界から離れたのだ。

　黄昏に包まれる村、小さな世界の中で、アイズは自分が独りぼっちになった感覚を覚えた。
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　かき乱された心を戻すのは、苦労した。

　一人になって、目を瞑り、《デスペレート》に触れながら心中の炎を鎮めることでようやくマシになった。

　まだ終わっていない祭りの準備から抜け出し、村長の邸宅に戻ったアイズは、廊下の窓辺にたたずみながら外を眺める。広場には太い丸太が何本も組まれていた。きっとあれを燃やして焚たき火にするのだろう。

　祭りを前に笑い声が絶えない光景を、竜の加護に守られる村を、黙って見つめる。

「この村が、お嫌いですか？」

「！」

　投げかけられた声の主は、村長のカームだった。

　アイズが驚いていると、娘リナも連れずやって来た高齢の老人は隣に並び、窓の外の景色と向かい合う。

「今朝けさまでとは、違う目をしているように見えたので」

「それ、は……」

　いや、とか、いえ、とか。

　否定の言葉を口にしようとしたが、滑り出してこない。

　声を詰まらせながら必死に返答しようとするそんなアイズを他所よそに、カームは気にした素振りも見せず続けた。

「この村は竜の鱗に守られています。外から見れば、酷ひどく異端に映るでしょう」

「私は……」

「思うところがあっても、何もおかしくありません。モンスターを倒す冒険者様や……モンスターに大切なものを奪われた者からすれば」

「！」

　アイズは目を見張った。

　まるで察しているように、ゆっくりと言葉を並べるカームは、前を向いたまま笑んだ。

「私も最初、この村が嫌いでした」


「えっ……？」



　つい聞き返してしまったアイズに、ヒューマンの老人は答える。

「恥ずかしながら、私もとある女神様の眷族ファミリアだったのですが……情けないことながら、あの方を守れず、喪うしなってしまった。失意に沈んだ私は命を絶とうと『ベオル山地』に入りました」

　夕暮れの光に染まる横顔と、追懐に耽ふけるその瞳ひとみを見て、彼がその女神に愛を誓っていたのだとアイズは悟った。

「しかし、この村に辿たどり着いてしまいました。私を救った村の者達に、最初は怒り狂いました。何故死なせてくれなかった、と」

「それが、嫌いだった、理由……？」

「ええ。ですが……村の住人は私を見捨てようとしなかった。孤独に抱き締められる私の手を、引っ張ってくれた……」

　救われてしまったのだと。

　世界に絶望していたにもかかわらず、涙を流してしまったのだと。

　カームは穏やかな笑みで、そう告げた。

「この村の者達は、生まれてきた子供達を除けば、みな『傷』を負っています。それまで暮らしていた世界から弾はじき出されて、絶望して、涙を枯らして……」

「……」

「ひょっとすれば、『傷』の舐なめ合いなのかもしれません。ですが、彼等のおかげで、思えたのです」

　村の光景を眺めながら、老人の目が細められる。

「私は、『独り』ではなかったのだと」

　ああ、それは、まるで──。

　アイズの胸が追憶の扉を叩く中、カームはこちらに向き直る。

「アイズさん……貴方あなたは、私と似ているような気がする」

「……」

「不愉快な気持ちになられたら、申し訳ありません。老いぼれの戯言たわごとだと、聞き流して頂いて結構です」

　そこでアイズは、気が付いた。

　夕焼けの光で上塗りされているが、カームの顔色が最初に会った時より悪くなっていることに。

　はっとするアイズに、カームは笑みを崩さず、その言葉を続けた。

「まだ癒いえない貴方の『傷』を、誰だれかが埋めてくれることを……祈っております」

　アイズは、しばらく何も言えなかった。

　黄昏に染まる一人の老人に、否定することも誤魔化ごまかすこともできず、ただ見つめ合う。

　独りではないとカームは言った。

　だが、彼は喪った痛みを今も抱いている。

　彼の言う祈りとは、自分のようにはなるなという、訴えであるのかもしれない。

　黙りこくっていたアイズは、何を言えばいいかわからないまま、ただ心に浮かんだ言葉を唇に乗せていた。

「……ありがとう、ございます」




　日が沈みきった夜。

　予定通り、『エダスの村』の祭りは開かれた。

　燃え上がる大きな焚き火を中心に、広場では数々の料理が振る舞われ、飲み物を片手にした村の人々で賑にぎわっている。幼い子供達は今日という日を楽しみにしていたのか、酒をあおる大人達の間をちょろちょろと駆け回ってはしゃいでいた。『エダスの村』にはあらゆる種族の亜人デミ・ヒューマンがいて、中でも半亜人ハーフが多いのが特徴だった。

「あの、本当に大丈夫なんですか、神様？　本当に無理をなさらない方が……」

「平気だって！　ベル君達があんなに親身になって付き添ってくれたんだ、元気にならなきゃおかしいだろ！」

　心配そうな素振りを見せるベルに笑い返すのはヘスティアだ。

　三日間安静にして調子が戻ったのか、ベルとアイズを巻き込んで祭りに参加しようとしていた。その服はリナの小さい頃ころのもので、アイズの赤を基調としたものとは対照的な青の衣装だ。並んでみると姉妹のようですね、とリナにからかわれてしまった。

（……ヘスティア様も元気になったし、明日にでも、村から……）

【ヘスティア・ファミリア】の愉快なやり取りを脇に、アイズはぼんやりと思う。

　この村に複雑な感情を抱いていた。自分がおかしくなってしまう前に早くここから出たい。そんなことを思っていなかったと言えば噓うそになる。だが、今はどうだろう。

　心がざわつくとかではなく、そう、不安定な気分だ。

　自分の足もとがぐらぐらと揺れている感じ。

　カームとの会話で幾分か落ち着いたとはいえ、心ここに在らずの状態は続いていた。

　闇に昇る焚き火の光景に、ベル達とともに見入る。

　魔石灯とは全く趣おもむきの異なる自然の光に、綺麗きれい、とアイズは無意識のうちに呟つぶやいていた。

「あ、女神様！」

「お体はもう大丈夫なんですか!?」

　アイズ達のもとに村人が集まってくる。

　カームから話を聞いて心配をしていた者達だ。中には邸宅まで赴いて滋養効果のある薬草など分けてくれた者もいる。

『エダスの村』には神はおらず、老若男女問わずヘスティアのことを取り囲んだ。特に幼い子供達は彼女に興味津々だった。最初は面食らっていたヘスティアも「ありがとう」と破顔する。

　そこで。

「ん……？」

　歌が聞こえてきた。

　村人達の陽気な歌声と手拍子が鳴り響き、いつの間にか焚き火の周りでは男女が二人組となって踊りを始めている。

「あれは、村の踊りかい？　何だか若い子達が多いようだけど……」

「あぁ、あれは……村の仕来しきたりってわけでもないんですが……結婚してねえ男からの踊りの誘いは、要は告白で、女が受ければ晴れて恋人になれる、っていう決まりがありまして……」

「ほ、ほう？」

「今日は豊穣を祈る祭りなので、もしよければ女神様も踊っていってください！」

「私達に、どうか豊作の恵みを！」

　返ってきた答えにヘスティアはそわそわし始めたかと思うと、女神の祝福を願う村人達にもせがまれ、おほんっ、とやけにわざとらしく咳せき払いをした。

「あー、ベル君？　ボクは急遽きゅうきょ、神としての務めを果たさなくてはいけなくなったようでねぇ……その、うん、なんだ」

　焚き火の光に照らされながら、女神はどこか落ち着かない様子で少年に流し目を送る。

「ボクと一緒に踊ったなら……例の一件を水に流してあげようじゃないか」

　例の一件、というのが先日ベルが口にしていた『喧嘩けんか』を指しているとアイズはわかった。

　ヘスティアの発言に周囲の村人達が声を上げて喜ぶ中、瞬きを繰り返していたベルはやがて照れ臭そうに──緩みそうになる頰ほおを我慢するように──頷うなずいた。

　アイズは何故か、そのやり取りに視線が釘くぎ付けとなる。

「わかりました……踊りましょう、神様」

「ちゃんと誘ってくれよ、ベル君。そこのヴァレン何某なにがし君……神アポロンの宴うたげでその子と踊ったみたいにさぁ」

　と、突如名指しされて、アイズはきょとんとしてしまった。

　思わず小さく首を傾かしげてしまったが、女神の言わんとしていることを理解する。

「どうせ気取った台詞せりふでも言って誘ったんだろう？　ボクは君とちゃんと踊りたい」

　つまり、そういうことだ。

　以前、とある宴でアイズはベルと踊ったことがあった。あの時はヘスティアは踊れなかったようだし、今度は彼女の番であると言うのならそれは正しい。

　赤くなって慌てるベルを他所に、村の人々は囃はやし立てた。

　アイズは、成り行きを見守っていた。

　じぃー、と目を離さず。

　汗を流してアイズとヘスティアの間を見交わしていたベルは……意を決したように、女神に手を差し出す。

「……ど、どうかっ、僕と踊ってください、女神様っ」

「ああ！」

　顔を真まっ赤かにする少年と手を繫つないで、きらびやかな焚き火のもとへ向かった。

　村人達が手を叩いて喝采を上げる。火の粉が歓迎するように舞い上がる。

　両手を取り合う、即興の郷土舞踏フォークダンス。女神はころころと笑い、少年も苦笑を返す。どこか嬉うれしそうに。

「……」

　女神と少年が、仲良く踊っている。

　少し、胸が痛んだような気がした。

　それは竜の鱗を見たせいだからだとアイズは思った。

　胸に秘める黒い炎が燃え上がり、昔の出来事を思い出してしまったからだと。

　けれど、不意に気付く。

（ああ……違う）

　寂さびしいんだ、と。

　アイズは唐突に、胸の空虚の正体を理解した。

（レフィーヤも、ティオナも、ティオネも……リヴェリア達もいなくて、一人だけで）

　訳の分からない怪物の鱗まで置いてあって。それに酷くうろたえて。

　村の成り立ちを知って、カームの話を聞いて、自分を見失うほどに足場がぐらぐらしていた。

　だから、これはその延長だ。賑やかな祭りの中で、情緒が不安定になっているアイズだけが溶け込めていない。今も人形のような【剣姫】の仮面を被るアイズは異物だ。

　今、この時だけは、アイズは『独り』だった。

　リヴェリア達と出会ってからの一年間、散々感じていた孤独の味を思い出す。

　唯一拠より所にしていたベルとヘスティアもいなくなって……途方に暮れる。

（場違い、だな……私）

　アイズはベルとヘスティアの踊りから目が離せないまま、そっと移動した。

（ううん……いちゃいけない）

　村人の輪から外れ、隠れるように家屋によりかかり、壁の花となる。

　人々の笑い声。明るい炎の揺らめき。父親と手を繫ぐヒューマンの女の子、はしゃぎ過ぎて母親に怒られている獣人の少年。なんて優しい光景だろう。今のアイズにとって、まるで本の中の世界のようだ。家屋の陰が体を冷たく抱き締めてくる。

　アイズにかかる声はない。むしろこの人々の楽しみを自分なんかが邪魔しないように、気配を断たっておく。

　誰にも見つけられないのは、前から得意だった。

　だって『英雄』にも見つけてもらえなかったから。

　自分アイズには珍しいくらい、自虐が利きいたそんな言葉を思い浮かべていると、

「──あの、アイズさん」

　かけられた声に、とくんっ、と心臓が驚くように跳ねた。

　いつの間にかヘスティアとのダンスを終えて、自分を見つけ出した少年に、動揺を悟られないよう【剣姫】の仮面を顔に押しつける。

　アイズは何事もなかったように、間を置いて返事をした。

「……うん」

　少年を一瞥いちべつした後、広場の中央を眺める。

「みんな、楽しそうだね……」

　色々な場所で咲いている村人達の笑顔に誘われるように、アイズはふとそう言っていた。

　素直に認めようとせず、隠していた羨望を滲にじませながら。

　ベルのせいだ。

　ベルのせいで気付いてしまったのだ。

　その羨望の感情に。

　自分をせっかく騙だましていたのに。

　本の中の世界を、眩まぶしいものを見るかのように瞳を細めるアイズは、決してベルの方を見ようとはせず……少し拗すねるように言ってしまった。

「……ダンス、上手だったよ」

「えっ……あ、ありがとうございます」

「……うん、上手だった」

「あ、はい……」

「……」

「……」

　会話が途切れる。

　何故、そんなことを口走ってしまっているのか。アイズにもよくわからなかった。

　今の自分は、本当に、ちょっと変になっているらしい。

「あ、あの、踊らないんですか？」

「みんな、楽しそうだし……私が入っちゃ、いけないのかなって」

「そ、そんなっ！」

「それに……踊ってくれる人がいないから」

　──子供みたい。

　心の中のもう一人の少女アイズがそう呟いた。

　だって、その通りだから。

　アイズが目を伏せながら胸の奥に言い返していると、

「ぼ……僕で、よければ……」

　緊張しているその声に、目を見開き、ようやくベルの方を見る。

　少年は頰を盛大に紅潮させていた。

「……踊って、くれるの？」

　私なんかと？

　この世界に溶け込めない人形のような自分と？

　瞳で問いかけると、少年は真っ赤になりながらおかしいくらい挙動不審となる。

「あー、いやっ、アイズさんが良ければの話ですけどっ……!?」

　視線を左右に振っていたベルはアイズを見つめたかと思うと、いつかあったパーティーのように、手を差し出してきた。

　その深紅ルベライトの瞳を見返すアイズは、おずおずと、おそるおそるその手を取ろうとして──。

「──どーんッ!!」

「あ」

「おふぅっ!?」

　真横から突っ込んできた女神のタックルがベルの脇腹に直撃した。

「何だいヴァレン何某なにがし君踊おどる相手がいないのかい!?　ならボクが踊ってあげるよ!!」

「……ありがとう、ございます？」

　目をぱちくりとさせてしまうアイズの手を、ヘスティアは攫さらっていくように引っ張った。

　吹っ飛んで悶もだえるベルを他所に、温かな光が照らす焚き火のもとへ連れてこられる。

「まったくっ、本当に抜け目のないやつだなヴァレン何某君……！　ボクのベル君を勝手に誘うなんて許さないぞ！」

「ご、ごめんなさい……？」

　ヘスティアの剣幕にアイズはつい謝ってしまった。

　両手を繫いで、ダンスの輪に加わる。

「で、何を思い悩んでいるんだい？」

「えっ……」

「ベル君の代わりに看病しに来てくれた時から、ずっと考え事をしているだろう？　ボクだって女神なんだ、それくらいわかるさ」

　アイズはこの日一番の驚きを得る。

　ヘスティアはぶすっとしながら、ダンスのステップを踏んだ。

「余計なことをしてロキに何か言われるのも癪しゃくだな、って思ってたけど……」

「……」

「今の君、迷子みたいな顔してるよ。生憎あいにく、ボクはそういう子は放っておけないんだ。か、勘違いするなよっ、決して君を助けようとか思ってるんじゃないんだからな！」

　ヘスティアの手に引かれるアイズは危うく前のめりになったが、何とか堪こらえた。

　顔を上げると、女神はこちらを見つめて待っている。

「……私は」

　アイズは、おずおずと唇を開いた。

「私は、やっぱり独りぼっち、なんじゃないかって……」

「……」

「この村のことを知って……そう、怖くなりました……」

　言葉足らずで、支離滅裂であると自分でもわかった。

　だがその青みがかかった瞳に独白するように、口を止めなかった。

「ヘスティア様は……怖く、ないですか？　誰かに、置いていかれることが……」

「誰かに、置いていかれる？」

「……自分の前から、大切な何かがいなくなってしまうことが……」

　神にこんな質問をしたのは、初めてのことだった。

　しかし、神々にずっと聞きたかったことでもあった。

　カームの顔が脳裏に過よぎる。アイズと同じ、喪った痛みを抱える一人の老人の顔が。

　そう。

『永遠』を生きる神々は必ず『別離』を約束されているから。

　ヘスティアは、喪うしなう者だ。残されてしまう者だ。

　アイズ達は、喪った者だ。残されてしまった者だ。

　その心の空白は永久の孤独にも似ている。

　待ち受ける永遠の苦痛と悲しみが怖くないかと、アイズは尋ねていた。

「……怖くないと言ったら、噓になるよ。いや、寂しい、かな。下界の子供達との交流は……彼等との愛は、ボク達にとって一瞬だ」

　ヘスティアはただ揺れるだけのダンスを続けながら、言葉を返す。

　神々の愛は一瞬。そう告げるヘスティアに、アイズは目を開いた。

「でもね、神々ボクたちは意外と図々ずうずうしいから、子供達との絆きずなを永遠にしようとするんだ」

「えっ？」

　頰を染めて、ヘスティアは思い切り破顔する。悪戯いたずら好きな子供のように。

「それに、君達だって誰かとの絆を永遠にすることができるんだぜ？」

　驚くアイズに向かって、とっておきの『魔法』を教えるように言葉を紡つむいだ。

「思い出してごらん、出会いから始まった沢山の思い出を。大切な誰かが君に微笑ほほえんでくれるなら、ほら、それは君の永遠の絆だ」

「そんなの……」

　ヘスティアの『魔法』はあまりにも簡単なことで、拍子抜けして、失望してしまう。

　それに、それは悲しみと痛みを伴うものだ。

「ヴァレン何某君、ボクはね、思い出は生きていると思うんだ」

「……？」

「君達に忘れられない思い出は幸せさ。君達の中でずっと生き続けて、寄り添うことができる。君達に、大切な何かを遺のこしてくれている」

「！」

「君達が悲しくなってしまった時、泣きやむまで抱き締めてくれる。励まして、笑わせてあげることだって。……そして君達が迷ってしまった時は、大切なものを思い出させてくれる」

　舞い上がる火の粉が、まるで聖火のようにヘスティアとアイズを包み込む。

「逆に、忘れられた思い出は喜ぶ筈さ。ずっと悲しんでいた君達が前を向いて、誰かの隣で笑ってくれるようになったから」

　女神の微笑に、アイズは引き込まれた。

　それは神の視点であるが故の話だ。下界の者達は彼女の言うように強くなく、思い出を抱き締めることで傷付くこともある。

　だが、全てが間違っているわけではない。

　アイズの中にも、確かに──。

「ちょっとは胸がすっとしたかい？」

「……はい」

「じゃあ、踊ろうじゃないか！　自分は独りだとかいって楽しまないのは損だぜ！」

　頷くアイズに、ヘスティアは無邪気に笑い返した。

　二人の踊りが始まる。

　黒と金の長髪がふわりと膨らみ、焚き火の明かりを浴びて輝く。見目麗しい女神と少女の踊りに、今日一番の喝采が上がった。

　誰もがアイズとヘスティアを見て笑っている。リナも、ベルも。沢山の声をかけられ、アイズは驚き、孤独なんてものが吹き飛ばされてしまう。

　沢山の笑顔に囲まれ、驚いていたアイズの唇にも……ほのかな笑みが浮かぶのだった。
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　村祭りが終わった後。

　アイズ達は村の片隅に集まっていた。

「うぅ～、はしゃぎ過ぎたぁ……体がふらふらするぅ」

「だ、だから言ったじゃないですか……」

　村の子供達にもせがまれ、ヘスティアはずっと踊り続けていた。窘たしなめるベルとのそのやり取りに、アイズはくすりと小さな笑みを落とす。

　広場の方では、村人達が酔いつぶれ動けないでいる筈だ。

「それで、これからのことなんですけど……」

「ああ、ボクはもう大丈夫だよ。随分と迷惑をかけてしまったけど、ちゃんともう動ける」

　今後のことについてベルが口を切る。

　第一級冒険者としてヘスティアにも判断を委ゆだねられるアイズは、頷きを返した。

「明日の朝……村を出ます」

　そう言って、アイズは名残惜しい気持ちが芽生えかけていることに気が付き、驚いた。

　この心の変化が何をもたらしているのかアイズにはわからない。

　だが、アイズは少しだけ、思い出に浸ることが悪いことではないと、そう感じられるようになっていた。

　オラリオで剣を執って、約九年。

　怒涛どとうのように流れていった戦いの日々の中で感じ、忘れていった、焦燥、悲しみ、涙、笑顔、それら全てと向き合えるような気が。

　唇が、微笑を描こうとする。

「──女神様！」

　その時。

　リナが張り裂けるような声を上げ、こちらに向かってきた。

　その泣き出しそうな表情に、アイズは何か嫌な予感を覚えた。

　まるでそれを肯定するように、森の奥からモンスターの遠吠ぼえが木霊こだまする。

　涙ぐむリナは胸を押さえ、喉のどを震わせた。

「父の、天への旅立ちを……見届けて頂けませんか？」

「……えっ？」

　その呟きがベルのものか、ヘスティアのものか、あるいは自分のものなのか、アイズにはわからなかった。

　ただ思ってしまったことは一つ。

　やはり『永遠』などないのだと、アイズの心を虚うつろな感情が蝕むしばんだ。


















　全てが順調に回っていた。

　フィンに師事し、リヴェリアに学び、ガレスに諭され、アイズは様々なものを得た。

　涙を枯らしたアイズは戦いの毎日に身を置き、日に日に笑顔を思い出せなくなっていったが、それでも自分を見守る大人達たちの前で多くのものを育てていった。

　都市は相変わらず騒がしく、破壊と混沌こんとんの歌声が聞こえてくるものの、そんな中でもアイズは自分を見失わず走り続けた。

　充実した日々だった。

　全てが順調に回っていた──筈はずだった。
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　アイズ・ヴァレンシュタイン

　Ｌｖ．１

　力：Ｄ591→593　耐久：Ｄ559　器用：Ｂ788　敏捷びんしょう：Ａ800→801　魔力：Ｉ０




　アイズの眉目が、歪ゆがんだ。

　ロキに渡された更新用紙を見て、思わず手に力が入る。

「アイズ、これは誰だれしもが通る道だ。深刻に受け止めるな」

「『アビリティ』は極めるにつれ、成長速度も落ちていく。決して君の伸びしろがなくなったわけじゃない」

「そうやなぁ。【ステイタス】っちゅうもんはそういうもんや」

　リヴェリアが、フィンが、ロキが何かを言っているが、耳を素通りする。

【ステイタス】が上がらなくなった。あれほど日に日に強くなっていた自分の力が。

　何日も何日も、ここ最近の成長幅は似たり寄ったり。一切いっさい変動がないことすらあった。

　ここに来て、まるで全ての伸びしろを使い切ってしまったかのように。

　アイズは焦った。

　今までのアイズには強くなっているという実感があった。それはフィン達に叩たたき込まれる『技と駆け引き』も含まれるが、やはり如実だったのは能力ステイタスの数値。

　能力値が上がれば上がるほど速く、強く動くことができ、前進しているのだと確信を得ることができた。

　しかし、今は──。

（低過ぎるっ……）

『基本アビリティ』の数値、すなわち熟練度の限界値カウンターストップは９９９。

　これが種族としてのアイズの上限。

【ロキ・ファミリア】に入団してちょうど一年を迎えようとしている冬。

　アイズは、壁に直面していた。

「……【ランクアップ】」

　アイズの唇が、独りでにその言葉を口にした時。

　リヴェリア達の顔が張り詰めた。

「どうすれば、Ｌｖ．を上げることができるの……？」

　アイズもその知識は聞いていた。

【ランクアップ】。『器』の昇華。定められた心身の限界を超克し、より高次な段階へと移る唯一の儀式。

　問いかけてくる少女を前に、リヴェリアが口を開く。

「……【ランクアップ】は容易たやすく成し遂げられるものではない。段階を踏む必要がある」

「お主はいつも通り、迷宮を探索していけばいい。じれったいじゃろうが、それが近道じゃ」

「ここで焦ってはいけないよ、アイズ。じっくり、確実にやるんだ」

　ガレスも、フィンも、リヴェリアの意見に同調する。

「急せいても何も意味はない。今のお前のように逸はやる心を抑えきれず自滅する冒険者を、私達はこの目で何度も見てきた。だから落ち着け、アイズ」

　何を言っているのだ。冗談じゃない。

　リヴェリア達の言葉が、アイズにはまどろっこしくてしょうがなかった。

　私は強くなりたい。強くならなければいけない。

　足踏みをしている場合など、時間などない。

　初めて直面する壁が、見えずともはっきり知覚できるその存在がアイズの焦燥を煽あおっていた。それは『自分はもう前に進めないのではないか』という恐怖との表裏でもある。

　込み上げてくる不安を苛立いらだちで上書きして、アイズはリヴェリア達から視線を切る。

　更新用紙を手の中で握り締めながら、乱暴に執務室から出た。

「……リヴェリア、アイズたんに【ランクアップ】の方法は……」

「知らせていない。知らせるわけ、ないだろう」

　アイズが去った後。

　ロキの問いに、リヴェリアは目を伏せながら言い返す。

　そりゃそうやなぁ、と主神は頭の後ろで手を組む。

「【ランクアップ】には上位の【経験値エクセリア】が不可欠。それは『偉業』の達成……『冒険』をなしえなければならないということ」

「格上の敵を打倒する、より深い階層へもぐって死地を何度も乗り越える……アイズにはとてもさせられん。リヴェリアの言った通り、逸って無茶を犯し、自滅する」

　フィンとガレスの重い声が後に続く。その言葉の端々には懊悩おうのうの感情が見え隠れしていた。

　最近になって影をひそめていたとはいえ、己おのれの体を顧みないアイズの本質は変わらない。彼女は悲願ねがいを優先するあまり平気で傷付いて、暴走してしまう。

　命知らずが冒す『冒険』。間違いなく地雷だ。

「つうても、このままやり過ごすのも無理やろ？　アイズたんストレス溜たまりまくって、壊れるかもしれん。どうするつもりなんや？」

　現実逃避、事態の先延ばしを許さないロキは子供達に問う。

　団員の育成及びダンジョンの開拓を任せられている眷族けんぞく達の中で、リヴェリアは譲らない語気で断じた。

「やることは他ほかの団員ものと変わらない。集団パーティで、同列か格上のモンスターに当たらせる。たとえ手間と時間がかかろうとも」

　リヴェリアの言葉にガレス達は頷うなずく。

「『偉業』という条件の都合上、こればっかりは儂等わしらも手出しはできん」

「言葉はおかしいけど、安全に『冒険』させるしかないね」

　眷族達の総論に、ロキも止やむなしと認めた。

　その細い目を薄うっすらと開いてアイズが出ていった扉を見つめていた彼女は、意識を切り替えるように話題を変更する。

「フィン、『遠征』の強制任務ミッション、期限いつまでやったっけ？」

「ンー、伸ばせて一ヵ月、かな。昨日もロイマンにせっつかれたよ」

「管理機関ギルドも無茶を言ってくれる。闇派閥イヴィルスどもを抑えて治安維持をこなしつつ、『遠征』で未到達領域を開拓しろなどと」

　聞こえよがしに嘆息するのはガレスだった。

　今のオラリオを代表する最大派閥としての使命が【ロキ・ファミリア】にはあった。本来、一人の少女に現うつつを抜かしている暇などないほどのものが。

「男神ゼウス・女神ヘラの後釜が可及的速やかに欲しいんだろう。この混乱期を抑制するほどの……都市内外を安心させる権威の象徴を。そしてそれは、男神ゼウス達を都市から追い出した僕達の責務だ」

　執務机の上で手を組みながら、フィンは碧眼へきがんを細める。

　彼もまた野望を追う者だ。派閥の団長としての立場と、一人の小人族パルゥムとしての自分との間で揺れ動き、譲歩しながら最良の着地点を探っていく。同じ悲願はあれど、彼はやはり少女より大人だった。

「アイズは、どうするつもりだ？　連れていく気か、フィン？」

「……様子を見る。単純に戦力としての問題もあるけど、今の状態が続くようなら、地上に置いていく」

　リヴェリアもまた、副団長と教役の立場の板挟みに遭いながら問いかけた。

　頭かぶりを振ったフィンは瞑目めいもくする。

「ダンジョンの奥へ連れていってしまえば、僕達が彼女に引導を渡しかねない」
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　剣を振るう、父親の後ろ姿。

　金の瞳ひとみはそれを見ていた。

　温かな日差しの下、木陰に座りながら、母親と一緒に。

　あの人は恥ずかしいのであまり鍛錬の風景を見せたくなかったらしいけれど、母親が子供のようにねだると、結局いつも折れていた。最初は困り顔の父親は剣を振り出せばどこまでも没頭し、その凛々りりしい横顔に母親は微笑ほほえみ、自分はいつも頰ほおを染めて見惚みほれるのだ。

　霞かすむ剣身はとても追い切れない。だがその剣技がとても美しいものだということは自分にもわかった。下半身の動きは最小限にとどめ、あたかも指揮棒タクトを振るうように、縦横無尽に。時には大きく踏み込んだり回り込んで、銀の円弧を走らせる。この剣の調べは瞼まぶたを閉じればいつだって思い出せるだろう。

　あの人の剣技を見るのが、大好きだった。

　その父の剣は何かを傷付けるものだと知っている。

　容赦ようしゃなく血の霧を呼ぶ剣の輝きを、怖いものだと思っていたこともある。

　だがそれは、みなを救うための剣だ。

　ひいては、母親を守る剣だ。

　それを知った時、父親は自分の誇りになった。憧あこがれにさえも。

　少女が夢見た『英雄』。母親が愛する剣士。

　やがて、鍛錬を終えた父親が木陰のもとに戻って来る。

　相好を崩して迎えると、彼はそよ風に揺れる前髪の下で唇を綻ほころばせた。

『アイズ』

　名前を呼び、彼は鞘さやに納めた剣を差し出した。

　目を見開いて逡巡しゅんじゅんした後、おっかなびっくり両の手で受け取る。

　手にかかるずしりという重み、だがどうしてか心地好よいような気がした。

　父親はそれを見て笑う。

『アイズ』

　背後からの声に振り向けば、微笑む母親もいて。

　まるで父親に倣ならうように、片手を持ち上げ、人差し指を立て、音を紡つむぐ。

『─────』

　それが唱えられた瞬間、自分の体を優しい風が包んだ。

　体をくすぐってくる風の囁ささやきに身じろぎし、ころころと笑う。
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　母親は破顔して、風ごと自分を抱き締めた。

『ずっと、いっしょ』

　私も、この人も。

　彼女のその言葉に頷く。笑いながら、何度も頷く。

　父親と母親の温ぬくもりと一緒に、幸せに抱かれた。

　剣が寄り添い、風が微笑みながら。

　──そして、在りし日の記憶はそこで途絶えた。





「…………」



　瞼から溢あふれる涙を頰に感じながら、目を覚ます。

　アイズは無言のまま身を起こし、寝台ベッドの上で目もとをごしごしと拭ぬぐった。たった一人の部屋の中、全ての温もりが消え失うせた夢の残滓ざんしが、冷たい現実を教えてくる。

　何故なぜ、今。

　この夢を見せるのか。

　アイズは己を、記憶を、過去の情景を呪のろった。

『限界』という壁に立ち塞ふさがられ、全てを忘れてがむしゃらに走り続けられない今、どうして？

「……」

　窓の外は夢の景色から一転して灰色の朝空を広げていた。まるで今のアイズの心象を表すように。

　しばしそれを眺めていたアイズは、寝台ベッドから下り、さっさと着替えを済ませる。

　部屋の隅にある姿見が映すのは、笑顔が消え失せた少女の横顔だった。感情を押し殺している人形の貌かお。

　──全部、夢だったら良かったのにね。

　心の中で少女が囁く。闇やみの中で膝ひざを抱いて蹲うずくまる、弱い少女アイズが。

　その囁きを無視して、アイズは剣を執った。

「……戦わなくちゃ」

　在りし日の光景は、もう帰ってこないのだから。




　それから数日、焦りに塗まみれる日々が続いた。

　ダンジョンにもぐって常より鬼気迫る勢いでより多くのモンスターを屠ほふっても、壁は越えられない。能力ステイタスが停滞する時間が続く。息つく暇もなく戦おうとするアイズを同伴していたリヴェリア達は叱りつけ、何度も親身になって「落ち着け」と言い聞かせた。彼女達はこの頃ころから別の下級団員とアイズを組み合わせ、パーティで迷宮攻略に当たらせるようにもなった。それが自分の暴走をとどめるための『枷かせ』だと勘ぐってしまうアイズは、より不安定な情緒に苛さいなまれる。

　アイズは炎が呻うめく声を聞いた。

　胸の中に宿る黒い炎が揺らめく音を。

　強くならなきゃ、もっと、でないと私アナタは──。

　嫌な汗は止まらなかった。心臓が震える。立ち塞がる壁の前で棒立ちとなり、指針を失いつつある自分はこのままではただの迷子になってしまう。そして足を止めてしまえば途端に現れるのは凍えるような『孤独感』だ。

　暗闇の中で蹲る独りぼっちの感覚。大切な人達に置き去りにされ、現実を知り、世界に見捨てられ、滂沱ぼうだの涙とともに味わった壊れるほどの寂寥せきりょうの衝動。悲願ねがいを求める戦意で誤魔化ごまかしていた悲愴ひそう感が小さな体を搦からめ捕ろうとしている。リヴェリア達が忘れさせてくれていた事柄が、今のアイズを抱き竦すくめてくる。

　何とかするしかない。自分のこの手で道を切り開くしかない。

　何故ならばアイズは助けが来ないことを知っているから。

　自分の前に、『英雄』が現れないことを、理解してしまっているから。

　必要ならばこのおぞましい黒い炎にだって焼かれよう。感情が抜け落ちるほど泣いたあの日に逆行するわけにはいかないのだ。

　アイズはもがいた。決別した『弱い少女アイズ』に追い付かれないように。

　モンスターの血を浴び続ける愛剣は、アイズに何も言ってくれなかった。
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　冒険者で溢れるこの場所を訪れたのは久しぶりだった。

　戦利品の商談はガレス達が済ませてくれていたし、換金所をひっくるめた公共施設は全て摩天楼施設バベルのものを利用していたから。

　ダンジョン帰りの冒険者達でごった返す『ギルド本部』。『悪』の台頭により多くの【ファミリア】が治安維持に駆り出される一方、オラリオの産業を支える『魔石』獲得のために迷宮探索は推奨されていた。

　大人の同業者にはね飛ばされないよう注意しながら、アイズはリヴェリア達の目を盗み、一人でこの場所へやって来ていた。【ランクアップ】の秘密を探るためである。

　アイズはリヴェリア達が『器』の昇華に関して隠し事をしていることに気が付いていた。このまま【ランクアップ】の具体的な方法を何も明かさず、教えようとしていないことも。口止めされているであろう【ロキ・ファミリア】の団員も同様だ。

　全く関係ない者や同業者に尋ねてみてもいいが、アイズは自分が新人冒険者ルーキーとしてやっかまれていることを知っている。より高みに至る示唆ヒントなど与えてくれないか、騙だまされてしまうのが落ちだ。後者の悪意に限っては大事になるかもしれない。どんなに焦っていても愚かで迂闊うかつな真似まねをすることはできなかった。リヴェリア達に育てられた冒険者の自分が、そんなことを許しはしない。

　故に、【ファミリア】以外の者と交流がないアイズが頼る場所は、もうここしかなかった。

「あの……」

「はい、承りま……って、あんたは……アイズ・ヴァレンシュタイン？」

　窓口にいた赤い髪の受付嬢、狼人ウェアウルフのローズ・ファネットは思いもよらない訪問客に驚きを見せる。小人族パルゥムの冒険者でもやって来たと思い込んでいた彼女は、初めてあったあの日と同じように受付嬢としての態度を放り投げた。

「久しぶりね。あんた、すごいことになってるじゃない。担当のアドバイザーになっていたら、今頃給料が上がっていたかもしれないわ……ちッ、惜しいことをした」

「……」

「モンスターにやられてすぐいなくなると思ってたけど……リヴェリア達はしっかりお守もりをしてるってことね。愛されてるじゃない」

　彼女の気性なのだろう、ローズは思ったことを率直フランクに話しかけてくる。

　能率的ビジネスライク、または冒険者を突き放しがちに接するその様は、あるいは彼女なりの受付嬢としての処世術なのかもしれない。

　赤髪の美女は、世間話をしても一切表情を変えず黙りこくるアイズを見て、肩を竦めた。

「はいはい、わかったわよ。それで、用件は？」

　ローズに促され、アイズは切り出した。

「【ランクアップ】、って……どうすればできるんですか？」

　そう問われた瞬間、ローズはぴくりと片眉まゆを動かした。

　見上げてくるアイズの視線を受け止め、一方でその金の瞳を覗のぞき込む。

　張り詰めて、余裕がなく、黒い火の粉が舞う双眸そうぼうの中身を。

「……ダンジョンで探索していれば、そのうちなれるんじゃない？」


「っ……！　噓うそっ、ちゃんと教えて！」



「噓なんて言ってないわ。本当に、他の冒険者もそれしかやっていないもの」

　身を乗り出すアイズの剣幕に、ローズは軽薄な調子を崩さない。

　かと思えば表情をあらため、真剣な眼差まなざしでこちらを見下ろしてきた。

「それに、もし知っていたとしても……今のあんたには教えないわ」

「！」

「私、人殺しになりたくないし」

　人形の仮面が剝はがれるほど逸っている少女に、そう突き付けてきた。

　アイズは唇を嚙かむ。

　と、

「いやぁ、ようやく長旅から帰ってこれたよ！　オレがいなくて寂さびしかったかい、ソフィちゃん！」

「……？」

　別の窓口の方角からやけに声が通る笑声が聞こえてきた。

　見れば、橙黄色とうこうしょくの髪の男性──いや男神が受付嬢に声をかけている。

「いないことにも気付きませんでした。というか一生帰ってこなくて結構でした」

「あぁやっぱりつれない美少女エルフいいよなぁ！　どうだいソフィちゃん、今からオレとデートしないかい!?」

「業務に差し支えますので本当に帰ってください果てしなく邪魔です」

　軟派ナンパにも見える優男の神のお誘いに、冷たい印象を受ける銀髪の受付嬢エルフの対応は異常にぞんざいだった。もうすっかり慣れているようですらある。

「ああ、あの神はいつもあんななのよ。というか、おちゃらけた神全般に言えることだけどね。……さぁ、もう用がないなら【ファミリア】のところに帰りなさい。最近、闇派閥イヴィルスがきな臭い動きをしているらしいから、一人でほっつくんじゃないわよ」

　やかましいやり取りに視線を向けていたアイズは、ローズに追い払われるようにその場から退どかされた。別の冒険者の対応を始める彼女にぎゅっと唇を結びながら、ギルド本部を後にする。

　ここ最近、曇りがちな天気はまるで少女の心象を表しているかのようだった。灰色の空に見下ろされながら、最後の当ても頼れなかったアイズは更なる焦りを募らせる。

『ギルド本部』の広大な前庭を突っ切っていると、

「君が『人形姫』かい？」

　聞き覚えのある声が背中にかけられた。

　後ろを振り向けば、つい先程滑稽こっけいな姿を晒さらしていた男神が、アイズに歩み寄ってくるところだった。

「長旅をするとオラリオの情勢に疎うとくなってしまう。君のような新人冒険者ルーキーが現れるなんてね」

　髪と同色の瞳は間違いなくアイズに向けられている。優男の神は頭に被かぶっている旅行帽の鍔つばを指でなぞりながら、笑みを浮かべていた。

　娯楽好きの神々のちょっかいか、わざわざ追ってきた男神をアイズは無視しようとしたが、

「さっき、【ランクアップ】について話をしていなかったかい？」

　その言葉に立ち止まり、もう一度振り返ってしまう。

「もしかしたら【ステイタス】が上限に至って、伸び悩んでいるとか？」

「！」

「そんな君に、誰も【ランクアップ】の方法を教えてくれない……とか？」

　内情を言い当ててくる言葉にアイズは呆然ぼうぜんとするのみだった。

　男神は先程と変わらぬ笑みを纏まとって、とうとう目の前までやってくる。

　次には立ちつくすアイズに顔を近付け、じっと見つめてきた。

「やはり、そうか……君が大神ゼウスの言っていた──」

　動揺も手伝って聞き取れない呟つぶやきが落ちた直後。

　姿勢を戻した男神は、

「【ランクアップ】の方法、オレが教えてあげようか？」

　そう告げてきた。

「!?」

「そんなに警戒しないでほしい。子を導くのは神の役目って、相場は決まっているだろう？」

「……本当に、教えてくれるのっ？」

「オレが司つかさどる事物にかけて、噓をつかないことを約束しよう」

　目の前の神が何故近付いてきたのか、目的は何なのか、もう今のアイズにはどうでもよかった。

　勢いよく身を乗り出す。

「教えてっ！」

「ああ、いいとも。『約束の時代』を担う英雄……可能性は少しでも上げておいた方がいい」

　後半の言葉を独白のようにこぼす男神は笑みを深める。

「名乗るのは……止めておこうか。ロキにバレたらうるさそうだ」

　だからオレのことは秘密にしておいてほしい。優男の神はそんなことを交換条件にしてきた。

　じれったそうに、一も二もなくアイズは了承する。

　人通りの少ない広い前庭の中心で、男神は囁くように告げた。

「神々オレたちの『恩恵』が課す昇華の条件──それは『偉業』の達成さ」
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「アイズ、どこだ!?」

　自分を呼ぶ声が聞こえる。

　それがリヴェリアのものだとアイズにはすぐわかった。

　出会ってからもうすぐ一年。いつも厳しく、時には優しく、稀まれに温かく。何度も浴びせられ、何度も耳朶じだを撫なでてきた鈴のような声音は常にアイズの側そばにあった。だから、今彼女がどんな顔を浮かべているのかもわかってしまう。しかし、わかっていながら少女は気付かない振りをした。

　暗闇に塞がれる夜、音を立てて雨が降りしきるオラリオ。

　冬の雨に打たれる冷たい体を引きずりながら、アイズは魔石街灯に照らされる光のもとへ歩み出た。

「リヴェリア……」

「アイズ！　……っ!?」

　街路から現れたこちらを見るなり、リヴェリアは声を失った。

　赤く染まる防具に、破れた戦闘衣バトル・クロス。雨によって血は洗い流されているものの、肌に刻まれた深い傷跡は隠せない。魔石灯の光に照らし出されるその姿は、まさしく壊れかけの人形のようだった。

　手の皮が破れるほど振られた愛剣を鞘に納めることも忘れていたアイズは、普段にも増した無感情の表情で、愕然がくぜんとするリヴェリアを見上げる。

「回復薬ポーションを、分けてほしい……」

　館から一人いなくなり、深夜になっても帰ってこないアイズをずっと探していたのだろう。

　長く伸びた美しい翡翠ひすいの髪を顔に張りつけているリヴェリアは、その懇願に絶句する。

「もう一度、ダンジョンに行く……」

　今まで何をしていたのか告白するアイズに、リヴェリアの相貌が大きく歪んだ。

「何をやっている!!　何を、言っている!?」

　叫びながらリヴェリアはアイズに駆け寄り、目の前で膝をつく。

　彼女は回復薬ポーションを与えてはくれなかった。代わりに、ぶつけるように回復魔法を浴びせる。

　ハイエルフの心境を物語るように精神力マインドが過剰に込められた翡翠の魔力光は、たちまちアイズの傷を癒いやし、体力まで回復させた。

「一人でダンジョンへ行っていただと!?　どれほど戦っていた!?　いや、何と戦っていた!?」

「……『インファント・ドラゴン』」

　小竜インファント・ドラゴン。

　11、12階層に出現する稀少種レアモンスターであり、『上層』に唯一出現する──怪物モンスターの中でも最強の潜在能力ポテンシャルを秘めた──竜種である。

『迷宮の孤王モンスターレックス』が存在しない上層域において、事実上の階層主だ。

　呟かれたその怪物の名を聞いて、リヴェリアの驚愕きょうがくが怒りに塗り潰つぶされる。

「倒したけど……でも、きっと、まだ、足りない……もっと、倒さなきゃ」

　そんな彼女を無感動の瞳に映しながら、アイズは淡々と告げた。

　強迫観念に縛られたかのような戦意を打ち明ける少女に、リヴェリアは吠ほえる。

「馬鹿ばか者、ふざけるな!?　そんなことを許すと思っているのか！」

「……」

「一人でダンジョンに行くなとあれほど言っただろう！　何故、私達の言いつけを破った!?」

「……」

「何故、そんなことをした!?」

　怒りと悲しみが滲にじむ両の手に、肩を摑つかまれる。

　うつむいたアイズは、ぐっと歯を嚙み締め、肩に食い込む指を振り払った。

「……なかった……」

「アイ、ズ……？」

「教えて、くれなかった……」

　戸惑うリヴェリアに、アイズはきっと睨にらみながら叫ぶ。

「リヴェリア達は、教えてくれなかった！　黙ってた！　昇華ランクアップの方法！」

「!!」

「『偉業』の条件を、誤魔化してた!!」

　見開かれる翡翠の瞳を糾弾する。

　どこに溜め込んでいたのかもわからない激情の声を放ち、張り上げる。

「私の願いを、知っているくせに！」

　アイズの感情は止まらなかった。

　今、自分が口にしている言葉が建前たてまえであると理解しながら、目の前にいるリヴェリアを責めるのを止められなかった。

　アイズは自分が強くなっていたと思っていた。リヴェリア達の教えを守り、見守られながら、ちゃんと大きくなっていると。彼女達に認められるようになったと、そう思っていた。

　しかし、違った。

　リヴェリア達はアイズのことを、アイズの強さを信じてくれなかった。危険だと判断されて誤魔化されていた。

【ランクアップ】の条件が別のものであったなら、きっとこうまで心をかき乱されなかった。『強さ』は今のアイズの全てなのに、それを信じてもらえなかったら戦姫アイズに存在価値などない。拠より所など何もない。リヴェリア達の善意がアイズの全てを突き放している。

　何をこんなにも傷付いているのか、アイズにもわからなかった。

　ただ確かなことは、彼女達に認められていないという事実が、心に亀裂を刻んだということだ。

「お前、それをどこで……」

『器』の昇華の術を知った少女に、リヴェリアが呆然と声を落とす。

　否定してくれない彼女に一層胸むねを締め付けられながら、睨みつける。

「もう一度、ダンジョンに行くっ。行って、昇華ランクアップの資格を取る！」

　右手で剣を握り締めるアイズに、リヴェリアは身を乗り出した。

「落ち着け、待つんだ、アイズっ。まだその時ではない！」

　アイズの感情の振れ幅が、振り切れた。

　伸ばされる手を打ち払い、どんっ、とその胸を突き飛ばす。

　驚くリヴェリアから後退あとずさって、アイズは叫んでいた。

「じゃあ、『その時』はいつ!?」

　感情が赴くままに、叫び散らしていた。

「私は、強くならなくちゃいけない！　時間を無駄に過ごすなんて嫌いや、できない！」

「アイズ……」

「私に『英雄』なんて現れてくれない！　私が、強くなるしかない！」

　在りし日の母親の笑顔が、父親の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　すぐにその光景は罅ひび割れて、残るのは闇の中で独りきりとなった少女だけとなる。泣きながら目の前に突き立つ剣を引き抜くしかない、少女の叫びだけが。

「アイズ、聞いてくれ。私は……」

「嫌いや、嫌！　私の邪魔をしないで！」

　立ち上がって詰め寄るリヴェリアの言葉を遮さえぎる。

　拒絶するアイズは言い放った。

「私は、貴方あなたの『人形』じゃない！」

　次の瞬間──ぱんっ！　と。

　頰から、激しい音が鳴った。

　その拍子に握り締めていた剣を地面に取り落とす。

　呆然とするアイズは、熱を帯びる頰が叩かれたのだと理解した。

　固まっていたのは数秒だった。

　視線を前に向けると、雨に濡ぬれるリヴェリアが今まで見たことのない表情で、アイズのことを睨んでいた。

「私の気持ちも知らないで、よくも……！」

　怒っているような、悲しんでいるような、苦しんでいるような。

　雨に打たれ頰を伝うその滴が、アイズには涙のように見えてしまった。

「私がお前を想おもうことは間違っているのか!?　私がっ、私達がお前のことを心配していると何故わかってくれない！」

　リヴェリアの叫びが飛ぶ。

　それは彼女が初めて吐き出す激情だった。アイズに負けないほどの感情の塊。

　アイズの覚悟が揺らぐ。どんな犠牲を払っても、自分を殺そうとも、果たそうとしていた悲願ねがいへの決意が。

　翡翠の瞳に真まっ直すぐ見つめられる金の瞳が怯ひるみ、歪んだ。

「私達は……家族ファミリアだ」

　アイズはうろたえてしまった。

　その眼差しに、その訴えに。

　──そして怒りを抱いてしまった。

　愚かな自分に対して。

　父親と母親を思い出に変え、過去を捨てて、『今』に飛びつこうとした弱い少女アイズに。

　衝動と怒り、恐怖が渾然こんぜんとなった感情が渦を巻く。

「アイズ、私はお前のことを──」

「止めてっ!!」

　アイズは、叫んだ。

「違うっ、貴方は違うッ！　変なこと言わないでっ、私を惑わさないでっ！」

　違う、違う、と何度も叫び、何度も頭かぶりを振る。

　人形の仮面が剝落はくらくした年相応の幼い少女が、髪を振り乱し、身を襲う情動に翻弄ほんろうされる。

　アイズは拒み、あがいた。脳裏に蘇るリヴェリアとの様々な思い出に背を向け、黒い炎に包まれる己の使命のもとへ逃げ込む。

「貴方は……じゃない」

　アイズの眦まなじりが逆立ち、立ちつくす目の前の女性を睨みつける。

　その震える唇をこじ開けて、決定的な言葉を言い放った。




「貴方は、私のお母さんじゃない！」




　その拒絶を叩きつけた瞬間、時間が止まったかのように、二人の世界から全ての音が遠ざかった。

　上がった絶叫が都市に響き、すぐに雨音に塗り潰されていく。

　雨に濡れる静寂が耳を貫く。肩で息をするアイズは、しゃくり上げそうになる喉のどを必死に堪こらえていた。

　何故か、言葉を口にした筈のアイズが傷付いていた。

　立ちつくすリヴェリアのその顔を見た時、何故か、途方もない後悔が生まれた。

　降りしきる雨のせいで、今にも視界がぼやけようとしている。

「……」

　金の瞳に映っていた女性の顔が、仮面のような『無』を纏う。

　表情を消したリヴェリアは、静かに答えた。

「そうだ……私は、お前の母親ではない」

「っ!!」

「お前の母親など、いない」

　肯定された瞬間、アイズは走り出していた。

　背を向けて、落ちた剣を拾い上げ、地面を壊すように必死に蹴けりつけながら。

　目尻めじりから雨とは非なる滴が溢れる。透明な粒を背後に散らしながら、アイズは片腕で何度も目もとを拭った。

　何も変わらない。何も変わっていない。

　自分が独りぼっちだったなんてこと、ずっと前から知っている。

　アイズの愛した人達は自分を置いて消えてしまった。あの幸福な日々は今や昔日という名の過去の残り滓かすに成り下がり、思い出の破片となってアイズを傷付ける。

　永遠なんてない。全て一瞬だ。代わりに続くこの永遠の痛みは何ものにも埋められない。ロキ達にも、リヴェリアにも。

　そうだ、アイズは独りだ。

　これまでも、これからも、ずっと。

『人形』と貶おとしめられ、制止の声も聞かず怪物を殺し続ける。誰からも愛されないし、誰からも理解されない。

　そうわかっていた筈なのに、涙はもう枯れた筈なのに、瞳を濡らすこの感情が消えてくれない。

　アイズは全てを塗り潰すように、大声で叫びながら、闇夜の都市を無我夢中で走った。




「……」

　リヴェリアは、雨の奥に少女が消えた後も、ずっと動くことができなかった。

　何分も、何時間も。

　その小さな背中を追いかけることもできず、雨に打たれ続けた。

「リヴェリア！」

「アイズは!?　いたのか！」

　雨に野ざらしになるリヴェリアのもとに、声が届く。

　フィンとガレスだ。

　二人とも雨具を身に着けず、身じろぎ一つしないリヴェリアのもとに駆け寄った。

　リヴェリアと同様に少女の行方ゆくえを追っていたフィン達は、そこで彼女の様子に気付く。

　沈黙を挟むハイエルフは、己の唇を震わせた。

「フィン、ガレス……私はどうすればいい？」

　決して他者に決断を委ゆだねることのない、リヴェリアの弱音。

　少女と言葉の刃やいばで傷付け合った自分自身を持てあまし、後悔と苦悩を吐き出す。

　ともに戦い続けてきた異種族の戦友せんゆう達は、彼女のその横顔を見ただけで全て察したように、口を噤つぐんだ。

　これほどまで弱々しい姿を見せるリヴェリアは久しぶりだった。

　いや、初めてかもしれない。

「私は、どうしたらいい？」

　フィンが悄然とするリヴェリアの横顔を黙って見上げる中。

　隣に立つガレスは、盛大に眉をひそめた。

　次には、顔いっぱいに憤怒をあらわにする。

　己より身長の高いリヴェリアの襟えり首を力任せに摑み、驚愕ごと眼差しを自分のもとへ引き寄せた。

「しっかりせんか、馬鹿たれがァ!!」

　轟とどろいたガレスの本気の怒号に、リヴェリアは驚愕する。

「お主等らエルフは考え過ぎじゃと大昔に言いってやったじゃろうが！　前よりマシになったと思っておったが、何も変わっておらん！」

「なんだと……!?」

「教師や親を気取るなら、もっとどっしり構えておれ！」

　たちまち顔を怒りに染めるリヴェリアがガレスの手を叩き落とす。

　火のごときその眼光を浴びても、ドワーフは欠片かけらも萎縮することなく鼻を鳴らした。

「なんじゃ、その顔は？」

「ドワーフの貴様に何がわかる……！　私だって迷いながら……！」

「迷う？　はっ、馬鹿を言うな！」

　彼は続けざまに怒鳴りつける。

「お前なんぞより、今のあの娘この方がよっぽど迷子じゃ！」

「!!」

　その大喝に、リヴェリアの目は見開かれた。

「どうせお前はアイズを怖がっておったのじゃろう！　傷付けぬようにと言葉を選び、もっともらしい建前を並べて自分の本音を語らなかった！」

「……」

「上辺うわべばかりのエルフの言葉など届くものか！　迷って口が回らないというのなら、引き寄せて抱き締めてやれ！」

　ガレスの大音声に、反論の声はない。

　リヴェリアは何も言い返せず、拳こぶしを握るだけだった。

「ガレス、言い過ぎだ」

「……ああ、悪かった。儂もちと熱くなり過ぎたわ」

　リヴェリアのせいではない、アイズの様子に気付けなかった自分達全員の非だと言外に告げるフィンに、ガレスも息を吐き出す。

「リヴェリア、アイズをもう一度探そう。君がいないと何も始まらない」

「……しかし、あの娘こに拒絶された今の私に、そんな資格など……」

「リヴェリア」

　今度はフィンが静かに、けれど強い語気で言葉を打った。

「資格なんて馬鹿なことを言っているな。これまでアイズとともに過ごしてきた君きみ自身を侮辱する発言だ。それとも、今日までの時間は全て噓だったのか？」

　今度こそ、リヴェリアはうなだれた。

「──ちぃーっと渋くなってきたと思っとったけど、自分ら、やっぱり変わっとらんなぁ」

　そこへ、言い合う声を聞きつけてか、彼女達の主神が新たにやって来る。

　びしょ濡れの体を放置するロキは、腐れ縁ここに極まれりや、と愉快そうに笑った。

「リヴェリア、顔を上げぇ」

「今のアイズに必要なのは、僕達の声じゃない」

「一番近く、長く寄り添っておった、お主の手じゃ」

　ロキに促され、フィンに断じられ、ガレスに諭される。

　顔を上げたリヴェリアは彼等を見返す。

「家出娘を迎えにいくのは、母親ママと相場は決まっとるでー」

　そのからかうような主神の物言いに。

　リヴェリアは反論しようとして、失敗してしまい、ふっと脱力した笑みを浮かべた。
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　リヴェリアがフィン達と合流する前。




　雨の中を、剣を持った少女が走っていく。

　そんな彼女を濃紫の瞳は見つめていた。

　闇に沈むとある建物の中で、その神物じんぶつは笑う。

「ねぇ、ヴァレッタちゃん。『人形姫』って知ってる？」

「んだよ、他神様タナトス？　知ってんに決まってんだろう。フィン達のところが育ててる小娘だ。とんでもねぇ速度で強くなってやがる生意気な新人冒険者ルーキー……ったく、いけ好かねぇ」

　闇夜に紛れているのは闇派閥イヴィルスの主神達と幹部であった。【タナトス・ファミリア】を始め、邪神の使徒を名乗る他派閥の眷族達が、今日も都市に破壊と混乱を招こうと暗躍している。

「その『人形姫』がどうかしたのか？」

「オレさぁ、偶然あの娘こを見かけた時から、気になってたんだよね。遠目からでもわかるくらい、瞳の中でくすぶってる……あのドス黒い炎が」

　ボロボロの黒衣のフードの下で、神の瞳が少女を追う。

　眼下の街路を走っているその姿に、目を細めた。

「死の香りがさぁ、するんだよ。香りが濃くて濃くて……死神オレとしてはほっとけないくらい」

　退廃的な雰囲気を醸し出しながら、男神タナトスは笑った。

「ねぇヴァレッタちゃん、今日の予定、変更しない？」

「あぁ？」

「ちょっとさぁ、派手に騒ぎを起こしてきてよ。【ロキ・ファミリア】……いや、邪魔者がしばらくダンジョンに近付けないように」

　通りを駆け抜けていく金髪金眼の少女が向かう場所、都市中央の『バベル』を眺め、死神はそんなことを提案する。

「他派閥の主神が指図するんじゃねぇよ。計画を変更するんだったら、まずは他の神どもの許可を──」

「【ロキ・ファミリア】の、【勇者ブレイバー】へのいい嫌がらせになるかもよ？」


「────…………」



　その【勇者ブレイバー】という言葉を聞いて、闇派閥イヴィルスの幹部ヴァレッタ・グレーデは押し黙った。

　やがて神意しんいを悟ったように、口端を裂く。

「この変態野郎め。あんなガキを狙ねらいやがって」

「違う、違う。そんな下心ないって」

　部下に変更の指示を飛ばし始めるヴァレッタに背を向けながら、少女の後ろ姿を追うタナトスは、口唇で三日月を描いた。

「迷える子供を助けてあげるのも、神様の仕事でしょ？」
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　アイズはダンジョンの中を進んでいた。

　ここに足が向かった理由はわからない。だがもはや自分にはここしか残されていないように、この暗く冷たい地下迷宮へ赴いていた。

　走って、走って、走って、走った。

　リヴェリアのもとから逃げ出し、ダンジョンに飛び込んだ。

　振るって、振るって、振るって、振るった。

　自棄やけになったかのように剣を振るい続け、怪物どもを屠った。

　アイズは目を赤く腫らしたまま駆け続け、モンスターが立ち塞がれば激情をぶつけるように《ソード・エール》を見舞う。人気ひとけが全くないのは幸いだった。今にも泣き出しそうな顔も見られず、喉から迸ほとばしる子供の嗚咽おえつのような叫喚も聞かれずに済んだから。涙の代わりに剣を振り続けるアイズは、暴れ回る感情の言いなりとなった。

「はァ、はっ、は……！」

　やがて、その感情が収まるより先に、体の方が音を上げた。

　息を碌ろくに吸うのも忘れていた。肺が悲鳴を上げている。手足の隅々まで熱い。目の前にいた最後のモンスターを倒した後、アイズは乱れる呼吸を野放しにして剣を地面に突き刺した。

　杖つえのように寄りかかることしばらく。

　柄頭つかがしらにくっつけた額を引き剝がすように、顔を上げた。

「ここ、は……12階層？」

　周囲には白い霧が漂っていた。階層そのものも朝霧を彷彿ほうふつさせる薄暗さに包まれており、天然武器ネイチャーウェポンと化す枯れ木が無数に生えている。見覚えのある地形と今いる広間ルームの規模から、アイズは自分の現在地を把握する。

　出鱈目でたらめに走り続けて辿たどり着いたのは、ダンジョン上層域の最下部。

　その最奥の広間ルームだった。

「……私、はっ」

　私アナタの居場所はここ。

　心の中に住み着いているもう一人の少女アイズ──黒い炎にそう言われた気がして、アイズは体をかき抱いだく。

　──強くなりたい。どんなものよりも強くなりたい。他には何も要らない。

　──怖い。寂しい。寒い。ずっと独り。私にはやっぱり何も残っていない。それが悲しい。

　相反する二つの声がせめぎ合っている。どちらのアイズもアイズだった。じっとしていると再び目頭が熱くなってくる。

　モンスターの気配が途絶えた静寂の広間ルームの中で、アイズが込み上げてくるものと必死に戦っていると、

「──苦しいか、迷える子よ？」

「！」

　荘厳でありながら艶なまめかしい響きが、耳朶を揺らした。

　はっとしたアイズが振り返ると、白い靄もやの向こうに浮かび上がるのは一つの影だった。

　黒衣を被った人物である。

　目深に被ったフードからこぼれ落ちている濃紫色の髪は女性のように長く、体の線も細い。整い過ぎた顔立ちは妖艶ようえんさを放っている。何より今までアイズが目にしたことのないほど、その者の纏う空気は退廃的だった。

　……神？

　整い過ぎた容貌と人ならざる雰囲気に当たりをつけるも、疑問を覚えてしまう。

　まず間違いなく神の一柱である筈なのだが、何か雰囲気が異なるのだ。神たらしめる欠片ピースが足りていないと言えばいいのか、と心の中で戸惑う。

　ダンジョンに侵入するために『神威』を抑えていることを知るよしもない少女を前に、その神物じんぶつ、タナトスは妖あやしげな微笑を浮かべた。

　途中、神の背後から護衛と思おぼしき複数の影が浮かび上がる。

　ローブを纏った者達を見て、アイズははっとした。

（まさか……闇派閥イヴィルス？）

　アイズは目の前の神物じんぶつを警戒した。

　神がダンジョンにいる時点でこの状況は異様だ。

　目的はわからないままだが、剣を構えようとすると、

「モンスターが憎いか、娘むすめよ？」

「！」

　その言葉に、瞳に驚愕を宿した。

「そして、己の弱さを許せない……弱いままでいるお前を許す世界が、心を迷わせる……」

「……！」

　アイズは動揺した。

　妖艶な微笑とともに突き出される神の言葉が、心の内を抉えぐる。

「不自由を感じている、葛藤している、搔かき毟むしりたいほどの衝動を抱いている。お前は力を求める復讐ふくしゅうの使徒……強さに餓うえる生粋きっすいの剣士だ。その心は一向に癒されない。……内に秘める黒い劫火ごうかを抑え込む術すべを、知らない」

　淀よどみなくアイズの心象を言い当てていく。

　アイズはたじろいだ。神のその美しい声音には下界の者を引き付ける不可思議な響きがある。耳を塞ぎたくても塞げない、魔力が。

「お前は誰からも理解されない……お前は、独りだ」

　その言葉に、とうとうアイズの顔が罅割れる。

「憎いだろう？　悲しいだろう？　不安だろう？」

　そして顔色を変える少女を前に、タナトスは。

　深淵を彷彿させる紫の瞳をフードの奥から覗かせ、すっと細めた。

「私が、全ての苦しみから解放してやろうか？」

「!!」

　金の双眸が揺れる。

「娘よ、お前は美しい。死に見初められながら戦い続けるお前を、私は愛いとしく思う。救ってやりたい、とも」

「……っ!?」

「力を与えてやる。強くなる術すべを、願いを必ずや成就させる居場所を。それは迷いを抱かずに済む場所、お前が望む剣つるぎと炎の世界だ」

　低迷する現状を抜け出す方法を、飽くなき闘争の舞台を、この苦しみから逃れる救いを与えんと。

　それは甘美の響きをもってアイズの心を震わせた。燃え盛る黒い炎が歓喜する。不自由な【ロキ・ファミリア】の環境を捨てて、先へ進むことを願っている。

　孤独という名の苦痛から解放され、力だけを求めろと、訴えている。

「その瞳の炎に身を委ねてしまえ。さすれば世界は景色を変え、お前を祝福するだろう」

　神の祝詞のりとが子供の心を惑わす。

　それは天の救済であり破滅への道標みちしるべであった。己のために多くの『死』を振りまく、殺戮さつりく者を生むための呪われた儀式。

　その瞳が見出みいだした『死の剣士』の雛ひな鳥に、死神タナトスは目を見開き、手を差し出した。

「私とともに来い。──お前の望むもの、全てを施そう」

　アイズは、その美しい神の手を見た。

　あらゆる苦しみから解放される救済の象徴を。

　もう何も考えず力だけを追い求められる修羅の道を。

　願ってやまなかった筈の世界の入り口を。

（私、は……）

　視界がぐにゃりと曲がり、神の手が姿形を変える。

　アイズが至らなければいけない場所、積み上げられた怪物の骸むくろの頂いただき、その先に在ある強大な目標に変貌する。

　私はずっと独り。変えられないというのならもう何も感じたくない。いかなる俗事にも苛まれず、ただ力を貪むさぼる餓姫がきになりたい。黒い炎に焼かれる心と、火傷やけどするほどの熱を帯びる背中がアイズを突き動かす。

　やがて少女の手が微動し、握り締めた剣の柄から離れようとする。

　黒い炎に巻かれ、衝動の言いなりになろうとした──その時だった。

　一人のハイエルフの眼差しが、アイズの心に過よぎったのは。

（──）

　最後の別れ際、アイズと同じように苦しみに歪んでいた彼女の相貌。

　彼女との今までが、アイズを見守ってくれた者達との思い出が心の奥に去来する。

　愛剣が輝きを放ち、何かを呼びかけるようにアイズの瞳を照らした。

　どうしてそんなことを思ったのかわからない。

　何故、剣つるぎから手が離れないのかわからない。

　だがアイズは、今日までの過去を否定することが、どうしてもできなかった。

　黒い炎に代わる、空を翔かける風のような、リヴェリア達との激しくも優しい日々を。

「……私は、力が欲しい」

　止まっていた時を砕き、アイズの唇が震える。

　タナトスの瞳を見上げる金の瞳は、黒い炎を退け、剣のごとき輝きを取り戻した。

「でも、貴方に付いていくのは……違う！」

　力強い意志で、神の誘惑を退ける。

「独りになっても、あの人達を裏切るのは、間違ってる!!」

　思いを叫びに変えたアイズは目の前の神を睨んだ。

　今目めの前に立たっているのは、黒衣に包まれた闇の象徴だ。

　幻影が霧散したかのように、『悪』の神が醜悪な薄い笑みを向けて手を伸ばしている。

　葛藤と言う名の曇りが晴れた眼まなこで射抜いていると、タナトスは笑みを消し、無言を纏った。

　間もなく、肩を竦める。

「──ざーんねん」

　荘厳な神の態度を翻ひるがえし、途端に薄っぺらな空気を纏う。

　そこに威厳など欠片もない。妖艶な雰囲気が吹き飛び、一柱ひとりの軽薄な神が現れた。

　アイズが目を疑っていると、タナトスはにへらと笑う。

「噂うわさの『人形姫』ちゃんを取り込めると思ったんだけどなぁ……成長すれば沢山の命を天に還かえしてくれる、オレの愛する死の眷族に」

「っ……!?」

「いやぁ、失敗失敗。思っていたより、君はずっと強いんだねぇ」

　本性を表すタナトスに対し、アイズの首筋に薄ら寒いものが走った。

　雰囲気は変われど、その退廃的な本質は一切揺らいでいない。

　軽薄でありながら言葉の端々に凶気を覗かせる目の前の存在に、恐ろしさを覚える。

　これがロキやフィン達が言っていた『邪神』なのだと、アイズは確信した。

「貴方は、誰！」

「手を拒んだ君に、名乗ることはできないなぁ。自己紹介したいのは山々なんだけど。闇派閥イヴィルスって面倒臭くてさぁ」

　フードの裾すそを引っ張り、目もとを隠すタナトスは口元を曲げ、アイズに笑みを返す。

「さて、と……勧誘スカウトに失敗したら始末する、ってヴァレッタちゃんと約束しちゃってるんだけど……」

　始末、という言葉に反応したアイズは素早く身構える。

　伴ってタナトスの護衛役である闇派閥イヴィルスの眷族達が動いた。霧の中にひそんでいた二名の戦士がアイズの前に立ちはだかる。

（二対一……！　勝てる？）

　フィン達との模擬戦を繰り返しているとはいえ、アイズは本物の対人戦を碌に経験したことがない。血と叫びが飛び交う殺し合いに発展して怯むことがないか、懸念が残る。

　だが、敵の存在感はフィン達のそれよりずっと小さい。恐らく自分と同じ下級冒険者。それならばとアイズは思った。勝機はあると。

　しかし、アイズのそんな思考など無視して、タナトスは場違いな声を出した。

「そうだ。いいことを思い付いた」

　まるで子供が無邪気な遊びを思い付いたような声音で、指を弾はじく。

　フードの下で、唇が薄ら寒い三日月を描いた。

「『人形姫』ちゃん、君に贈物プレゼントを送ろう」

「……？」

「一度、やってみたかったんだ」

　怪訝けげんな表情を浮かべるアイズと、うろたえながら一瞥いちべつしてくる闇派閥イヴィルスの視線の先で、タナトスは片腕を頭上に上げる。

　岩盤で塞がれた天井てんじょうを衝つきながら、その濃紫の瞳を細め、笑った。

「受け取ってよ」

　次の瞬間。

　神のもとから、抑え込まれていた『神威』が解放された。

「っっ!?」

　可視化されるほどの黒紫のうねりが──死神タナトスの『色』が──細い光の柱となって迷宮の天井に突き立つ。

　直後、『それ』はやって来た。

　まず起こったのは、地震。

　呻くように、唸うなるように、怒いかるように、迷宮の大地が鳴動する。

　ダンジョンに足を踏み入れるようになって経験したことのない『未知』の事象にアイズが瞠目どうもくする最中さなか、次に発生したのは迷宮壁の咆哮ほうこうだった。白い霧の奥、計三箇所、広間ルームの出入り口がある全ての方角から雪崩のごとき音が発生する。

　まさか──出口が塞がれた!?

　頭に走り抜けた直感の光にアイズは愕然となる。闇派閥イヴィルスの使徒も同様であった。

　驚愕するアイズ達を他所よそにタナトスの笑みは途切れない。

　身を絶えず襲ってくる地震を心地良さそうに受け止めていた男神は、おもむろに、頭上を仰いだ。

「あぁ──こうなるんだ」

　アイズがその視線を追った、直後。

　ビキリッ、と。

「────」

　迷宮の天井に亀裂が生まれる。

　雨のように破片が飛び、ダンジョンに召喚される『それ』を目にした瞬間。

　アイズの瞳は、凍結した。
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　同時刻。

「っっ──」

　ギルドの地下神殿で、老神ろうじんは呻いた。

「ウラノス？」

「……神が、ダンジョンに侵入した」

　黒衣の従者に問いかけられた彼は、その眉間みけんに深い皺しわを刻む。




「フレイヤ様……」

「……止めてほしいのだけれど。面倒事を増やすのは」

　白亜の巨塔でも。

「今揺れたな、主神様よ。……主神様？」

「どこの馬鹿よ、解き放ったのは……」

　武具の店が建つ大通りでも。

「おいおいおい……火遊びってレベルじゃないぜ？」

「ヘルメス様、どうしたのですか？」

　都市の中央から離れた館でも。

「ガネーシャ様！　闇派閥イヴィルスです、北東の魔石製品工場を襲撃しています！」

「……ああ、わかった。行け、お前達！」

　憲兵が集う街の一角でも。

　オラリオに身を置く全ての神々がそれを感じ、それが何であるかを悟った。地上に近い『上層』で放たれたが故に感知するに至り、はっきりと伝わった。

　そして当然、彼女達のもとにも。

「おいロキ、どうした？」

「この時機タイミング、まさか……」

　今も微細に揺れている地面を、ロキは険しい目付きで睨みつける。

　ガレスの問いにすぐに答えられずにいると、

「フィン団長！　闇派閥イヴィルスが出ました！　工業区が襲われているようです、【ガネーシャ・ファミリア】が至急応援をと！」

【ロキ・ファミリア】の団員の一人が現れ、フィン達に急報をもたらす。

「ええいっ、こんな時に！　フィン！」

「……ああ、行こう。流石さすがに工場襲撃は野放しにできない」

　世界唯一の魔石産業を誇るオラリオにとって、魔石製品を生産する北東の工業区は都市の心臓部だ。ここが破壊されれば迷宮都市そのものに大きな打撃を被る。

　親指を舐なめたフィンはロキの横顔を一瞥した後、素早く指示を出し始めた。

「ガレス、足の速い部隊を編制して先に行け。全体の指揮は僕が執る」

「おう！」

「総員に出動命令を出せ！」

「わかりました！」

　素早い指示に、ガレスと伝達の団員が駆け出す。

　その後に続こうとする間際まぎわ、フィンは背後にいるリヴェリアに振り返った。

「フィン……私は」

「リヴェリア、君はアイズを探せ」

「！」

「嫌な予感がする。必ず連れ戻せ。必ず、君が迎えに行くんだ！」

　ハイエルフに向かって声を打つ小人族パルゥムの首領は間髪を入れず走り出し、雨の向こうに消えた。

　その場に立ちつくすリヴェリアだったが、ロキに片腕を摑まれてはっとする。

「ダンジョンや」

「っ？」

「アイズはきっと、ダンジョンや。いやそこしかない、臭過ぎる」

　顔に張り付いた朱色の髪から雨を滴らせながら、ロキはリヴェリアの両肩を摑んだ。

「うちの勘が確かなら、アイズは今ヤバい状況にある」

「……！」

「行け、リヴェリア。迷ってる暇なんてないで──あの娘こを助けにいけ」

　お前にしかできない。

　開かれた朱色の瞳でそう告げるロキに、黙っていたリヴェリアは……拳を握った。

　頷きを返す彼女に、主神は笑みを浮かべる。

「すまない、ロキ。行ってくる」

　迷いを断ち切った表情を浮かべ、リヴェリアは走り出した。

　都市中央、闇夜にそびえる白亜の巨塔に向かって。
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　それは無数の破片を飛ばして、迷宮より生まれ出いでた。

　鋭い爪つめ、長い牙きば、夥おびただしい鱗うろこ、歪いびつな皮膜を有する翼。

　そして、全身は漆黒の色。

　上下逆様の体勢で、その長い首をもたげる存在に、アイズの心臓が叫喚を上げる。

　あれは。

　あれは。

　あれは……！

　剣の柄からぎりぎりと音が鳴る。激しい動悸どうきが胸を破ろうとする。

　アイズの瞳が『それ』に釘くぎ付けになるのを他所に、タナトスは懐ふところから魔道具マジックアイテムと思しき白銀の球体を取り出した。

「じゃあ『人形姫』ちゃん、よろしくやってよ。オレ、八つ裂きにされる前に行くから」

　天上の存在に目もくれず、まるで他人事ひとごとのように踵きびすを返す。

　体を震わし、怯おびえ、慌あわてる闇派閥イヴィルスの眷族達を引き連れ、霧の奥へと向かう。

「一足先に、天に還っていてくれ──愛しい子」

　黒衣の後ろ姿とその呟きが白い霧に消えた直後。

　砕かれた岩盤より完全に姿を現した漆黒の存在は、天井から落ち、翼を広げるとともに宙空で咆哮を上げた。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　広間中の霧を揺るがすほどの叫喚が放たれる。

　びりびりと鼓膜を震わせる雄叫おたけびに、アイズは耳を塞ぐことも忘れてその威容を目に焼きつける。

　それは『竜』だった。

　小竜インファント・ドラゴンを除けば『上層』には出現する筈のない、一対の翼を有する翼竜よくりゅう。

『ワイヴァーン』。

　中層域に棲息せいそくするモンスター。長い尾を合わせれば全長は優に五Ｍメドルに届く。靄で覆われてなおはっきりと存在を認識できる姿は、紛れもない竜種であった。

　元来退紅あらぞめ色の体軀たいくは、漆黒かつ強靭きょうじんな鱗に覆われている。一目でわかる『異常事態イレギュラー』、通常種より遥はるかな力を秘めた『亜種』だ。

　黒き竜。

　アイズが身動みじろぎもせず見据える中、翼を広げ、遥か頭上にとどまる漆黒の翼竜ワイヴァーンは赤い双眼を眼下に走らせた。

　視界を遮る一面の霧を睥睨へいげいしたかと思うと、生えわたる無数の牙を上下に開き、開口する。

　口腔こうくうの奥で燃え盛り、輝きを放つ炎の塊。

　アイズは目をあらん限りに見開いた。

　そして、

『──────────────────────────ッッッ!!』

　炎の息吹いぶきが放出される。

　真下に直撃した火炎流が土砂を巻き上げ、地面から轟音ごうおんという名の絶叫を上げさせた。凶悪な緋色ひいろの光が生まれる中、竜の首が薙ながれる。

　とめどなく噴き出す火炎の濁流は、その噴出口の動きに従って広間ルーム全体に広がった。

「っっ!?」

　押し寄せる炎の荒波にアイズは全力の離脱を行う。段差のある小さな丘にその身を飛び込ませ、僅差きんさで高熱量の炎塊が少女のいた場所を一過した。


『オォォ……』



　凄すさまじい火炎放射によって、広間ルームの霧は吹き飛ばされていた。

　いや、焼き滅ぼされていた。

　丘の陰からよろよろと立ち上がるアイズは、その光景に息を呑のむ。

　燃え盛る枯れ木と草原。身を焼かれる大樹が音を立てて倒壊し、地を震わす。霧の階層は僅わずかの間に火の粉を撒まき散らす焦土と化していた。

　火炎の欠片を牙の隙間すきまから立ち上らせる翼竜ワイヴァーンは、そこで怪訝な感情を、首を巡らせる仕草しぐさの中に表した。

　視界が晴れた赤の世界の中で、彼が真に狙った存在が消失していたからである。

　霧の奥に隠れた筈のタナトス達は忽然こつぜんと姿を消していた。ダンジョンが塞いだ出入り口の障壁は未いまだ健在にもかかわらずだ。母なる迷宮の意志を受けて生まれ落ちた抹殺の使徒は、方法は判然としないがダンジョンの外へ離脱した神に、その相貌を歪めた。

　間もなく、竜の眼は。

　自然と残された一匹の獲物──アイズに照準される。

『オオオオオオオオオオッ！』

「っ!?」

　宙空より急降下する竜に、金の双眸が揺れる。

　今まで遭遇したどのモンスターより凶悪な存在感を撒き散らす翼竜ワイヴァーンは、アイズにとって一も二もなく逃走を選択しなければならない脅威であった。その威嚇いかくの吠声は少女の肌をわななかせる。

　だが、アイズは歯止めのかからない渾身こんしんの力で剣を握り締めた。

　ちっぽけな恐怖に勝るのは、凄まじいまでの戦意である。体が震えるほどの感情が今のアイズを支配し、全ての事柄を忘却させる。

　飛来してくる翼竜ワイヴァーンに向かって、アイズは疾走した。

「うあああああああああああっ!!」

　どこにそんなものを隠し持っていたのか、少女とは思えない咆哮を放ちながら、愛剣《ソード・エール》を振り上げる。

　見る見るうちに大きくなる翼竜ワイヴァーンに向かって、鋭い斬撃を放った。

『！』

「ぐっっ!?」

　すれ違い様、凄まじい勢いからなる突撃の余波によってアイズの体が焼けた大地を転がる。敵の爪をぎりぎりで回避したにもかかわらず、体がばらばらになるかのような衝撃が襲った。すぐさま地から体を引き剝がし、宙に舞い戻る影を視線で追いかける。

　一方の翼竜ワイヴァーンも気に入らないように己の体を瞥見べっけんした。

　偉大な翼が伸びる肩の根本、漆黒の竜鱗りゅうりんの一部が罅割れている。どんな攻撃も弾く筈の竜の守りが欠片とはいえ破られたのだ。翼竜ワイヴァーンは眼下から鋭い眼差しで射抜いてくる矮小わいしょうな小娘を睨み返す。

　鋭い光を放つ蒼あおき剣を、殺気満ちる眼で見下ろし、再度さいど急降下を仕掛けた。

「──っ！」

　対してアイズは、地を蹴った。

　向かう場所は己の身の丈ほどある岩石。草原から突き出たその岩の前で、疾走の勢いを利用して体を一回転、《ソード・エール》を思いきり薙ぐ。

　斜め上の角度より飛来してくる翼竜ワイヴァーンに、岩の散弾を見舞った。

『！』

　強靭な波紋鋼ダマスカスの剣身が岩石をものの見事に破砕し、無数の飛礫つぶてを放つ。警戒していなかったまさかの飛び道具に、竜は己の速度も祟たたってもろに浴びた。

　ガガガガガッ！　と連続する激しい衝突音。

　竜鱗りゅうりんに包まれた体は傷一つ付かないが、視界を奪った。

　大小様々な岩の破片に翼竜ワイヴァーンは咄嗟とっさに目を瞑つむり、僅かながら速度が減退する。

　アイズはその瞬間を掠かすめ取った。

（有翼の怪物モンスターを倒す定法セオリー──）

　素早い跳躍。己の上を取った少女に、竜の眼が驚愕を宿す。

（翼を狙って──地に叩き落とす！）

　眦を裂いたアイズは己ができる最高の剣撃を見舞った。

『グオオオオオッ!?』

　振り抜かれた波紋の剣が、竜の翼を斬りつけ、紅あかい血飛沫ちしぶきを飛ばす。

　渾身の一撃が竜鱗りゅうりんの防御を貫通し、翼竜ワイヴァーンの肉に届いたのだ。

　それは『技』だった。ロキやフィン達を散々驚嘆させてきた少女の剣技──記憶に在る父親だれかの絶技。凄まじい技の冴さえが圧倒的な能力ステイタスの差を越えて竜種を傷付けてのける。

　アイズは無意識のうちに、己の全てを引き出していた。

　フィンやガレス、リヴェリア達の教えを。

　幼い自分がいつも目にしていた『英雄』の剣捌さばきを。

　討つべき強敵を前に、今の己を形成している要素を総動員して、打ち倒しにかかる。

（浅い！　──いや、まだ!!）

　体勢バランスを崩す翼竜ワイヴァーンは不時着した。一瞬遅れて地に足がついたアイズは間を置かず斬りかかる。狙いは片翼。潰して飛翔ひしょうの術を断つ。打ち上がる怒りの咆哮に構わず剣の乱閃を見舞った。

　感情の炎に焼かれるアイズはありったけの剣技をぶつける。自分がまだ気付いていない父親の面影を。彼女に遺のこされているものを。振るわれる敵の牙や爪すらその剣技をもってすれすれのところで躱かわし、戦闘衣バトル・クロスを裂かれながら攻め続ける。

　側面、背面、敵の視界の外に回り続けながら振るわれる剣。

　一閃いっせんごとに弾け飛ぶ鱗の破片、もはや自分とも相手ともわからない鮮血の欠片。

　少女は取り憑つかれたように、猛たけった。

『──ウゥゥ』

　しかし。

　それが竜の逆鱗げきりんに触れた。

　隔絶した種族の分をわきまえず、何度も嚙みついてくる小さな獣に、翼竜ワイヴァーンは眦を裂く。

　翼を狙ったアイズが飛びかかった直後、風を切る勢いで、その体軀を回転。

　鱗に包まれた尾が渦を巻き、近付く全てのものを薙ぎ払った。

「あっっ!?」

　アイズの胸もとに尾の一撃が叩き込まれる。

　強固な竜鱗りゅうりんに包まれた尾は冒険者の上級武器にも劣らない凶悪な鈍器だ。まさに巨大な棍棒こんぼうに殴りつけられたような衝撃がアイズを襲い、吐血する。咄嗟に剣を割り込ませたにもかかわらず、鎧よろいの板金がひしゃげ、剝落し、凄まじい勢いで吹き飛ばされた。


「が、っ～～～～～～～～……!?」



　波紋鋼ダマスカスの剣の守りによってかろうじて即死は防いだものの、今まで経験したことのない損害ダメージがアイズに刻まれた。愛剣ソード・エールにも罅が生じる中、げぇげぇ、と血が混ざった唾液を吐き出し、痙攣けいれんを繰り返しながら地面の上でもがき苦しむ。

　そんな彼女を他所に、翼竜ワイヴァーンはあっさりと頭上へ飛び立った。

　ギラギラと輝く双眼が、アイズごと迷宮の大地を睨みつける。

　怒りに燃える翼竜ワイヴァーンは己の最大の武器を行使しようと、その口腔を開いた。


『アァァァッ!!』



「!!」

　必殺の息吹ブレスが地に降りかかる。

　通常の翼竜ワイヴァーンが繰り出す火球とは桁けた違いの火力、獰猛どうもうな火炎流がアイズを襲った。

　拳を地に叩きつけて、ごろごろと転がりながら必死に逃れるも、その攻撃の規模は下級冒険者が抗あらがえるものではなく。

　やがて。

「っ……!?　炎、が……」

　顔を上げると、アイズの周囲は炎の壁に覆われていた。

　煉獄れんごくのごとき光景は退路を完璧かんぺきに断つ。逃げ場がない。

　己を傷付けた人間に翼竜ワイヴァーンはもう容赦しなかった。

　生物の頂点に君臨する竜は眼下に存在するあらゆるものを見下し、全てを焼きつくさんと残酷な紅くれないの輝きを放つ。

『オオオッ!!』

　放たれるのは、五Ｍメドルを越える豪火球。

　見開かれたアイズの視界が、真まっ赤かに輝いた。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　紅き世界に包まれる。

　なけなしの力を振り絞って直撃は避けたものの、炎の壁に閉じ込められた領域の中、荒ぶる熱波と衝撃はアイズを吹き飛ばし、身に着けている鎧をたちまち溶かした。

　その肌も、髪も焦がされながら必死に抗おうとするも、火炎の渦はそれをせせら笑う。ふぅ、と恐ろしい熱気がこもった吐息を吹きかけて、少女の体を地面に押し倒した。


「ぁ、ああぁぁぁぁぁぁ……!?」



　地面に剣を突き立て、必死に立ち上がろうとするも、呼吸さえままならない。

　喉と肺が焼けかけるアイズは片膝をついた姿勢で動けなくなった。

　地獄の窯かまと化した広間ルームが、少女を一思いに灰へ変えようと燃え盛る。

（私、は……）

　アイズは、自分の体が焼ける音を聞いていた。

　火の粉を振りかけられ、手足が焦げ付いていく絶望の音を。

（ここで……死、ぬ？）

　許さない。

　そんなことは許されない。私アナタはまだ何もしていない。立って。剣を執れ。吠えろ。全てを憎しみに変えてあの頭上の竜を討て。悲願ねがいを遂げろ。

　アイズの心が叫んでいる。立ち上がれと。

　背中が熱い。

　背中が熱い。

　黒い炎が燃え盛っている。

　瞳の奥の炎が、アイズを闘争に駆り立てる劫火が憎しみの声を上げている。

　けれど。

　その源みなもとの黒炎でさえ、敵の炎によって燃やしつくされようとしている。

　敵の炎の方が熱い。少女アイズのちんけな覚悟など跡形もなく消してしまうほどに。

（もう、ここで……）

　凶悪な熱波によって朦朧もうろうとする意識。時が緩慢になる赤い世界。

　愛剣でさえも溶解を始めかけている中で、アイズの自我が溶け出していく。

　これでもう楽になれる。──どこかでずっと抱いていた諦観と絶望が乾いた声を囁く。

　嫌だ！　嫌だ！　──黒い炎が必死に拒絶しようとする。

　でも、もう。──炎に焼かれる肉体が屈しようとしている。

　結局、何も変えられないまま。

　何も得られないまま。

　アイズは独りぼっち、炎に焼かれて、死ぬ。

　なんて愚かな末路だ。なんてあっけない終焉しゅうえんだ。なんて悲しい、最期だ。

　心の声が溶け合う中、アイズは顔を上げた。

　翼竜がゆっくりと口を開く。止とどめを刺す気だろう。特大の火球をもってアイズごと迷宮の大地を焼き払おうとする。

　立ち上がれないアイズは心を真っ白にしながら、光り輝く炎に呑み込まれようとした。




「アイズ！」




　その時だった。

　爆発音とともに広間の出入り口の一角が吹き飛び、自分の名を呼ぶ声が聞こえたのは。

「────」

　アイズはそのハイエルフ、リヴェリアを認めた瞬間、時を止めた。

　それまでの絶望とは異なる、わけのわからない感情が刹那せつなの内に駆け巡る。闇の中に蹲る少女アイズを照らす光が、胸に迫る翡翠の輝きが。

　死神の『神威』に引きつけられた上層のモンスターを導にしてここまで辿り着いたリヴェリアは、『魔法』で出入り口の障壁を吹き飛ばし、足を踏み入れた瞬間、灼熱しゃくねつの焦土に変貌した広間ルーム──炎の領域に閉じ込められる少女を前に声を失う。

　間もなく翼竜ワイヴァーンは慈悲なく、少女のもとへ大火球を撃ち出した。

「アイズ！　言えっ、呼ぶんだ!!」

　炎塊が吐き出されるより早く、リヴェリアは叫んでいた。

　己のもとに迫りくる紅蓮ぐれんの炎に視界を焼かれるアイズは、それを聞く。

「『目覚めよテンペスト』と！」

　そして火炎が炸裂さくれつする直前。

　アイズの口は、その音をなぞっていた。




「【目覚めよテンペスト】!!」




　次の瞬間。

　アイズの中に在った『魔法』が解き放たれた。

「っ!!」

『!?』

　巻き起こる大爆発。

　リヴェリアと翼竜ワイヴァーンのもとにも届いた『魔法』の轟き。

　着弾した大火球は炎の破片を撒き散らしながら、その光景をあらわにした。

　確かに直撃を果たしたにもかかわらず、焼き払われずにいる少女の姿を。

「これは……」

　地に膝をつくアイズを、『風』が守っていた。
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　その小さな体に付与されているのは気流だ。何ものよりも強く、何ものよりも流麗で、何ものよりも気高い『風の鎧』。

　その身に刻まれていたアイズの『魔法』。

　独りぼっちの少女を守る、風の加護だ。

「ぁ──」

　自分の体を包み、舞い踊る『風』に、アイズはこれがどういうものなのか説明されずとも理解した。

「お母さんの……風」

　幼いアイズがいつも目にしてきた風だ。

「……ずっと」

　いつだって感じていた、母親の優しい息吹だ。

「……ずっと……一緒に……！」

　片時も離れず側にいてくれた、『精霊の風』だ。

「──っっ!!」

　力が溢れてくる。

　涙と一緒に、打ち震えるほどの想いの力が。

　膝を叱咤しったし、立ち上がるアイズに呼応するように、『風』の声が増していった。

『……!?』

　眼下で吹き荒れる風に、翼竜ワイヴァーンは確かに驚愕と戦慄せんりつをあらわにした。

　己の火球を防ぐほどの風圧。竜たる自分を戦おののかせるほどの『魔力』。王者の威厳を失った一匹の竜はなりふり構わず、今度こそ少女を焼き払おうとした。

　特大の次弾を口腔へと収束させ、紅い光を放ち出す。

「ふッッ!!」

　アイズは、その『好機』を逃さなかった。

　己の体に与えられた『風』の出力を全開にし、自身を獰猛な嵐あらしへと変える。

　リヴェリアが咄嗟に腕で庇かばうほどの旋風が周囲で揺らめく炎の壁を吹き飛ばし、少女を閉じ込めていた紅の結界を破壊した。

　直後、疾駆。

『!?』

　風の鎧が生む猛烈な加速力をもって翼竜のもとへ。

　アイズを見失ったモンスターを他所に、未だ佇立ちょりつしている大樹を一歩で駆け上り、次の一歩で蹴りつけ、飛翔する。

『風』の力を借りて、アイズは颶風ぐふうの矢となった。

「うあああああああああああああああああああああああああ！」

　準備態勢に入った特大の息吹ブレスが仇あだとなった。

　高出力の攻撃を蓄力チャージするが故に翼竜ワイヴァーンはその場を移動することができない。防御も、回避も、迎撃も不可能だ。全ては竜の予測を裏切るほどの速度をもって肉薄を仕掛けたアイズの判断と、その『風』がもたらしたもの。

　竜の双眼が焦燥に血走り、口腔の輝きが膨れ上がる。

　アイズは咆哮を重ねながら、両手に持った愛剣に気流を付与した。

　背中が熱い。

　背中が燃焼する。

　竜やつを討てと黒い炎が燃え盛る。

　けれど、それ以上に。

　アイズを包む『風』が猛る。

　少女を守るように、我が子を抱き締めるように。

　大丈夫だよ、と囁きかける。

　涙を散らしながら、全ての力をそそぎ込み、アイズは振り上げた剣に『竜巻』を生んだ。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?』

　零ぜろと化した間合い。

　蓄力チャージを終えて放たれようとする息吹ブレス。

　視界で光り輝く爆炎を前に。

　アイズは、風の剣を振り下ろした。




「【母の風よエアリエル】!!」




　風砕。

『────────────────────────アァッッ!?』

　竜の顔面に振り下ろされた剣が風の力を解き放つ。

　叩き込まれた巨大な竜巻が上顎うわあごごと口腔を粉砕し、行き場を失った火炎の濁流が大爆発を引き起こした。

「アイズ!?」

　頭上に咲いた轟火にリヴェリアは叫んだ。

　階層の天井をも焼いて亀裂を生じさせる爆砕の衝撃に身を乗り出すと、火の粉と黒煙を突き破って少女の体が階層の奥へと落下していく。

　気流の破片を散らしながら、何とか『魔法』を制御して、アイズは着地した。

　衝撃でぼろぼろの体が倒れ込もうとするも、かろうじてのところで踏みとどまる。

　リヴェリアが駆け付ける頃、アイズの手は限界を告げるように剣を地面に落とした。

　しかし、その『風』は未だ少女の体を包み込んでいて。


「ぁ、ぁぁ……」



　風に撫でられる両手を見下ろして、風の唇を添えられる肩を抱いて、アイズは止まらない涙を流した。

　自分には、何も残っていないと思っていた。

　ずっと独りだと思い込んでいた。

　永遠の痛みと苦しみを抱えていくのだと決めつけていた。

　けれど、違った。

『母』の息吹は、彼女との絆きずなはちゃんと残っていた。

　他ならないアイズの中に宿り、ずっと寄り添ってくれていた。

　足もとの剣つるぎもきらめきを放ち、わからなかったことを教えてくれる。

　父親の剣技はアイズの中で生きている。

　母親の『風』はアイズとともに在る。


「ぅ、あああああああああぁ……！」



　私は。

　私は。

　私は、独りじゃなかった。

「アイズ……」

　抑えきれない嗚咽を漏もらしながら振り向くと、リヴェリアが目の前で立ち止まった。

　その眼差しは、今アイズが気付いたことをずっと訴えていた。

　お前は独りではないと。

　傷だらけのアイズを前に後悔に濡れ、潤んでいる翡翠色の瞳は、隠していた慈愛をさらけ出した。

「アイズ、私はお前の母親にはなれない……でも、お前の側にいたいんだ」

　彼女の瞳から滴がこぼれ落ちる。

「お前を、愛したいんだ」

　リヴェリアに重なる母の面影を、アイズは今度は拒まなかった。

　頭と背にそっと手を回され、抱き締められる。

　添えられた手の温もりが、アイズの目から更なる涙を呼んだ。

　リヴェリアのお腹なかに顔を押し付けながら、枯れ切っていた筈の涙を流した。


「リヴェリアッ、リヴェリアァ……！　ごっ、ごめっ……ごめんなさっ……！」



「ああ、いい、いいさ……大丈夫だ……」

　溢れる涙が邪魔をし、謝罪の形にならないアイズの声に、上手うまく喋しゃべれないリヴェリアは涙ながらに微笑んだ。

　代わりに、その体をもっと抱き締める。

　アイズは声を上げて、大きく泣き始めた。




　焼け焦げた大地の中で、二つの影が重なる。

　少女の涙声るいせいはどこまでも響いた。いつまでも妖精の耳を震わし、彼女の想いを誘った。

　残っている少女の魔法が穏やかな風を生み、二人の体に寄り添う。

　笑うように、安心するように、母と子を包み込んだ。
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「……なぁベル君。ボク達と君達は、同じ時を生きていけないかもしれない」

　永遠の愛とはなんだろう。

　聞こえてくる女神の声を耳にしながら、アイズは誰かに問いかける。

「でも、ボクはずっと君の側にいるよ」

　カームは逝いった。

　愛したリナと息子達──血の繫つながりのない家族に看取みとられながら、涙を流して。

「たとえ死が、ボク達を一度は引き離したとしても……ボクは、必ず君に会いにいくよ」

　自責の念と後悔に苛まれ続けていた彼は、けれど、最後に救われた。

　自分の中に生きていた女神との思い出によって。

　女神ヘスティアが蘇らせてくれた、愛ブリギッドとの絆によって。

　喪うしなってしまったカームの中にも、孤独を癒す『永遠』が存在したのだ。

　それは彼を苛み続けていたものには違いないけれど。

　最後には、その女神が遺していたものに救われ、旅立った。

「何百年、何千年、何万年かかったとしても、生まれ変わった君に……ベル君じゃなくなった君に、会いにいくよ」

　カームは女神との思い出を『永遠』に変えたのだ。

「──そして言うんだ、ボクの眷族ファミリアにならないか、って」

　今のヘスティアと、同じように。

「──ぁ」

　漏らすまいとしていたベルの嗚咽が、段々と大きくなり、アイズの耳朶を震わせる。

　暗い森の中、カームの死を目まの当あたりにした彼はここへと逃げ込んだ。他者に与えてしまう永遠の苦しみを怖がった少年は今、ヘスティアの言葉に抱き締められ、泣いている。

「ボクだけじゃない。他の神も、君達との絆を永遠にすることができる」

　ささやかな永遠の愛を誓う、彼女との約束によって。

「だってボク達は、永遠を生きることのできる神様なんだぜ？」

　彼等の近くに立つ木の幹に背を預けながら、アイズはその言葉を聞く。

　アイズ達はヘスティア達のように不変ではない。

　全ては失われていくものだ。

　やはり『永遠』はない。

　だが。

　遺されるものがある。

　その者にとって『永遠の絆』として刻まれるものが、確かにある。

　それは思い出であったり、温もりであったり、想いであったりするのだろう。

　アイズの胸の中に生きる、この『風』のように。

　アイズの手に刻まれる、父の剣のように。

　母と父が遺していったものは、アイズと一緒に生き続ける。


「神様っ……僕はずっと、神様と一緒にいたいですっ……！」



「うん……」

　アイズの後ろで、少年の涙が落ちた。

「ずっと一緒にいるよ、ベル君」

　胸に抱かれる少年の泣く声が響いていく。

　アイズは目を伏せた後、そっと頭上を仰いだ。

「ずっと、一緒に……」

　少年の想いと女神の言葉を唇に乗せる。

　身に宿る『風』が、心を包み込んだような気がした。

「お母さん……」

　森の天井を越えた先、蒼い夜空と金色こんじきの月を見つめながら、呟きを溶かす。

　胸に手を添えるアイズは、次には強い眼差しで、どこまでも続く空を見据える。

　世界の最果てにまで繫がる、この下界の空を。

「待ってて……」

　心の中に生きる永遠の絆と、遺された『風』に誓うのだった。

「必ず……貴方を取り返すから」


















　東の空が白み始めている。

　霧は出ているものの、早朝の空気は澄みきっていた。雨雲は消え失うせ、小鳥の囀さえずりが森の中に響いている。

　アイズは回復したヘスティアとベルとともに、『エダスの村』の前にいた。

「ヘスティア様、ベルさん、またいらっしゃってください」

「はい、リナさん。ぜひ」

「ありがとう、リナ君、村のみんなも。この恩は絶対に忘れないよ」

「それはこちらも同じです。ヘスティア様達たちがいてくださって、父は救われました」

　ベルとヘスティアに、目もとに涙の跡を残すリナが笑いかける。

　結局、アイズ達は祭りのあった日からもう一日『エダスの村』に滞在した。カームの埋葬を手伝い、冥福の祈りに費やしたためだ。

『ベオル山地』に遭難してから五日目、リナを始め村人達は口々に感謝の言葉を伝えてきた。

「アイズさんも、また……！」

「はい……また」

　手を取って涙ぐむリナに、アイズは小さく微笑ほほえみかける。

　外の世界でできた友人に、再会を約束した。

　ややあって、早朝だというのに集まってくれた村の人々に見送られながら、アイズ達は『エダスの村』を出発する。

　東の尾根から太陽の一部が顔を出し、いくつもの谷と森を照らしていく。木々の群れを抜け、絶壁の隙間すきまを通り、すっかり穏やかになった川のせせらぎを聞きながら、『ベオル山地』を下山していった。

「いい村だったなぁ……」

「また、遊びに行きたいですね」

「……行くんだったら、私も、一緒に……」

「えっ、い、いいんですか!?」

「うん」

「あ、こらっ、何を勝手に約束しているんだヴァレン何某なにがし君!?　自分の【ファミリア】と一緒に行けばいいだろうー！」

　ヘスティアやベルと会話を交えては、笑みを落とす。

　横に並んだ彼等らの顔は晴れ渡っていた。あの村であった出来事はそれぞれの心に特別な感情を残し、それと同時に何かを気付かせてくれたような気がする。

　思い出した追憶の光景を胸に宿しながら、アイズはそう思う。

（さぁ、帰ろう──）

　みんなの場所へ。

　私アイズを『愛したい』と言ってくれた、彼女のもとへ。

　都市を離れ、外の世界をちょっとだけ旅した今、無性に伝えたい言葉があるから。

　南の尾根の奥、空に向かってうっすらとそそり立つ白亜の巨塔に目を細めながら、アイズは都市へと続く山道を下っていった。
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　抜けるような青空が広がっている。

　オラリオの空は降り続いていた雨が噓うそのように晴れ渡っており、雲一つない。そんな蒼穹そうきゅうの下、商いの文句や馬車の車輪の音、通りではしゃぎ回る子供達の無邪気な声が響き渡っていた。

「アレスのアホはもう山中で捕らえて、ギルド本部に連行されとる。主神が捕まったんや、傍はた迷惑な戦争もこれでようやく終わりやな」

「『ベオル山地』に相当の冒険者がつぎ込まれたからね。敵の居場所を突きとめ、援軍を呼び込んだ【万能者ペルセウス】は殊勲賞ものかな？」

「その調子でアイズ達も連れ帰ってほしかったものじゃがなぁ」

　窓の外から聞こえてくる常のオラリオと変わらぬ平穏な喧騒けんそうを耳にしながら、ロキ、フィン、ガレスの言葉が交わる。

【ロキ・ファミリア】本拠ホーム『黄昏たそがれの館』、その執務室。

　主神を加えた首脳陣はようやく収束に向かう王国軍との戦争を主に話し合っていた。現況の情報を耳にしていくフィンは、そこで顔を上げる。

　意見を口にせずたたずんでいるハイエルフに、目を向けた。

「リヴェリア？」

「ん……ああ、すまない。続けてくれ」

「心配かい、アイズのことが？」

「……アイズももう子供ではない。心配するだけ無駄だ」

　何を言っている、と言い返すリヴェリアだったが、

「その割には、先程から物思いに耽ふけっとるようじゃがな」

「リヴェリア、ここんとこ一人になるとぼーっとしとる時間が多いしなぁ」

「馬鹿ばかを言うな、ガレス、ロキ」

　ドワーフと女神に笑みを向けられてしまう。

　非難がましい視線を向けるものの、二人はどこ吹く風であった。

「別に隠さなくてもいいじゃないか。僕達だって五日も音おと沙汰さたがなければ、流石さすがに不安だよ」

「うちの『恩恵』の数は減っとらんから、ばっちし生きておるのは確かやけどなぁ」

「家出騒ぎは何度も繰り返してきたが、都市の外に出ていくのは初めてじゃからのぅ。お主の保護者癖ぐせがぶり返しても、驚きはせんわい」

　好き勝手に言ってくれる腐れ縁の者達に、リヴェリアは無愛想ぶあいそうな表情を浮かべた。

　だが彼等の言葉を否定しようとはしなかった。小振りな唇から息を吐き、無意識のうちにそっと金の髪留めに触れる。

「……たまに酷ひどく不安になる時がある。未いまだ消えていないアイズの黒炎ほのおは、ふとした拍子にあの娘こ自身を呑のみ込むのではないかと。あの娘こを遠くに連れていってしまわないか、と」

「……」

「アイズは成長し、幹部になった。【ファミリア】も大きくなった。互いに自立するべきだ。そう言い聞かせているが……どうしても、な。ことあるごとにあの娘この姿を追ってしまう」

　静かに胸のうちを明かすリヴェリアに、フィン達は口を閉ざしながら聞いた。

『お前は独りではない』。アイズに向けられたリヴェリアの言葉は、本当は自分自身に言い聞かせているものではないかと。

　自嘲とまではいかない不器用な笑みをリヴェリアは浮かべた。

「こうしてしばらく顔を見られないだけで、不安が募ってしまう」

「それが母親ははおやっちゅうもんや。何も間違っておらん」

　だから、誰だれが母親だ、と。

　リヴェリアはロキに向かって、微笑を落とした。

「──団長っ、団長ぉ！」

　と、そこで。

　ノックも忘れて扉を開け放ち、ラウルが執務室に飛び込んできた。

「アイズさんが帰ってきたっす！　今、北門から本拠ホームに……！」

　フィン達が口を開くより早く、ラウルの言葉が言い切るより前に、翡翠ひすいの髪は動いていた。

　自分のすぐ隣を通り過ぎて部屋を出ていったリヴェリアに、ラウルは目を白黒させる。フィン達は視線を交わし、笑みを堪こらえた。

　長い廊下と階段を経て、正面玄関へ。

　眩まぶしい日の光に包まれるそこには、人だかりになる団員達と、彼等に迎えられる金髪金眼の少女がいた。

「アイズさ～んっ！　心配しましたっ、良かったぁ～！」

「あ～ぁ、アイズ泣かせたぁ～」

「レフィーヤ、あんたがいなくてずっと不安そうだったのよ？」

「ごめんね……レフィーヤ」

「けっ、心配する必要なんてこれっぽっちもねぇだろうが」

「ベートだって尻尾しっぽをずっとソワソワさせてたくせに～」

「してねぇっての!!　でまかせ言ってんじゃねぇ、馬鹿アマゾネス！」

「なんだとぉー!?」

　嬉うれしげな声と温かなその光景に、リヴェリアは目を細めた。

　小さく、ボロボロで、独りだった少女はもうどこにもいない。

　帰ってくる居場所を見つけ、笑みを浮かべるようになった娘むすめがいる。

　それが心を安心させ、幸福という名の愛いとおしさを抱かせた。

　やがて、こちらに気付いた少女が歩み寄ってくる。

　まるでお叱りを待つ子供のように上目遣うわめづかいで窺うかがっていたアイズは、リヴェリアの浮かべている微笑を見て、笑みを纏まとい直した。

「ただいま……リヴェリア」

「ああ。おかえり、アイズ」

　互いの顔が綻ほころぶ。

　ほのかに揺れる金の髪と翡翠の髪。

　笑い合う二人の間に風が流れ、微笑んでいった。



















あとがき







　時系列では本編八巻の裏側に当たる、外伝九巻になります。

　構成的に現代編のスキップ感が出てしまったのは心苦しい限りですが、本編八巻を読んで頂けるとより楽しんでもらえるかと思います。




　この巻で第二部終了となります。

　最強と呼ばれる派閥のダンジョンアタックや彼等の活躍を詰め込んだ第一部とは異なり、第二部は主にそれぞれの登場人物の過去にスポットを当てています。そしてトリは外伝主人公で飾りたかったので、今回のエピソードをやらせて頂きました（まだ語られていないキャラクターはちらほらいるのですが）。

　個人的には本編で明かしたいと思っている外伝主人公の過去をどこまで描写するのか、それをこちらのシリーズではいつも悩んでいます。ですが今回は描いていくうちに不思議と、主人公の過去、というより家族ファミリアとの絆きずなが主題になっていったような気がしました。

　お調子者の神様然り、一歩引いた位置から主人公達を見守る小人族パルゥム然り、豪快だけれどお爺さんのように笑うドワーフ然り……そしてもう一人の母親と言うべきハイエルフ然り。自分が思っていた以上に、主人公を取り巻くキャラクター達が本巻の物語に彩いろどりを与えてくれたのではないかと。

　特に主人公と並んで葛藤していたハイエルフは、描けないと思っていた物語のもとまで作者を運んでくれたように感じています。愛したい、という言葉が出てきた時は本当に、本当にびっくりしました。独身という設定にしてしまってゴメンナサイ。ともあれ、現代より表情豊かで喧嘩けんかばかりする主人公とハイエルフのエピソードは、またどこかで描く機会があったらいいなと思っております。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　担当の高橋様、北村編集長、ゴール手前で大ブレーキしてしまった作者を支えてくださって本当に助かりました。過去編や村娘など普段とは違った可愛い外伝主人公を描いてくださったはいむらきよたか先生、作者のせいで凄まじいスケジュールになってしまった中、素晴らしいイラストを添えてくださって感謝感激です。関係者の方々にも深く御礼を申し上げます。そして読者の皆様、本書を手に取って頂いてありがとうございます。

　次巻でもまたお会いできたらと思います。

　ありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり　ふじの）

　今回のポスターは、無茶を言って本編八巻のイラストと対称になるようにオーダーさせて頂きました。はいむらさん、本当にありがとうございます！　あと無茶振りをして申し訳ありませんでした…！

　そんな素晴らしいイラストも含め、楽しんで頂けたら幸いです。




イラスト

はいむらきよたか

　ココ数ヶ月間、仕事の密度が数年に一度有るか無いか級の多忙さだったのですがこんな時分に『ゼルダ』の新作を仕事と並行で三度クリア、という荒業を敢行。…そう言えば自分のコメント、ゲームの話題がやたらと多い気がする。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797392814.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）




〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか外伝　ソード・オラトリア９


大森藤ノ








発行人　小川　淳





発行所　SBクリエイティブ株式会社

　　　　〒１０６－００３２

　　　　東京都港区六本木２－４－５







装　丁　　　株式会社ケイズ（伴勝）

印刷・製本　中央精版印刷株式会社






２０１７年６月３０日　初版第一刷発行

２０１７年７月１５日　電子第一版発行




©Fujino Omori　　ISBN 978-4-7973-9281-4




item/image/P147.jpg
FsTa Kas3Ka 1HIAaTILa CAMWYI.

Jla moyHau4bl ag-rapbl





item/image/P029.jpg
FT'sTa Ka3Ka iHIATLa CAMWI.

ITayaTak A3y 4bIHEBI





item/image/P143.jpg
[l

I

~

AL

Wil
M

il

|

il

l






item/image/P068.jpg





item/image/hs.png
HoD 10108





item/image/P109.jpg
I'sTa ka3ka iHma‘ra c.a MW .-

Ter Hapu Ya Me"‘/{





item/image/P307.jpg
Itn—7

AR\

I'sTa kas3ka iHmara .csaM4Wi.

Ilanep, kaysi xamey Belep





item/image/cover.jpg





item/image/white.jpg





item/image/logo.png





item/image/P073.jpg
I'stTa kas3ka iHmAara csAM4Wi.

MiManéTHae cTaThl4HBIA CKPBITBI A





item/image/P015.jpg
I'sTa kasdka iHmara .caM4Wi.

ATHaaKTOBBI § JiaTep bl





item/image/P139.jpg





item/image/icon3.png





item/image/icon1.png





item/image/icon2.png





item/image/P203.jpg
/x\"

I'stTa kxas3ka iHmAara caM4Wi.

siHa nmaszbaBinmaupl, JIEBap3UbI





item/image/P242.jpg





item/image/P003.jpg
Fan—y

;‘E

FsTa Kas3Ka iHImATLa C.AMWi.

maMmsib-@ e





item/navigation-documents.xhtml




CONTENTS





		表紙



		目次



		プロローグ◆妖精の追憶



		一　　章　◆陣営での一幕



		追憶一章　◆少女の始まり



		二　　章　◆束の間の静穏



		追憶二章　◆汝は剣なりや？



		三　　章　◆北の山から



		追憶三章　◆在りし日の神々と人々



		四　　章　◆遺るもの、残されるもの



		追憶四章　◆風が望む永遠



		エピローグ◆風が望んだ今



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編



		奥付











item/image/P173.jpg
I'sTa kas3ka iHmara .caM4«i.

Minyabia gHiI ag 6ari i aoa3i





item/image/P296.jpg





item/image/QRcode.png





item/image/P233.jpg
I'sTa kas3ka iHmAara csAM4Wi.

Hazayxpapl abmMaTanb KaJaHHE





item/image/P316.jpg
B v |

A

b S O

12

BT I

A

¥

PAX < 97LYY294Y
il . 0F-773U7

@ik \ t1-7v fix  BRE

FElER ), 1258 Hes ), 5%

FifE , 32000007U2Z

Status Lv.1

TN

' - 5RETVF YN,
Bt I7UTIL - E&t.
- R [ BEB& VAN

%fF V-RI-

- PAROGRER. HRISER.
-[ 3721 - 773U7 1. 1000000973, 74 X ERERESL 3
CEERDL AV RENRE DS ZRELL,

- BERHBEEEY v - LEEORAE. 29O, TAEREFRSEE0
TR ER NGRS, BRNGA. BEAERANIES #EOHH,
- BHEIEO T & 3 (CHTB [ HORK OB,

&im o 7—-~N—RUZ < OFHRSL

“CIMEDT-%— RUR IO+ OBKENA LB,

- PAZOREEDETENFESNZD, DS CHRIETELL. SOHIE2s
- 557/ XOBERERL TN, ZORICERORETEENEES
BOTUCT LR, DRIGEASEN. ‘
- BREOBEEMELTVARY. BRERLSELNSIR04250097 VR

- FEBAEBOE UL DEORSICE | SR & [ BHORE |7
AUBNTHY. BRELHARERELTIS,

AIS WALLENSTEIN





item/image/P000e.jpg





item/image/P000d.jpg





item/image/P000a.jpg
S\
J1

WA
a

4%

/]
3/

/3 x.é

X
WS REUERSS ﬁ%bfu.f).v;)?.fof.w| ﬁ;mﬂ% n\./\/

ONFRIE
N

¢

F57 2R
g ¥ Y AXAXED

Illustration
L‘UB%J:;:#

Fujino Omori





item/image/P000c.jpg
¢

R SRS ER RO 20
o it st \0‘\ \‘ - o -P -~ - 7 o -\l\.‘
ERHCWESEIUHOSR! R EREE TN






item/image/P000b.jpg





